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第 1 章 基本 的 な 考え 方 


1 


計画 策定 の 趣旨 


1CT (情報 通信 技術 ) は 、 日 々 進歩 し な が ら 、 私 た ちの 生活 に 多く の 変化 を 
も た らし て いま す 。 


近年 は 、 家 電 や 自動 車 、 ビ ル や 工場 な ど 、 あ ら ゆ る モノ が イン ター ネッ ト に つ 
な が り 、 実 社会 に お ける デー タ の 収集 ・ 伝 送 が 可能 と な る |oT (Internet of 
Things ニ モノ の イン ター ネッ ト ) や 、 そ こ か ら 得 られ た 膨大 な デー タ (ビッ グ デ 
ー タ ) を A | (人 工 知能 ) で 分 析 す る 技術 等 に より 、 第 4 次 産業 革命 と 呼ば れる 
産業 革新 が 進行 し て お り 、1CT が 新た な 経済 発展 や 社会 構造 の 変化 を も た らし 
うる 状況 に あり ます 。 


一 方 で 、 本 県 は 、 生 産 年 齢 人 口 (15 歳 ~64 歳 ) の 減少 に 伴う 人 手 不足 へ の 対 
応 や 、 農 林 水 産業 や も の づく り 産 業 な どの 産業 分 野 に お ける 生産 性 の 向上 、 少 子 
高齢 化 を 背景 と し た 医療 ・ 介 護 の 充実 、 東 日 本 大 震 災 津波 の 経験 を 踏ま えた 大 規 
模 自 然 災 害 へ の 備え な ど 、 様 々 な 地域 課題 を 抱え て いま す 。 


こう し た 背景 を 踏ま え 、1CT の 利 活 用 に より 、 地 域 が 抱え る 課題 の 解決 や 生 
活 の 様々 な 場面 に お ける 利便 性 の 向上 を 図る た め に 、 今般 、「 岩 手 県 1CT 利 活用 
推進 計画 」 を 策定 し ます 。 


この 計画 に より 、 最 新 の 技術 動向 に 的 確 に 対応 し な が ら 、 行 政 だ け で は な く 、 
県 民 、 企 業 、 大 学 、N PO な どの 多様 な 主体 と 連携 し 、1CT の 利 活用 を 県 全体 
で 推進 し て いき ます 。 


計画 の 位置 付け 


いわ て 県 民 計 画 (2019~2028) の も と に 策定 する 個別 計画 に 位置 付け 、 い わ 
て 県 民 計 画 (2019~2028) を 1CT の 取組 に より 下支え し 、 各 政策 分 野 に お ける 
1CT を 活用 し た 取組 を 展開 し ます 。 


また 、 官 民 デ ー タ 活用 推進 基本 法 (平成 28 年 法律 第 103 号 ) に お いて 策定 が 
義務 付け られ て いる 者 道府県 官 民 デ ー タ 活用 推進 計画 に 位置 付け る 計画 で す 。 


く 官 民 デ ー タ 活用 推進 基本 法 > 
国民 が 安全 で 安心 し て 暮らせ る 社会 と 快適 な 生活 環境 の 実現 の た め 、 国 や 自治 体 、 


事業 者 が 有する デー タ の 適正 か つ 効 果 的 な 活用 の 推進 に 関す る 基本 理念 や 基本 的 施策 
を 定め た 法律 。 





う 計画 期間 
いわ て 県 民 計画 (2019~2028) 第 1 期 ア クシ ョ ンプ ラン の 計画 期間 と 同じ 、 
2019 年 度 か ら 2022 年 度 ま で の 4 年 間 の 計画 と し ます 。 


年 度 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 | 2023 | 2024 | 2025 | 2026 | 2027 | 2028 | 


長期 ビジ ョ ン (10 年 ) 
第 3 期 
第 1 期 ア クシ ョ ンプ ラン (4 年 ) 第 2 期 ア クシ ョ ンプ ラン (4 年 ) アク ショ ン 
ウル ン ル クイ: 


賠 半 息 湯 す と 


(の m DO 〇 ON ご OOD) 








岩手 県 ICT 利 活用 推進 計画 (4 年 ) 


第 2 章 ICT を 巡る 現状 と 課題 





1 社会 情勢 と ICT を 巡る 動き 


(1 ) 社会 情勢 
〇 人口 減 少 の 進行 に よる 人 手 不足 の 現状 
本 県 の 総 人 口 は 、 平 成 9 年 (1997 年 ) か ら 減少 局面 に 入り 、 ま た 、 平 成 
12 年 (2000 年 ) か ら は 自然 減 (死亡 数 が 出生 数 を 上 回 る こと ) と 社会 減 
(県 外 へ の 人 口 の 流出 が 県 内 へ の 流入 を 上 回 る こと ) が あい まっ て 人 口 が 
減少 し て お り 、 平 成 29 年 (2017 年 ) 10 月 1 日 時 点 の 総 人 口 は 約 125 万 人 
と な っ て いま す 。 
総 人 口 の 減少 と と も に 、 生 産 年 齢 人 口 (15 歳 ~64 歳 ) も 減少 し 、 平 成 29 
年 (2017 年 ) 10 月 1 日 時 点 の 生産 年 齢 人 口 は 約 71 万 人 と 、 ピ ー ク で ある 
1985 年 と 比べ 25 万 人 減少 し て いま す 。 
こう し た こと を 踏ま え 、 第 一 次 産業 や も の づく り 産 業 に お ける 更 な る 生 
産 性 の 向上 や 本 県 の 地域 産業 を 支え る 人 材 の 育成 ・ 確 保 が 必要 な 状況 と な 
っ て いま す 。 




























































































本 県 の 人 口 の 長期 的 な 見 通し 


叱 理 ら ロ と 鞭 壮 同時 


! 2040 年 に 出生 率 が 2.07 と な り 、2020 年 以降 に : 
! 本 県 の 社会 増減 ゼロ が 実現 し た 場合 の 推計 


1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2040 
- 硬 - 人 口 ーe@- 生 産 年 齢 人 品 ーー 生産 年 齢 人 口 の 割合 


【 出 典 : 岩 手 県 人 ロビ ジョ ン ( 平 成 27 年 10 月 ) 】 





〇 東日本 大 岩 災 津波 か ら の 復興 

平成 23 年 (2011 年 ) 3 月 11 日 に 発生 し た 東日本 大 震 災 津波 に よる 未 章 
有 の 大 規模 災害 か ら の 復興 に 向け て 、 県 で は 、 同 年 の 8 月 に 、「 岩 手 県 東 日 
本 大 震 災 津波 復興 計画 」 を 策定 し 、「 い の ち を 守り 海 と 大 地 と 共に 生き る 
ふる さと 岩手 ・ 三 陸 の 創造 」 を 復興 の 目指 す 姿 と し て 、「 安 全 の 確保 」、「 暮 
らし の 再建 」、「 な り わ い の 再 生 」 を 復興 の 柱 に 掲げ 、 復 旧 ・ 復 興 の 取組 を 
進め て きま し た 。 

今後 は こう し た 取組 に 加え 、 東 日 本 大 震 炎 津波 の 事実 を 踏ま えた 教訓 や 
復興 の 姿 を 後世 や 国内 外 の 人 々 に 伝え 、 国 内 の みな ら ず 世界 の 防災 力 の 向 
上 に 頁 献 し て いく こと が 必要 で す 。 








【 復 興 ま ち づ く り が 進む 沿岸 地域 (大 船渡 市 ) 】 【 沿 岸 被災 地 に お ける な り わ い の 再 生 ( 宮 古市 )】 


〇 大 規模 な 自然 災害 の 発生 
平成 28 年 (2016 年 ) に 本 県 を 襲っ た 台風 第 10 号 や 、 西 日 本 を 中 心 と し 
た 広い 範囲 に 甚大 な 被害 を も た らし た 平成 30 年 7 月 豪雨 に 代表 され る よう 
な 局 地 的 な 集中 豪雨 、 平 成 30 年 北海 道 胆振 東部 地震 な どの 大 地震 の ほか 、 
竜巻 、 月 害 、 火 山 噴火 な ど 様 々 な 自然 災害 が 全国 各地 で 発生 し て いま す 。 
今後 、 さ ら な る 自然 災害 の 増加 、 炎 害 規模 の 拡大 が 懸念 され て お り 、 ッ 
ー ド ・ ソ フト が 一 体 と な っ た 防災 ・ 減 災 対 策 が 必要 と され て いま す 。 











〇 経済 ・ 社 会 の グロ ー バ ル 化 の 進展 

社会 経済 活動 の グロ ー バ ル 化 ・ デ ジタル 化 に より 、 国 境 を 越え た 情報 流 
通 や ビジ ネス ・ サ ービス が 進展 し て いま す 。 

経済 活動 に お ける 国際 競争 が 激 し さ を 増す 中 で 、 1 CT な ど 最 新 の 技術 
を 活用 し た イノ ベー ショ ン の 創出 に 対応 で きる 人 材 の 確保 ・ 育 成 が 必要 と 
な っ て いま す 。 

また 、 和 花巻 ・ 台 湾 間 、 花 巻 ・ 上 海 聞 の 国際 定期 便 の 就航 や 三陸 沿岸 に お 
ける 外国 クル ー ズ 船 の 入港 の ほか 、 ラ ラグビー ワー ルド カッ プ 2019" や 東京 
2020 オリ ン ピ ッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク 競 技 大 会 の 開催 な ども 踏ま え 、 外 国人 
観光 客 を 含む 誘客 を 更に 拡大 する た め の 効 果 的 な 情報 の 発信 と 受入 態勢 の 
整備 が 必要 と な っ て いま す 。 
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【 県 産品 の 輸出 状況 】 【 外 国 クル ー ズ 船 の 寄港 の 様子 (宮古 市 )】 


〇 地域 コミ ュ ニ ティ の 機能 低下 
本 県 で は 、「 結 (ゆい )」 に 見 られ る よう な 、 地 域 の 中 で 助け 合い 、 協 力 
し 合う 結び 付き が 受け 継が れ 、 地 域 コ ミュ ニテ ィ が 維持 され て きま し た 。 
し か し 、 人 口 減少 と 少子 高齢 化 が 進行 する 中 、 雪 下ろ し ・ 草 刈り な どの 
相互 兵助 、 防 災 や 見 守り な ど 地 域 安全 の 確保 、 伝 統 芸能 の 継承 と いっ た 地 
域 コ ミュ ニテ ィ が 持つ 機能 の 低下 や 、 担 い 手 の 不足 が 懸念 され て いま す 。 
また 、 東 日 本 大 震 災 津波 を 契機 と し て 生ま れ た 、 国 内 外 の 様々 な 主体 と 
の 交流 や 絆 を 生か し な が ら 、 つ な が りや 活力 を 感じ られ る 地域 コミ ュ ニ テ 
ィ を 守り 育て る 取組 が 必要 と な っ て いま す 。 








【 地 域 住 民 に よる 河川 環境 整備 (奥州 市 ) 】 【 地 域 住 民 に よる 雪かき の 様子 (田野 畑村 ) 】 


〇 国際 リニア コラ イダ ー (1LC) の 建設 

本 県 の 北上 山地 は 、 世 界 に ひと つ だ け 建 設 さ れ 、 世 界 的 に も 大 規模 な 研 
究 施 設 と な る 「 国 際 リ ニア コラ イダ ー (1I LC)」 の 有力 な 建設 候補 地 と な 
っ て いま す 。 

この 建設 が 実現 すれ ば 、 世 界 中 か ら 研 究 者 や 技術 者 が 本 県 の みな ら ず 東 

全体 に 集まり 、 数 千 人 の 研究 者 ・ 技 術 者 と その 家族 が 暮らす 世界 最 先端 
3 ノ ベ ー シ ョ ン 拠 点 が 形成 され 、 多 文化 が 共生 する 国際 都 
市 が つく られ ます 。 

この た め 、 外 国人 研究 者 ・ 技 術 者 や その 家族 が 快適 に 暮らす た め の 教 育 
環境 や 医療 環境 等 を 整備 する 必要 が あり ます 。 








ルー 
電子 陽電子 の 塊 の 密度 を 高く ぐす る 装置 。 電 子 、 
陽電子 が ぐる ぐる と 回 る こと で 密度 の 高い 電子 、 


陽電子 の ビー ム が 作ら れ ま す 。 


粒子 测定 器 


主 線形 加速 器 長大 な 加速 器 ト ン ネ ル に 収め られ て い 電子 - 陽 電子 の 衝突 現象 を 捉え る 装置 で 、 加 束 
る 主 線形 加速 器 の 主 な も の を 紹介 し ます 。 器 ト ン ネ ル の 中 央 部 に 配置 され 、2 種 類 の 測定 器 
(SiD と ILD) に より 、 交 互 に 使用 し て 実験 する 装置 


加速 器 トン ネル の 中 に 運 な る 、 大 き な Ee 

魔法 活 の よう な も の で す 。 中 に は 、[ 超 人 
導 加 速 空洞 ユニ ッ ト 」 が 取り 付け られ て 
お り 、 こ の 中 を 電子 - 陽 電子 の ビー ム が 光 
の 速 さ の 99.9999999996 と いう 超 高速 
で け 抜け ます 。「 超 伝導 加速 空洞 ユ 
ニッ ト ] は 液体 ヘリ ウム で マイ ナス 271C 
まで 冷や され ます 。 

超 伝導 加速 空洞 ユー ッ ト 内 を 

電子 が 想 け 抜け る イメ ー ジ の 心臓 部 と も 言え る 重要 な 装置 で 
す 。 ニ オブ と いう 金属 で で き て いま す 。 


トン ネル 内 右側 に 見 える 黄色 い 簡 が 「 主 線 
形 加速 器 ] で 、 こ の 中 を 電子 や 陽電子 が 駆け 
抜け ます 。 左側 は 加速 器 に 必要 な 電力 な ど を 
供給 する 装置 で す 。 中 央 部 分 は コン クリ ー ト 
の 壁 で 仕切 られ ます 。 





中 





E 県 作成 リー フレ ッ ト 】 





と ー 
圧 
上 
4 
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(2) 1CT の 動向 
〇 イン ター ネッ ト の 利用 動向 
全国 の イン ター ネッ ト の 利用 率 は 、 こ こ 数 年 は 横ばい と な っ て いま す が 、 
長期 的 に みる と 上 昇 傾向 に あり 、 本 県 に お いて も 同様 の 傾向 と な っ て いま 
す 。 
平成 29 年 (2017 年 ) の イン ター ネッ ト の 利用 率 は 全国 で 80.9%、 本 県 
で は 70.5% と な っ て いま す 。 








イン ター ネッ ト 利 用 率 の 推移 





























エエ エエ 
- を - 全 国 一 一 岩手 県 
【 出 典 : 総 務 省 「 通 信 利 用 動向 調査 」( 各 年 ) よ り 作 成 】 
| ※1 年 の 間 に 、 パソ コン 、 携帯 電話. スマ ー ト フォ ン 、 タプ レッ ト 端 林 等 で イ ンタ ーネット を 利用 
| し た こと が ある 人 の 割合 。 


| ※ 平 成 21 年 以前 の 都 道 府 県 別 の 利用 率 は 非 公表 。 
! ※ 名 都 道 府 県 か ら 調査 年 ご こと に 選択 され る 4 て 5 市 区 町 村 か ら 一 定数 が 抽出 され 、 利用 率 を | 
| 算出 。 | 





全国 の 年 齢 階層 別 の イン ター ネッ ト の 利用 率 は 、13 歳 か ら 59 歳 ま で は 各 
年 齢 層 で 9 割 を 超え て いる 一 方 で 、60 歳 代 で は 73.9%、70 歳 代 で は 
46.79%% と 、 高 齢 者 ほど 低く な る 傾向 に あり ます 。 

年 代 別 イ ンタ ーネット 利用 率 (全国 ) 

















6 て 12 13 て 19 20~29 30~39 40~49 50 て 59 60 て 69 70~79 go 以上 ( 蔵 ) 
【 出 典 : 総 務 省 「 平 成 29 年 通信 利用 動向 調査 」 よ り 作成 】 











また 、 全 国 の 世帯 年 収 別 の イン ター ネッ ト 利 用 率 は 、 年 収 400 万 円 以上 
で は 8 割 を 超え て いる 一 方 で 、 年 収 200 て 400 万 円 で は 74.1%、 年 収 200 万 
円 未満 で は 54. 2% と 、 年 収 が 少な い 世 帯 ほ ど 低 く な る 傾向 に あり ます 。 


世帯 年 収 別 イン ター ネッ ト 利 用 率 (全国 ) 
































200 未 満 200~400 400~600 600~800 800~1.000 1.000<1.5001.5002.000 2.000 以 上 (万 円 ) 
【 出 典 : 総 務 省 「 平 成 29 年 通信 利用 動向 調査 」 よ り 作成 】 








スマ ー ト フォ ン の 普及 

全国 の 世帯 に お ける スマ ー ト フォ ン の 保有 率 は 、 平 成 22 年 (2010 年 ) 【 
は 9.7% で し た が 、 平 成 29 年 (2017 年 ) ( WE 
普及 が 進ん で いま す 。 

また 、 平 成 29 年 (2017 年 ) の 全国 の 世帯 に お ける パソ ュ コン の 保有 率 は 
72.5% と な っ て お り 、 初 め て スマ ー ト フォ ン が パソ コン を 上 回 り ま し た 。 


さら に 、 イ ンタ ーネット を 利用 する 機器 に つい て も 、 ス マー ト フ ォ ン が 
59.79% で パソ コン の 52.5% を 上 回 り 、 イ ンタ ーネット の 利用 が パソ コン か 
らら スマートフォン 等 の モバ イル 端末 に 移行 し て いま す 。 


スマ ー ト フォ ン の 保有 謗 の 推移 






































- 言 世帯 保 有 率 (全国 ) -* ぐ て ~ 世帯 保有 率 (岩手 県 ) 
ー ョ ー 個人 保有 率 (全国 ) つぐ 個人 保有 率 (岩手 県 ) 


【 出 典 : 総 務 省 「 通 信 利用 動向 調査 」( 各 年 ) よ り 作 成 】 





〇 ソー シャ ル メ ディ ア の 浸透 

SNS (ソー シャ ルネ ッ ト ワ ー キ ング サー ビス ) や ブロ グ 、 動 画 共 有 サ 
イト な ど 、 利 用 者 が 情報 を 発信 し 、 形 成 し て いく メデ ィ ア で ある ソー シャ 
ル メ ディ ア が 、 若 い 世 代 を 中 心 に 浸透 し て お り 、 イ ンタ ーネット を 通じ た 
コミ ュ と ケー ショ ン が 多様 化し て いま す 。 

また 、 ソ ー シ ャ ル メ ディ ア は 、 災 害 時 に お ける 安否 の 確認 や や 被災 情報 の 
収集 、 行 政 機関 か ら の 情報 発信 で も 大 き な 力 を 発揮 し ます 。 

ソー シャ ル メ ディ ア を 通じ た 個人 に よる 情報 発信 や 他人 と の 交流 が 可能 
と な っ た こと に より 、 従 来 型 の コミ ュ ニ ティ に と ど ま ら な い 、 新 し いつ な 
が り を 得 ら れる よう に な り ま し た 。 
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年 代 別 ソ ツー シャ ル メ ディ ア の 利用 率 ( 全 国 ) 


























20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 
重男 性 口 女性 
【出 典 : 総務 省 [ICT に よる イン クル ー ジ ョ ン の 実現 に 関す る 調査 研究 」(2018) 」 よ り 作 成 】 





〇 デー タ 活 用 社会 の 到来 

ネッ トワ ー ク イン フラ の 高度 化 や 、 ス マー ト フ ォ ン 、 I o 工 の 普及 な ど 
に 伴い 、 イ ンタ ーネット 上 の デー タ 流 通 量 が 飛躍 的 に 増加 し て いま す 。 

こう し た 、 デ ー タ 大 流通 時 代 の 到来 を 背景 に 、「 デ ー タ 」 が 人 を 豊か に す 
る 社会 の 実現 に 向け た 取組 が 進ん で いま す 。 

平成 28 年 (2016 年 ) 12 月 に は 、 国 民 の 安全 で 安心 な 暮らし と 快適 な 生 
活 環 境 の 実現 の た め に 官民 デー タ の 適正 か つ 効 果 的 な 活用 の 推進 を 目指 す 
「 官 民 デ ー タ 活用 推進 基本 法 」 が 施行 され た ほか 、 平 成 29 年 (2017 年 ) 5 
月 の 改正 個人 情報 保護 法 の 施行 に より 特定 の 個人 を 識別 で き な い よう に 個 
人 情報 を 加工 し た 情報 (匿名 加工 情報 ) の 利 活用 の 仕組 み が 整 うな ど 、 デ 
ー タ 活用 の 基盤 と な る 法制 度 が 整備 され 、 オ ー プ ン デ ー タ や ビッ グ デ ー タ 
な どの デー タ 流 通 の 促進 に 向け た 環境 づく り が 進め られ て いま す 。 


〇 第 4 次 産業 革命 の 進展 
あら ゆる モノ を イン ター ネッ ト に つなげ る I oT や 、AI 、 ロ ボッ ント 、 
ビッ グ デ ー タ の 活用 な ど 、 第 4 次 産業 革命 と 呼ば れる 技術 革新 が 急速 に 進 
展 し て いま す 。 
また 、 TI oT、AI な どの I CT の 社会 へ の 浸透 が 人 々 の 生活 を あら ゆ 
る 面 で より 良い 方 向 に 変化 させ る 「 デ ジタル トラ ンス フォ ー メ ーション 」 
と 呼ば れる 変化 が 起こ っ て いま す 。 
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第 4 次 産業 革命 





産業 革命 の 4 段階 ー 





る る @@@@@@eeeee@ 
世界 初 の ベル トコ ン ベ ア 
1870 

@ | 
、 電気 エネ ルギー を 用 いる 、 作 


、 業 特 化し た 大 量 生産 の 導入 
に よる 第 2 次 謀 業 革 硬 


1969 


世界 初 の 欄 械 織機 
1784 


水力 、 お よび 蒸気 力 を 用 い 
た 、 機械 的 な 生産 設備 の 遵 入 
に よる 第 1 次 産業 難病 


曼 


18 旧 紀 本 le 


UN = 


世界 初め ブロ グラ マブ ル 
ロジ ッ ク コ ント ロー ユラ 


1970 年 代 初 薩 、20 人 世紀 


で = > 
会 


サイ バー・ フ ィ ジ カル 
を 基礎 と し た : 


生産 を さら に 自動 化す る た 
め に 電子 機器 お よび T を 使 
用 し た 第 3 次 産業 革命 


今日 


【 出 典 : 科 学 技術 振興 機構 「 ド イツ 政府 の 第 4 次 産業 革命 Industrie 4.0」】 


国 で は 、 こ の よう な デジ タル 化 が 進ん だ 社会 像 と し て 、 先 端 技術 を あら 
ゆる 産業 や 社会 生活 に 取り 入れ 、 経 済 発展 と 社会 的 課題 の 解決 を 両立 し て 
いく 新た な 社会 で ある 「Society5.0 ( 超 ス マー ト 社 会 ) 」 の 実現 を 目指 し て 


いま す 。 





Society 5.0 で 実現 する 社会 


ご れ ま で の 社会 


必要 な 知識 や 情報 が 共有 され ず 、 新 た 
な 価値 の 創出 が 困難 


これ まで の 社会 
情報 が あふ れ 、 必 要 な 情報 を 見 つけ 、 分 4 
する 作業 に 困難 や 負担 が 生じ る 





い 本 
【 出 典 : 内 閣府 作成 】 
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Society 5.0 
AI に より 、 多 く の 情 報 を 分 析 
する な どの 面倒 な 作業 か ら 解 
放さ れる 社会 


上 ET 
2 





忆 机 未 到 0D 社 会 


少子 高齢 化 や 地方 の 過疎 化 な どの 課 
題 に 十分 に 対応 する こと が 困難 


行う 作業 が 多く 、 そ の 能力 に 限界 が あ 
り 、 高 齢 者 や 障害 者 に は 行動 に 制約 が ある 








〇 


次 世代 1CT イ ン フ ラ の 開発 

次 世代 の 通信 ネッ トワ ー ク と し て 注目 され て いる 「5G (第 5 世代 移動 
通信 シス テム )」 に は 、 従 来 の 移動 通信 シス テム より 100 倍 の 通信 速度 ( 超 
高速 ) を 持つ こと に 加え 、 基 地 局 1 台 か ら 同 時 に 接続 で きる 端末 を 飛躍 的 
に 増やせ る こと (多数 同時 接続 )、 通 信 ネ ットワーク に お ける タイ ムラ グ を 
極め て 小さ く 抑 えら れる こと ( 超 低 遅 延 ) と いっ た 特長 が あり ます 。 

日 本 に お いて は 2019 年 の サー ビス 提供 を 目指 し 、 研 究 開発 や 実証 実験 の 
推進 、 周 波数 の 確保 と いっ た 取組 が 進め られ て いる ほか 、 世 界 各 国 に お い 
て も 産学 官 の 連携 に よる 5G 推 進 団体 が 設立 され る な ど 、 早 期 実現 に 
た 取組 が 進ん で いま す 。 








5G が も た ら す 将来 像 


往診 時 に も 医療 機器 の 上 オペ レー タ に 障害 物 の 情報 を 5G で リア ル タ 
イム に 伝達 し 安全 な 除 寺 運行 を 支援 


Ws 


T 
ds EWE > 


P= っ 
大 二 ; 中 


【 出 典 : 総 務 省 「5G 実 現に 向け た 進捗 状況 に つい て 」】 





また 、 新 た な 通信 イン フラ と し て 、 一 般 的 な 電池 で 数 年 以上 も 運用 可能 
な 省 電力 性 や 、 数 km か ら 数 十 km も の 長 距 離 通信 が 可能 な 広域 性 と いっ 
た 特長 を 持ち 、 セ ン サ ー 機 器 に 組み 込ん で 長期 間 使 用 で きる サー ビス の 提 
供 を 可能 と する 、LPWA (Low Power Wide Area) の 開発 と 普及 が 進ん 
いま す 。 





I 











LPWA の 利用 例 ( ス マー トメ ー タ ー) 


a ンコ 


Fs 


【 出 典 : 総 務 省 「LPWA に 関す る 無線 シス テム の 動向 に つい て 」】 
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2 国 の ICT 政 策 の 動向 


〇 国家 戦略 と し て の 情報 化 施策 の 推進 








国 は 、 
きる 社会 の 実現 に 向け 、 平 成 13 




















全て の 国民 が I T を 積極 的 に 





活用 し 、 そ の 恩 
年 (2001 年 ) 1 月 





ワー ク 社 会 形成 基本 法 」 を 施行 し まし た 。 





併せ て 、 高 度 情報 通信 ネッ ト 














平成 25 年 (2013 年 ) 1 月 
国家 創造 宣言 」 を 開 議 決定 し 、 














ワー ク 社 会 推進 戦略 本 部 を 設 
略 と な る 「e-Japan」 戦略 を 策定 し 、 高 度 情報 通信 ネッ トワ ー ク 人 社 
に 関す る 施策 を 迅速 か つ 重 点 的 に 
月 に は 、 新 た な 1 本 戦略 で ある 【世界 最 先端 工 工 
重点 を 移し て 、 世 界 最 先端 





推進 し て きま し た 。 











IT の 利 活用 に 


の 1 丁 国 家 を 目指 す た め の 政策 を 推進 し て きま し た 。 
よ 、「 未 来 投資 戦略 2018」 を 開 議 決定 し 、 











平成 30 年 (2018 年 ) 6 月 に ( 

















IoT・AIT NR 





取り 入れ る こと に より 、 様 々 な 神 
向け た 取組 を 進 ee， 

































































恵 を 最大 限 に 享受 で 
高度 情報 通信 ネッ ト 








置 し 、 基 本 戦 
会 の 形成 














を 偉 の 技術 革新 を あら ゆる 産業 や 社会 生活 に 
上 会 課題 を 解決 する 「Society5.0」 の 実現 に 


























〇 マイ ナン バー 制度 の 導入 
平成 27 年 (2015 年 ) 10 月 に 施行 され た 、「 行 政 手続 に お ける 特定 の 個人 
を 識別 する た め の 番 号 の 利用 等 に 関す る 法律 」 に 基づく 社会 保障 ・ 税 番号 
制度 、 い わ ゆ る マイ ナン バー 制度 は 、 公 平 ・ 公 正 な 社会 の 実現 、 国 民 の 利 
便 性 の 向上 、 行 政 の 効率 化 に 資す る こと を 目的 に 導入 され まし た 。 
また 、 マ イナ ン バ ー 制 度 の 運用 に 伴い 、 本 人 の 申請 に よる 、「 マ イナ ン バ 








ー カ ー ド 」 の 交付 も 進ん で いま す 。 





この マイ ナン バー カー ド を 活用 し 、 日 常 生活 の 様々 な 場面 に 


サー ビス の 利便 性 を 高め る た め 、 
の 利 活用 を 推進 する 取組 が 進 





官民 デー タ 利 活用 社会 の 構築 

平成 28 年 (2016 年 ) 12 月 【 
合 的 か つ 効 率 的 に 整備 する た め 
まじ た 














国 、 地 方 公共 団体 、 





め ら れ て いま す 。 











こ 、 国 が 官 














お ける 官民 








民 デ ー タ 利 活用 の た め の 環 


民間 に お いて カー ド 


環境 を 総 





「 官 氏 デ ー タ 活用 推進 基本 法 」 が 施行 され 
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平成 30 年 (2018 年 ) 6 月 に は 、 1 TT を 最大 限 活用 し た 簡素 で 効率 的 な 社 
会 シス テム を 構築 し 、 国 民 が 安全 で 安心 し て 暮らす こと が で き 、 豊 か さ を 
実感 で きる 社会 を 実現 する こと を 目指 す 、「 世 界 最 先端 デジ タル 国家 創造 定 
・ 官 民 デ ー タ 活用 推進 基本 計画 」 が 開 議 決定 され まし た 。 


















































了 





デジ タル ・ ガ バ メ ント の 推進 

電子 行政 分 野 に お ける 取組 に つい て は 、 平 成 29 年 (2017 年 ) 5 月 に 「 デ 
ジタル ・ ガ バ メ ント 推進 方 針 」 が 策定 され 、 国 民 ・ 事 業者 の 利便 性 向上 に 
重点 を 置き 、 本 格 的 に 行政 の 在り 方 その も の を デジ タル 前 提 で 見 直す デジ 
タル ・ ガ バ メ ント の 実現 を 目指 すこ と と され まし た 。 

この 方 針 に 示さ れ た 方 向 性 を 具体 化し 、 実 行 す る た め 、 平 成 30 年 (2018 
年 ) 1 月 に | デジ タル ・ ガ バ メ ント 実行 計画 」 が 策定 され 、 安 心 、 安 全 か 
つ 公 平 、 公正 で 豊か な 社会 を 実現 する た め の 取 組 が 進め られ て いま す 。 






























































プロ グラ ミン グ 教 育 の 推進 

平成 29 年 (2017 年 ) 3 月 に 小 中 学 校 で 、 平 成 30 年 (2018 年 ) 3 月 に 高 
等 学校 で それ ぞ れ 学習 指導 要領 が 改訂 され まし た 。 

これ に より 、 小 学校 に お いて は 、 答 理 的 思考 力 を 育む こと 等 を 目的 に プ 
ログ ラミ ング 教育 が 必修 化 さ れ 、 中 学校 に お いて は 、 技 術 ・ 家 庭 科 の 技術 
分 野 に お いて プロ グラ ミン グ に 関す る 内 容 を 拡充 し 、 高 等 学校 に お いて は 、 
情報 科 に お いて 共通 必修 科目 の 「 情 報 I」 を 新設 する こと と な り ま し た 。 
今後 、 全 て の 児童 ・ 生 徒 が 、 プ ログ ラミ ング の ほか 、 ネ ットワーク や デ 
ー タ ベー ス の 基礎 等 に つい て 学習 する こと と し 、2020 年 の 実施 に 向け て 学 
校 に お ける 1 C 丁 環境 の 整備 等 が 進め られ て いま す 。 






























































スマ ー ト 自治 体 へ の 転換 
平成 30 年 (2018 年 ) に 、 総 務 省 の 有識者 研究 会 で ある 「 自 治 体 戦略 2040 
構想 研究 会 」 は 、 労 働 力 の 絶対 量 が 不足 し て いく 中 、AI・ ロ ボテ ィ ク ス に 
よる 事務 作業 の 自動 化 や 、 ク ラウ ド に よる 情報 シス テム の 標準 化 ・ 共 通化 な 
ど に よる スマ ー ト 自治 体 へ の 転換 を 提言 し て いま す 。 
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3 本 県 に お ける ICT 利 活用 の 取組 


(1 ) 取組 の 経過 


〇 イー ハト ー ブ 情 報 の 森 構想 (平成 10 年 度 一 平成 22 年 度 ) の 策定 





県 で は 、 平 成 9 年 度 (997 年 度 ) に 





、「 高 度 情報 化 いわて” 推進 本 部 」 


を 設置 する と と も に 、 平 成 10 年 度 (1998 年 度 ) か ら 平 成 22 年 度 (2010 年 
度 ) まで を 計画 期間 と する 情報 化 の 基本 指針 「“『 イ ー ハ トー プ 情 報 の 森 ” 構 



































人 
報 通信 基盤 」 の 5 つの 分 野 に お ける 基本 目標 を 掲げ ま し た 。 











この 2 ドー 本 報 の 構想 」 で 掲げ た 目 
岩手 県 高度 情報 化 戦略 」 (平成 12 年 度 一 15 年 度 ) 、 

















ンプ ラン 」 (平成 16 年 度 て 18 年 度 )、 
(平成 19 年 度 ~22 年 度 ) の 具体 的 行動 計画 を 策定 し 、 
課題 、 社 会 的 背景 な ど を 踏ま えた 目標 を 定め て 、 情 報 通 信 基 盤 の 整備 や ICT 
活用 の 促進 な ど に 取り 組み まし た 。 
































本 


ーー 








〇 ee 
に 策定 し た 「 い わ て 情報 ハイ ウェ イ 基 本 計画 」 





平成 12 年 (2000 年 ) 12 
ee 
通信 環境 の 実現 な ど を 目的 に 











公共 





、 県 の 業務 





情報 や 公共 サー ビス が 受け られ る 情報 
遂 行 の た め の 情 報 通信 基盤 で ある 





「 い わ て 情報 ハイ ウェ イ 」 を 整備 し まし た 。 
「 い わ て 情報 ハイ ウェ イ 」 は 、 ee お ける デレ ビ 会 議 シ ステ ム や 























周 産 期 超 音波 画像 の 伝送 、 防 災 

情報 の 収集 と 配信 、 行 政 分 野 に 

や 県 議会 中 継 の 映像 配信 な ど 6 分 
に 寄与 し て いま す 。 











N 田 
分 野 に 








お ける 土砂 災 








標 を 実現 する た め 


「 高 度 情報 化 ア クシ ョ 








HH 





「 高 度 情報 化 ア クシ ョ ンプ ラン 2010」 


I CT の 動向 や 地域 




















害 警戒 情報 や 河川 水位 





お ける 住民 基本 台帳 ネッ トワ ー ク シス テム 
\ の 業務 で 活用 され 、 県 民 サ ービス の 向 


ノヽ 田 そ 




















〇 いわ て 1CT 利 活用 推進 プラ ン (平成 24 年 度 一 平成 26 年 度 ) の 策定 
I CT の 利 活 用 に よる 地域 課題 の 解決 策 


平成 23 年 度 (2011 年 度 ) に は 























を 検討 する た め 、 学 識 経 験 者 や 事業 者 、NPO、 市 町 村 等 を メン バー と す 
る 「 い わ て I CT 利 活 用 促進 会 議 」 を 語 設置 しま し た 4 
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この 「 い わ て 1 CT 利 活用 促進 会 議 」 に お ける 意見 も 踏ま ほえ 、 東 日 本 大 
震 災 津波 か ら の 復旧 ・ 復 興 と I CT の 利 活用 に よる 地域 活性 化 を 目指 す 
「 い わ て 1 CT 利 活用 推進 プラ ン 」( 平 成 24 年 度 ~ 平 成 26 年 度 ) を 策定 し 、 
県 政 の 幅広 い 分 野 に お ける I CT を 利 活用 し た 具体 的 な 取組 を 推進 し て き 
に だ 。 





〇 いわ て 1CT 利 活用 戦略 会 議 (平成 27 年 度 一 平成 30 年 度 ) の 設置 
i こ は 、 有 識者 や 市 町 村 等 で 構成 する 「 い わ て 
I CT 利 活用 戦略 会 議 」 置 し 、 専 門 的 な 観点 か ら の 助言 を 受け な が ら 、 
eee お ける 情報 通信 基盤 の 整備 の あり 方 や I CT 
利 活用 の 方 策 、 県 に よる 効率 的 な 情報 発信 の 手法 な ど 、 1 CT 利 活用 の 全体 
A ONS RC 


HH H 日 日 HH 日 日 H H H HH H al H H | HH HH 日 H ul 
10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 アル 4 23 24 25 26 27 28 29 30 
いわ て 県 民 計画 いわ て 県 民 計画 
0 ー づ 』 示 震 相 UL LT 、 
ノ ハハ ト ブ | 9) で HH 10 ムン H 22 第 2 期 ア クシ ョ ンプ ラン 第 3 期 ア クシ ョ ンプ ラン 
al 情報 の 森 構想 ( ) (H23~H26) (H27~H30) 
戦略 CH12~H15) 0 0) (H24 こ H26) 
いわ て ICT 利 活用 促進 いわ て ICT 利 活用 戦略 
会 議 (H23…H26 ) 会 議 (H27H30 ) 








(2 ) 主 な 取組 と 成果 
〇 情報 通信 基盤 の 整備 

平成 14 年 度 (2002 年 度 ) に 盛岡 市 で ブ プロー ドバンド の 提供 が 開始 され て 
以降 、 平 成 17 年 度 (2005 年 度 ) まで に 全て の 市 町 村 に ブロー ドバンド が 普 
及 し まし た 。 

し か し 、 ブ ロー ドバンド 加入 可能 世帯 率 に つい て は 、 全 国 と の 格差 だ け 
で な く 、 県 内 で も 地域 間 の 格差 が あっ た こと か ら 、 通 信 事 業者 に 整備 を 働 
きか ける と と も に 、 市 町 村 に 対す る 助言 や 財政 的 な 支援 な どの 取組 を 進め 
て きま し じ た 。 

こう し た 取組 の 結果 、 平 成 24 年 度 (2012 年 度 ) 末 に 県 内 の 全域 に お いて 
ブロ ー ド バン ド が 利用 可能 に な り ま し た 。 

光 回 線 等 の 超 高 束 ブ ロー ドバンド に つい て は 、 中 山間 地 な ど 一 部 の エリ 
ア で 民間 事業 者 の 整備 が 進ん で いな い 地 域 が ある も の の 、 県 内 に お ける 超 
高速 ブ プロー ドバンド の 利用 可能 な 世帯 や 人 口 の 割合 は 平成 29 年 (2017 年 ) 
3 月 末 時 点 で 光 回 線 等 の 固定 系 で 96.2% (世帯 )、 携 帯電 話 等 の 移動 系 で 
99.296 〈 人 口 ) と サー ビス エリ ア が 着実 に 広がっ て いま す 。 
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超 高 速 ブロ ー ド バン ド 整 備 状況 の 推移 
99.9 











※ グ ラフ は 、H23~26 の 固定 系 と 移動 系 を 合わ せ た 利 用 可能 世帯 率 (小数 
点 以下 第 二 位 を 四捨五入 ) 。 
| な お 、H27 以 降 は 、 固 定 系 (世帯 ) と 移動 系 (人 口 ) に 分 けた 数 値 で 公表 され 
て いる も の で 、H28 の 固定 系 (世帯 ) は 96.296、 移 動 系 (人 口 ) は 99.296。 





H23 年 度 末 H24 年 度 末 H25 年 度 末 H26 年 度 末 


-所 -全 国 つ 一 岩手 県 





【 出 典 : 総 務 省 「 ブ ロー ドバンド の 整備 状況 」( 各 年 ) よ り 作 成 】 





携帯 電話 に つい て は 、 東 日 本 大 震 災 津波 の 経験 を 踏ま そえ 、 改 め て 重要 な 
通信 手段 で ある こと が 認識 され て お り 、 国 庫 補 助 事 業 を 活用 し た 市 町 村 に 
よる 基地 局 の 整備 等 に より 、 着 実に サー ビス エリ ア が 拡大 し 、 不 感 地域 の 
解消 が 進ん で いま す 。 

地上 デジ タル 放送 に つい て は 、 国 や 放送 事業 者 に よる 中 継 局 や 共 聴 施設 
の 整備 等 に より 、 平 成 27 年 (2015 年 ) 3 月 末 ま で に 難 視 世帯 の 対策 が 行わ 
れ 、 ア ナ ロ グ 放送 か ら デ ジタル 放送 へ 移行 し まし た 。 

県 で は 、 地 域 の 実情 を 踏ま そえ 、 共 聴 施設 の 老朽 化 に 伴い 市 町 村 が 改修 等 
に 係る 補助 を 行う 場合 に 、 地 域 経営 推進 費 の 活用 に よる 支援 を 行っ て いま 
す 。 











携帯 電話 エリ ア 外 人 口 と 基地 局 整 備 数 の 推移 


証 エ リア 外人 口 一 基地 局 整備 数 (累積 ) 
3,980 














_ i mm 下 閥 。 自害 | 


平成 26 年 度 末 平成 27 年 度 末 平成 28 年 度 示 平成 29 年 度 末 
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〇 1CT を 活用 し た 取組 の 進展 
イン ター ネッ ト の 普及 と I oT や A I な どの 革新 的 な 技術 の 発展 に より 、 
医療 、 農 林 水 産業 、 も の づく り 産 業 な ど 、 県 内 の 様々 な 分 野 に お いて 1CT 
を 利 活用 し た 取組 が 進ん で いま す 。 
医療 分 野 に お いて は 、 超 音波 検査 画像 の 伝送 に よる 妊婦 の 境 隔 診療 な ど 
の 取組 が 進ん で いる ほか 、 二 次 医療 圏 ご と に I CT を 活用 し た 地域 医療 連 
携 シ ステ ム の 構築 が 進め られ て いま す 。 
農林 水産 業 に お いて は 、 1 CT の 活用 に よる 作業 の 効率 化 や 品質 向上 に 
向け た スマ ー ト 農林 水産 業 の 取組 が 進ん で いま す 。 
も の づく り 産 業 に お いて は 、 生 産 ラ イン の 管理 シス テム に A I を 活用 す 
る こと に よる 更 な る 自動 化 な ど 、 生 産 性 向上 に 向け た 取組 が 進ん で いま す 。 
県 内 の 金融 機関 に お いて は 、 定 型 業務 に R PA を 導入 する こと に よる 事 
務 の 効率 化 や 、 ブ ロッ クチ ェ ー ン の 技術 を 活用 し た サー ビス 基盤 の 構築 な 
ど フ ィ ン テ デック の 取組 が 進ん で いま す 。 
また 、 県 内 市 町 村 に お いて は 、 マ イナ ン バ ー カ ー ド に よる 住民 票 等 の コ 
ン ビ ニ 交 付 や スマ ー ト フォ ン 用 アプ リ に よる 子育て 支援 情報 の 配信 な ど 、 
I CT の 活用 に よる 住民 サー ビス の 向上 に 向け た 取組 が 拡大 し て いま す 。 






























































岩手 県 内 市 町 村 の 
ICT 利 活用 サー ビス 開始 数 (累計 ) 


盛岡 市 の 証明 書 コン ビニ 
交付 サー ビス (H30.7) 








H25 H26 H27 H28 
【 出 典 : 岩 手 県 調査 】 
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〇 


1CT に 関す る 人 材 の 育成 ・ 研 究 の 推進 

ソン フト ウェア 情報 学部 を 有する 岩手 県 立 大 学 を 中 心 に 、IoT、ATI、 
ビッ グ デ ー タ な どの 先端 技術 分 野 で 新しい モノ や サー ビス な ど を 研究 ・ 開 
発 ・ 管 理 で きる 1 C 芽 人 材 の 育成 や 輩出 と 、 次 世代 情報 通信 技術 に 関す る 
研究 が 進ん で いま す 。 
本 県 の も の づく り に お ける 産学 の 共同 研究 や 高度 技術 者 の 養成 、 試 作 開 
発 支援 の 機能 等 を 担う 「 い わ て も の づく り ・ ソ フト ウェ ア 融 合 テ クノ ロジ 
II OO 
よる 新た な イノ ベー ショ ン の 創出 に 向け た 研究 開発 や 人 材 育成 を 推進 し て 
いま す 。 

地域 産業 の 開発 力 や 競争 力 を 支え る 1 丁 開発 拠点 の 形成 を 図る た め 、 岩 
手 県 立 大 学 の 周辺 地域 に 整備 し た 「 滝 沢 市 TPU り イノ ベー ショ ン パ ー ク 」 
を 核 と し て 、 共 同 研究 や 教育 プロ グラ ム へ の 協力 等 に よる 連携 交流 、 入 居 
企業 の PR や 首都 圏 企業 と の 商談 会 へ の 参加 等 に よる 取引 拡大 支援 等 を 行 
っ て いま す 。 

3D プ リン ター を は じ め と し た デジ タル 工作 機器 を 使っ た デジ タル も の 
づく り を 体験 で きる 「 フ ァ ブ テラ ス い わ て 」 の 開設 等 に より 、 県 民 の も の 
づく り に 関す る 興味 や 体験 を サポ ー ト する 環境 づく り が 進ん で いま す 。 
県 内 の 研究 機関 や 岩手 大 学 、 岩 手 県 立 大 学 、 岩 手 医科 大 学 、 一 関 工業 高 
等 専門 学校 な どの 高等 教育 機関 、 多 融 機関 が 参画 し た 「 い わ て 産学 連 車 携 推 
進 協議 会 (リエ ゾン -1)」 を 中 心 に 、 大 学 等 の シー ズ と 企業 の ニー ズ の マ 
ッ チ ング に よる 新 事業 の 創出 や 、 地 域 産業 の 活性 化 を 目指 し 、 産 学 官 が 連 
携 し た 取組 が 進め られ て いま す 。 


































































































































































































1CT の 普及 ・ 啓 発 

平成 18 年 度 (2006 年 度 ) か ら 、 最 新 の 1 CT 技術 に 関す る 展示 会 や 利 活 
用 事例 を 紹介 する セミ ナー を 行う 「IC エ フェ ア 」 の 開催 に より 、 県 民 が 
最新 の I CT 技術 を 直 に 体験 で きる 機会 の 提供 と 、I CT に つい て の 理解 
を 促進 する た め の 取 組 を 進め て いま す 。 

また 、 平 成 29 年 度 (2017 年 度 ) か ら 、 ス マー ト 農 業 の 最新 機器 や シス テ 
ム 等 の 展示 、 最 新 技術 に 関す る 講演 を 行う 「 ス マー ト 農 業 祭 」 を 開催 する 
と と も に 、 平 成 30 年 度 か ら は 林業 分 野 に 範囲 を 拡大 し 、 ス マー ト 農 林業 を 
支え る 技術 の 普及 ・ 啓 発 の 取組 を 進め て いま す 。 
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ーママ ママ デデデ テテ 
ゴー ネコ 


a ee 





0、 


[ICT フ ェ ア の 様子 (VR 体験 )】 【 ス マー ト 農 業 祭 の 様子 】 
ー ド 展示 
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4 「 強 み ・ チ ャ ンス 」 と 「 弱み ・ リ スク 」 
1CT 利 活用 を 推進 する 上 で 踏ま えて お くべ べき 現 状 の 分 析 を 、「 強 み ・ 
チャ ンス 」 と 「 編 み ・ リ スク 」 と し て 整理 し ます 。 


( 1 ) 強み ・ チ ャ ンス 
〇 全国 最多 の 県 立 病 院 の ネッ トワ ー ク を 生か し た 医療 ・ 福 祉 の 連携 強 み 

岩手 県 は 、 全 国 最多 の 県 立 病院 を 有 し て お り 、 こ の 県 立 病院 の ネッ トワ 
ー ク に より 、 二 次 医療 圏 ご と の 基幹 病院 の 整備 な ど 、 医 療 機関 の 機能 と 役 
割 分 担 に 応じ た 地域 医療 連携 体制 が 構築 され て いま す 。 

東日本 大 震 災 津波 を 契機 と し て 、 二 次 医療 圏 ご と に I CT を 活用 し た 地 

域 医療 連携 シス テム が 構築 され て き て お り 、 医 療 ・ 福 祉 の 連携 が 始ま っ て 

いま す 。 


































































































〇 農林 水産 分 野 に お ける 1CT 利 活用 の 進展 了 瞪 み 
第 一 次 産業 の 就業 者 の 減少 が 進む 中 、 農 林 水 産 の 各 分 野 に お いて 、 1 CT 
や 省力 化 機器 の 導入 な ど に よる 技術 革新 が 進ん で いま す 。 






































〇 北上 川 流域 に お ける 自動 車 や 半導体 等 の 産業 集積 隙 み 
も の づく り 産 業 が 県 内 の 製造 業 を けん 引 し て お り 、 北 上 川 流域 に 自動 車 や 
半導体 関連 産業 な ど 、 第 4 次 産業 革命 技術 を 支え る 産業 の 集積 が 進ん で いま 

す 。 











ヒビ 














多く の ソフ トウ ェ ア 人 材 を 有する 岩手 県 立 大 学 手 大 学 を 中 心 と し た 産 
官 の 連携 強 み 
情報 技術 の 活用 に 向け 、 多 く の ソ フト ウェ ア 人 材 を 有する 岩手 県 立 大 学 や 

岩手 大 学 等 を 中 心 に 、「 い わ て ネッ トワ ー ク シス テム (INS)」 な どの 組織 
の 構築 や 、 福 祉 、 農 業 、 防 災 な ど 幅 広い 分 野 お ける 実証 的 な 研究 の 推進 な ど 、 
活発 な 産学 官 連 携 が 進ん で いま す 。 



























































〇 国際 リニア コラ イダ ー (1LC) の 建設 が も た ら す イノ ベー ショ ン 上 险 み 

I 上 C の 建設 が 実現 する と 、 世 界 中 か ら 研 究 者 や 技術 者 が 岩手 県 の みな ら 
"東北 全体 に 集まり 、 数 千 人 の 研究 者 ・ 技 術 者 と その 家族 な ど が 暮らす 世界 
最 先端 の 国際 科学 技術 イノ ベー ショ ン 拠 点 が 形成 され 、 多 様 な 文化 が 共生 す 
る 国際 都市 が つく られ ます 。 
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〇 


loT、Al、 ビ ッ グ デー タ の 活用 な ど よ る 第 4 次 産業 革命 の 進展 











チャ ンス 
I oT、AI、 ビ ッ グ デー タ な ど 、 第 4 次 産業 革命 を 支え 、 様 々 な 分 野 
お ける 課題 解決 に 向け た 効果 的 な ツー ル と し て 期待 され る 新た な TICT 
es 
これ ら の 先端 技術 は 、 人 口 減少 に 伴う 労働 力 不足 や 地域 間 の 格差 な ど 、 
本 県 が 抱え る 様々 な 課題 を 解決 する た め の 有 効 な ツー ル と し て 利用 され る 
こと が 期待 され て いま す 。 










































































「Society5.0」 の 実現 に 向け た 国 に よる 戦略 的 な 取組 の 展開 | チャ ンス 
国 に お いて は 、 IT oT・ ビ ッ グ デー タ 時 代 が 到来 し 、 多 種 多量 に 収集 さ 
れる デー タ の 利 活用 に より 新しい 価値 を 創造 する 社会 で ある 「Society5.0」 
の 実現 に 向け 、 1 C 芽 産業 の 競争 力 向上 、 人 材 育成 、 高 齢 者 ・ 障 害 者 に 対 
する IL CT 利 活用 支援 策 等 を 「 未 来 を つか む TECH 戦 略 」 と し て 取り ま 
と め る な ど 、 戦 略 的 な 取組 を 進め て いま す 。 

「Society5.0」 で 実現 する 社会 で は 、I oT で 全て の 人 と モノ が つなが 
、 様 々 な 知識 や 情報 が 共有 され 、A I【 人 
0 こ な る こと や 、 ロ ボッ ト 写 自動 走行 車 な どの 技術 に よ 少 
子 ・ 高 齢 化 、 地 方 の 過疎 化 な どの 課題 が 克服 され る こ 時 
区 






















































































身近 で 多様 な 情報 発信 ツー ル の 普及 チャ ンス 
スマ ー ト フォ ン や SNS な ど 、 よ り 身 近 で 多様 な 情報 発信 ツー ル の 普及 
が 進ん で いま す 。 
こう し た ツー ル に 加え 、VR や AR な どの 新た な 1C 芽 技術 を 効果 的 に 
活用 し た 情報 の 発信 に よる 、 県 民 サ ービス の 向上 や 地域 の 魅力 へ の 理解 促 
進 、 新 た な つなが り の 創出 が 期待 され て いま す 。 



























































アク 














超 高 速 ・ 大 容量 通信 を 実現 する 5G な ど 次 世代 通信 技術 の 開発 チャ ンス 
超 高 速 、 大 容量 通信 、 多 数 同時 接続 、 超 低 遅 延 と いう 特長 を 持つ 5G や 
省 電 力 、 長 距離 通信 と いう 特長 を 持つ し LPWA な ど 、 新 た な 通信 技術 の 開 
発 が 進ん で いま す 。 
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(2 ) 


5 で は 、 あ ら ゆ る モノ 
ーション ツー ル と し て 、 例 え ! 


る ほか 、 











・ 人 な ど が 繋が る I o 丁 時 代 の 新た な コミ ュ ニ ケ 
ざさ 、 2 時 間 の 映画 を 3 秒 で ダウ ン ロ ー ド で き 
遠隔 医療 に お いて タイ ムラ グ の な い 機 器 の 操作 を 可能 に 


のり 


多量 の セン サー や 機器 を 同時 に ネッ ト に 接続 する こと が で きる な ど 、 そ の 





の 水位 セン サー 


弱み ・ 





岩手 県 で は 、 





特長 を 生か し て 、 











よる 警戒 水位 の 





リク 


地域 コミ ュ ニ ティ の 機能 低下 や 担い 手 不足 


様々 な 分 野 で の 利用 が 
LPWA は 、 NO 


監視 









































「 結 (ゆい )」 の 精神 に 


代表 され る 、 地 域 の 中 で 助け 


期待 され て いま す 。 


・ 農 業 用 の 用 水路 








な ど 、 回 線 あ た り の 通信 容量 は 小さ 
i に お いて 利用 拡大 が 





期待 され て いま す 。 








弱 み 








合い 、 








協力 し 合う 人 や 地域 の つなが り が 大 切 に され て きま し た 。 
し か し 、 人 日 減 少 と 少子 高齢 化 が 進 





低下 、 
コミ ュ ニ ティ に 
担い 手 の 確保 が 








最新 技術 に 対応 で きる 人 材 の 不足 や 県 内 就職 率 の 低 さ 

I C 丁 技術 は 劇 的 に 進化 し て お り 、 最 新 技術 に 対応 で きる 人 材 の 育成 が 課 
内 就職 の 割合 が 伸び 悩む 中 、 
TCR OS と が 考え られ ます 。 


題 と な っ て いる ほか 、 





に 県 内 に 


上 昇 傾向 に ある も の の 全国 平均 を 下回る イン ター ネッ ト 利 用 率 





A 


傘 行 する 中 、 
OR 











一 





お ける 生活 利便 














生 の 向上 と 、 
急務 と な っ て いま す 。 





活用 し た 、 8 
県 内 外 へ の 情報 の 発信 に 

















弱 み 



































内 学卒 者 の 県 





今後 さら 














弱 み 














情報 通信 イン フラ の 整備 や スマ ー ト フォ ン の 普及 が 進ん で お り 、 本 県 の 
イン ター ネッ ト 利 用 率 は 上 昇 傾向 に ある も の の 、 依 然 と し て 全国 平均 を 下 
回 っ て 推移 し て いま す 。 


また 
まま / こ 、 























て 、 高 齢 者 を 含む 県 





の 提供 が 求め られ て いま す 。 


条件 不利 地域 で の 整備 の 余地 が 残さ れ た 情報 通信 基盤 
に 広い 県 土 を 有する 本 県 に お いて 、 


全国 で 2 番目 

















手段 と し て 1 CT は 非常 に 重要 な 
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基盤 で す 。 











全国 的 に も 高齢 者 の イン ター ネッ ト 利 用 率 が 低い 中 で 、 本 県 で も 
同様 の 世代 間 の 格差 が 想定 され て いる こと か ら 、 生 活 に 身近 な 分 野 に 
民 が 利便 性 を 感じ られ る 、 














お い 
1 CT を 活用 し た サー ビス 











弱 み 


グー ジグ の 








携帯 電話 や 超 高 速 ブ ロー ドバンド の サー ビス エリ ア は 着実 に 拡大 し て き 
て いる も の の 、 中 山間 地域 な どの 条件 不利 地域 に お いて は 、 採 算 面 か ら 通 
信 事 業者 に よる 情報 通信 基盤 の 整備 が 進み 難い 状況 に あり 、 携 帯電 話 や 超 
高速 ブ プロー ドバンド の サー ビス が 利用 で き な い 地域 が 残さ れ て いま す 。 

















生産 年 齢 人 口 の 減少 に よる 人 手 不足 リス ク 
急速 な 人 口 減少 と 高齢 化 の 進行 が 、 経 済 活動 、 社 会 生活 な ど に 様々 な 影響 
を 及ぼ し て お り 、 特 に 生産 年 齢 人 口 の 減少 に よる 人 手 不足 が 経済 成長 の 制約 
と な る こと が 懸念 され て いる 中 、 先 端的 な 技術 を 含む 1 CT の 導入 に より 、 
産業 に お ける 生産 性 の 向上 や 担い 手 の 確 保 が 求め られ て いま す 。 















































OE リス ク 
平成 28 年 (2016 年 ) に 岩手 県 を 襲っ た 台風 第 10 号 や 、 西 日 本 を 中 心 と し 
た 広い 範囲 ( ee し た 平成 30 年 7 月 豪雨 に 代表 され る よう 
な 局 地 的 な 集中 豪雨 、 平 成 30 年 北海 道 胆振 東部 地震 な どの 大 地震 の ほか 、 
竜巻 、 喪 雪 、 火 山 噴火 な ど 、 様 々 な 自然 災害 が 全国 各地 で 毎年 の よう に 発 
生 し て いま す 。 

今後 、 こ うし た 大 規模 自然 災害 に より 情報 通信 イン フラ が 被害 を 受け た 
場合 、 通 信 の 途絶 や 災害 対応 の 遅れ が 懸念 され て いま す 。 
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「 強 み ・ チ ャ ンス 」 と 「 能 み ・ リ スク 」 か ら 、1CT 利 活用 の 推進 
に 向け て 、 次 の よう な 課題 が 導き 出さ れ ま す 。 


〇 次 世代 の 高度 な 1CT の 活用 も 見 通し つつ 、 県 民 が より 利便 性 を 感じ られ 
る 暮らし の 実現 

本 県 に お ける 地域 の 課題 や 特性 、 住 民 の ニー ズ を 考慮 し な が ら 、 新 た な 技 

術 の 活用 も 含め 、 医 療 、 介 護 、 子 育て 、 健 康 づ くり な ど 住 民 に 身近 な 分 野 に 

お いて I C 十 を 有効 に 活用 し た サー ビス を 提供 する こと に より 、 県 民 の 利便 

























































































性 向上 を 図る こと が 必要 で す 。 
〇 今後 の 災害 発生 に 備え た 1CT 利 活用 の 推進 
災害 発生 時 に は 、 被 害 の 軽減 や 円 消 な 復旧 対策 の た め に 、 迅 速 な 初動 対 








応 、 効 果 的 な 情報 収集 及び 的 確 な 情報 提供 が 重要 な こと か ら 、 炎 害 対 応 へ 
の 1 CT の 積極 的 な 利 活用 が 必要 と な っ て いま す 。 

また 、 東 日 本 大 震 災 津波 の 際 に 、 通 信 の 途絶 が 災害 対応 に 支障 を きた し 
た 経験 を 踏ま え 、 非常 時 に 途切れ な い 情 報 通信 ネッ トワ ー ク を 非常 用 電源 
の 確保 な ど 災 害 に 強い 情報 通信 基盤 の 整備 や 通信 手段 の 確保 が 課題 と な っ 
て いま す 。 






























































〇 持続 可能 な コミ ュ ニ ティ の 構築 に 向け た 1CT の 利 活用 
中 山間 地域 等 に お いて は 、 人 口 減少 ・ 高 齢 化 の 進行 に より 、 集 落 が 維持 
で き な く な る こと が 懸念 され て いま す 。 

集落 を 維持 し 、 地 域 コ ミュ ニテ ィ を 守り 育て る た め 、 1 CT 利 活 用 に よ 
り 、 日 常 生 活 の 利便 性 を 高め る と と も に 、 世 代 間 、 地 域 間 の 交流 を 促進 し 
暮らし や すく 、 住 みや すい 地域 を 形成 し て いく 必要 が あり ます 。 

















〇 本 県 の 基幹 産業 で ある 第 一 次 産業 や 、 も の づく り 産 業 な ど に お ける 1CT 
の 活用 に よる 生産 性 の 向上 と 人 材 の 確保 
一 次 産業 に お ける 従事 者 の 高齢 化 と 就業 人 口 の 減少 、 企 業 に お ける 熱 
練 技 術 者 の 高齢 化 と 後継 者 不足 等 が 懸念 され る 中 に あっ て も 、 本 県 の 地域 
産業 が 競争 力 を 維持 し て いく た め に 、 農 林 水 産業 の 現場 や 県 内 企業 に お い 
て 、 1 C 芽 を 積極 的 に 導入 し 、 生 産 性 を 高め て いく 取組 が 必要 で す 。 
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ライ フス タイ ル に 応じ た 新しい 働き 方 を 支え る た め に 、 働 く 現場 で の 積 
極 的 な 1 CT の 導入 を 進め る こと が 必要 で す 。 

北上 川 流域 を 中 心 に 集積 し た も の づく り 産 業 と 恵まれ た 生活 環境 を 兼ね 
備え た 本 県 の 優位 性 を 強力 に 国内 外 に 発信 する こと に より 、 本 県 の 産業 を 
文 え る 人 材 を 確保 する こと が 必要 で す 。 























| oT、Al な ど 、 最 新 の 1CT 技 術 に 対応 で きる 人 材 の 育成 

1I o 丁 化 が 進み 、 イ ンタ ーネット 上 に 存在 する ビッ グ デ ー タ 等 を AI で 
解析 し て 必要 な 情報 を 取り 出す 技術 な ど 、 1 C 芽 技術 は 急速 に 進展 し て いま 
す 。 
また 、 様 々 な デー タ が 付加 価値 を 生む 社会 に お いて は 、 デ ー タ 利 活用 に 
関す る 高度 な 知識 を 持ち 、 教 え 広 め ゆめ て いく こと が で きる 人 材 が 求め られ て 
いま す 。 

これ ら 最 新 の I CT 技術 を 効果 的 に 活用 し 、 地 域 課題 の 解決 や 利便 性 の 
向上 に つなげ る こと が で きる 人 材 の 育成 や 、I CT 技術 の 普及 を 支援 する 
こと が で きる 人 材 の 育成 が 必要 で す 。 
























































1C「 を 活用 i 
児童 生徒 の 情報 活用 能力 の 育成 や 各 教 科 等 の 学習 の 充実 の ほか 、 多 忙 化 
se 
備 が 必要 で す 。 

2020 年 度 か ら 小 学校 で プロ グラ ミン グ 教 育 が 必修 化 さ れる な どの 動き も 
踏ま ほえ 、 論 理 的 な 思考 力 と I CT の スキ ル を 持ち 、Society5.0 を 担う 人 材 
の 育成 が 必要 で す 。 






































1CT の 活用 に よる 情報 発信 の 充実 ・ 強 化 
県 民 へ の 適切 な 情報 の 提供 は も と より 、 県 内 の 産業 や コミ ュ ニ ティ を 支 
える 人 材 の 確保 や 、 国 内 外 か ら の 交流 人 口 の 拡大 に 向け 、 ス マー ト フ ォ ン 
や ツー ジャ ル メ ディ ア な ど 、 よ り 一 層 身 近 に な っ た 1 CT の 清 用 に よる 効 
果 的 な 情報 発信 が 必要 と な っ て いま す 。 

また 、VR や AR な どの 情報 ツー ル 補 開発 が 進む 5G な どの 新た な 1ICT 
技術 を 組み 合わ せ 、 こ れ ま で に な い 、 よ り 具 体 的 で 効果 的 な 情報 の 発信 に 
向け た 取組 が 必要 で す 。 





皿 
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〇 


| oT「、A1l の 時 代 に 対応 し た 1CT リ テラ シー の 向上 
I oT や A 1 の 時 代 に お いて 、 身 近 に な っ た イン ター ネッ ト を 十分 に 活 
し な が ら 、 年齢 や 障がい の 有無 等 に 関わ ら ず 、 県 民 の 誰 も が 新しい 技術 に も 
対応 で きる よう 、 1 CT に 関す る 知識 や 経験 を 共有 で きる 場 づ くり な ど 、 
I CT リテラ シー の 向上 に 向け た 取組 が 必要 で す 。 


















































携帯 電話 や 超 高 速 ブ ロー ドバンド な ど 、1CT 利 活用 を 支え る 基盤 の 整備 
過疎 地域 や 中 山間 地域 な どの 条件 不利 地域 に お いて 、 採 算 面 か ら 通信 事 
業者 に よる 携帯 電話 や 超 高 速 ブ ロー ドバンド な どの 情報 通信 基盤 の 整備 が 
遅れ て いる こと か ら 、 引 き 続 き 市 町 村 等 と 連携 し 、 県 民 の 生活 や 産業 経済 
活動 に 欠か せな い 情 報 通信 基盤 の 整備 を 促進 し 地域 間 の デジ タル デバ イド 
の 解消 を 図る 必要 が あり ます 。 

国内 外 か ら の 観光 客 が 必要 な 情報 を 円 滑 に 入手 で きる よう 、 無 料 公衆 無 
線 L AN 等 の 環境 整備 を 促進 する 必要 が あり ます 。 





















































行政 事務 の 効率 化 と 住民 サー ビス 向上 に 向け た デジ タル 県 庁 の 推進 
テレ ワー ク や R P A な ど を 活用 し た 行政 事務 の 効率 化 や 、 オ ー プ ン デ ー タ 
や マイ ナン バー カー ド の 利 活用 に よる 住民 サー ビス の 向上 な ど 、 積 極 的 な 
I C 工 利 活用 に よる 行政 情報 化 に 向け た 取組 を 推進 する 必要 が あり ます 。 
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計画 推進 の 基本 方 針 と 具体 的 な 取組 





本 章 で は 、 第 2 草 で の 現状 と 課題 を 踏ま そえ て 、 本 県 に お ける 1C「 利 
活用 推進 に 向け た 、 基 本 方 針 と 目指 す 姿 、 取 組 方 向 、 分 野 別 の 取組 を 示 
し ます 。 


1 基本 方 針 と 目指 す 姿 
(1 ) 基本 方针 


本 県 の 強み ① 本 県 が 有する 地域 資源 ・ 特 性 を 生か し な が ら 、 
1CT の 積極 的 な 利 活 用 に より 、 地 域 が 抱え る 課題 の 解決 と 


県 民 一 人 ひと り の 暮らし 、 仕 事 、 学 びに お ける 利便 性 の 向上 を 
図り ます 。 





前 章 で 見 た よう に 、 本 県 は 、1CT 利 活用 推進 を 進め て いく うえ で 、 岩 手 
県 立 大 学 や 岩手 大 学 を 中 心 と し た 産学 官 の 連携 、 農 林 水 産 分 野 に お ける 1CT 
利 活用 の 進展 、 北 上 川 流域 に お ける 自動 車 や 半導体 等 の 産業 集積 、 全 国 最 
多 の 県 立 病院 の ネッ トワ ー ク を 生か し た 医療 連携 体制 な ど 多 く の 強 み ぜ 資 
源 を 有 し て いま す 。 

また 、 第 4 次 産業 革命 の 進展 や 、 次 世代 通信 技術 の 開発 な ど 、 本 県 の 強み 
を 後押し する チャ ンス も 広がっ て いま す 。 

一 方 で 、 人口 の 減少 や 少子 ・ 高 齢 化 と いっ た 流れ の 中 、 県 民 が より 利便 性 
を 感じ られ る 暮らし の 実現 や 、 地 域 の 産業 に お ける 生産 性 の 向上 、 安 心 ・ 
安全 な 地域 づく りな どの 課題 に も 直面 し て いま す 。 

こう し た 課題 を 解決 する た め に は 、 本 県 が 有する 強み や 資源 を 生か し な が 
ら 1CT の 積極 的 な 導入 と 利 活用 を 進め て いく こと が 重要 で す 。 


(2 ) 目指 す 姿 
上 記 の 基本 方 針 を 踏ま え 、 こ の 計画 で は 、 
| CT の 利 活用 推進 に よる 「 お 互い に 幸福 を 守り 育て る 希望 卿 いわ て 」 の 実現 
を 目指 す 姿 に 掲げ ます 。 
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岩手 県 ICT 利 活用 推進 計画 2019~2022 





人 く 基 本 方 針 タ 
本 県 の 強み や 本 県 が 有する 地域 資源 ・ 特 性 を 生か し な が ら 、ICT の 積極 的 な 利 活用 に より 、 
地域 が 抱え る 課題 の 解決 と 県 民 一 人 ひと り の 暮らし 、 仕 事 、 学 びに お ける 利便 性 の 向上 を 図る 。 





ぐ 目 指す 姿 タ 
ICT の 利 活用 推進 に よる 「 お 互い に 幸福 を 守り 育て る 希望 卿 いわ て 」 の 実現 


ぐ 5 つ の 取組 方 向 タ 









情報 発信 環境 整備 












暮らし ・ 安 全 産業 人 づく り 
て ICT に よる 安全 で 安心 な へ ~ICT に よる 産業 の 振興 ~ICT を 支え る 人 づく り 、 ~ICT に よる へ ~ICT の 利 活 用 を 支え る 
< ICT に よる 人 づく り ~ 効果 的 な 情報 の 発信 ~ 環境 の 整備 






暮らし の 実現 こ 









社会 基盤 ノ ⑩ 参 画 2 2 和 由 
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2 5 つの 取組 方 向 


目指 す 姿 の 実現 に 向け て 、 本 県 の 強み や 特徴 を 生か し な が ら 地 域 課題 
の 解決 を 図る 取組 を 進め る た め に 、 次 の 5 つの 取組 の 方 向 性 を 掲げ ます 。 


(1 ) 暮らし ・ 安 全 
~ー|1CT に よる 安全 で 安心 な 暮らし の 実現 ~ 






































シ > 本 県 に お ける 地域 の 課題 や 特性 、 住 民 の ニー ズ を 考慮 し な が ら 、 新 た な 技 
術 の 活用 も 含め 、 医 療 、 介 護 、 子 育て 、 健 康 づ くり な ど 住 民 に 身近 な 分 野 に 
お いて I C 十 を 有効 に 活用 し た サー ビス を 提供 する こと に より 、 県 民 の 利便 
性 向上 を 図る こと が 必要 で す 。 

> 災害 発生 時 に は 、 和 被害 の 軽減 や 円 滑 な 復旧 対策 の た め に 、 迅 速 な 初動 対応 、 

効果 的 な 情報 収集 及び 的 確 な 情報 提供 が 重要 な こと か ら 、 災 害 対応 へ の 1CT 
の 積極 的 な 利 活用 が 必要 と な っ て いま す 。 

> 東日本 大 震 災 津波 の 際 に 、 通 信 の 途絶 が 災害 対応 に 支障 を きた し た 経験 を 

踏ま え 、 非 常時 に 途切れ な い 情 報 通信 ネッ トワ ー ク や 非常 用 電源 の 確保 な ど 
災害 に 強い 情報 通信 基盤 の 整備 や 通信 手段 の 確保 が 課題 と な っ て いま 

> 集落 を 維持 し 、 地 域 コ ミュ ニテ ィ を 守り 育て る た め 、 1 CT 利 活 用 に 
日 常 生 活 の 利便 性 を 高め る と と も に 、 世 代 間 、 地 域 間 の 交流 を 促進 し 、 暮 ら 
し や すく 、 住 みや すい 地域 を 形成 し て いく 必要 が あり ます 。 
















































































































































































方 向 性 > 


医療 、 介 護 、 子 育て 、 健 康 づ くり な ど 県 民 の 生活 に 身近 な 分 野 で の 利便 性 向上 


や 、 災 害 発生 時 の 迅速 な 情報 収集 と 的 確 な 情報 提供 、 持 続 的 に 活動 で きる 地域 コ 
ミュ ニテ ィ の 形成 な ど 、 1CT に よる 安全 で 安心 な 暮らし の 実現 を 目指 し ます 。 
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(2 ) 産業 
ー1CT に よる 産業 の 振興 








課 題 

> 第 一 次 産業 に お ける 従事 者 の 高齢 化 と 就業 人 口 の 減少 、 企 業 に お ける 就 練 
技術 者 の 高齢 化 と 後継 者 不足 等 が 懸念 され る 中 に あっ て も 、 本 県 の 地域 産業 
が 競争 力 を 維持 し て いく た め に 、 農 林 水 産業 の 現場 や 北上 川 流域 の も の づく 
り 産業 を は じ め と し た 県 内 企業 に お いて 、 1I CT を 積極 的 に 導入 し 、 生 産 性 
を 高め て いく 取組 が 必要 で す 。 

> ライ フス タイ ル に 応じ た 新しい 働き 方 を 支え る た め に 、 働 く 現 場 で の 積極 
的 な 1 C 十 の 導入 を 進め る こと が 必要 で す 。 

> 北上 川 流域 を 中 心 に 集積 し た も の づく り 産 業 と 恵まれ た 生活 環境 を 兼ね 備 
えた 本 県 の 優位 性 を 強力 に 国内 外 に 発信 する こと に より 、 本 県 の 産業 を 支え 
る 人 材 を 確保 する こと が 必要 で す 。 


















































方 向 性 > 


農林 水産 業 の 現場 や 北上 川 流域 の も の づく り 産 業 を は じ め と し た 県 内 企業 に 
お ける 生産 性 の 向上 な ど 、1CT に よる 産業 の 振興 を 図る と と も に 、 県 内 外 に 


向け た 本 県 の 優位 性 の 強力 な 情報 発信 に より 人 材 の 確保 を 目指 し ます 。 





(3) 人 づく り 
ー1CT を 支え る 人 づく り 、1CT に よる 人 づく り … 
































ヶ IoT や や AI など 最新 の ICT 技 術 を 効果 的 に 活用 し 、 地 域 課 題 の 解決 や 
利便 性 の 向上 に つなげ る こと が で きる 人 材 の 育成 や 、I CT 技術 の 普及 を 支 
援 す る こと が で き ee 要 で す 。 


















































> 児童 生徒 の 情報 活用 能力 の 育成 や 各 教 科 等 の 学習 の 充実 の ほか 、 多 忙 化す 
MC 
必要 で お 。 





シ > 2020 年 度 か ら 小 学校 で プロ グラ ミン グ 教 育 が 必修 化 さ れる な どの 動き も 踏 
まえ 、 論 理 的 な 思考 力 と I CT の スキ ル を 持ち 、Society5.0 を 担う 人 材 の 育 
成 が 必要 で す 。 
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方向 性 > 


最新 の 1CT 技 術 を 効果 的 に 活用 し 、 地 域 課 題 の 解決 や 利便 性 の 向上 に つ な 
げ る こと が で きる 人 材 や 1CT 技 術 の 普及 を 支援 する こと が で きる 人 材 の 育成 


な ど 、1CT を 支え る ひと づく り を 進め ます 。 また 、 学 校 教育 に お ける 1CT 
を 活用 し た 新た な 教育 環境 の 整備 や 、1CT を 使い こなし 、Society5.0 を 担う 
人 材 の 育成 な ど ご 1CT に よる 人 づく り を 進め ます 。 





(4 ) 情報 発信 
ーー 1CT に よる 効果 的 な 情報 の 発信 























> 県 民 へ の 適切 な 情報 の 提供 は も と より 、 県 内 の 産業 や コミ ュ ニ ティ を 支え 
る 人 材 の 確保 や 、 国 内 外 か ら の 交流 人 口 の 拡大 に 向け 、 ス マー ト フ ォ ン や ソ 
ー シ ャ ル メ ディ ア な ど 、 よ り 一 層 身 近 に な っ た 1 CT の 活用 に よる 効果 的 な 
情報 発信 が 必要 と な っ て いま す 。 
> また 、VR や AR な どの 情報 ツー ル や や 開発 が 進む 5G な どの 新た な 1ICT 
技術 を 組み 合わ せ 、 こ れ ま で に な い 、 よ り 具 体 的 で 効果 的 な 情報 の 発信 に 向 
けた 取組 が 必要 で す 。 






























































方 向 性 > 


スマ ー ト フォ ン の 普及 や ソー シャ ル メ ディ ア の 浸透 を 背景 に 、 一 層 身 近 に な っ 
た 1CT を 活用 する こと に より 、 県 民 サ ービス の 向上 や 人 材 の 確保 、 交 流 人 口 の 


拡大 に 向け て 、 県 内 外 へ の 効果 的 な 情報 発信 を 行い ます 。 





33 


(5) 環境 整備 
ー1CT の 利 活用 を 支え る 環境 の 整備 




















> Io や ATI の 時 代 に お いて も 、 年齢 や 障がい の 有無 等 に 関わ ら ず 、 県 民 
の 誰 も が 、 身 近 に な っ た イン ター ネッ ト を 十分 に 活用 し な が ら 新 し い 技 術 に 
も 対応 で きる よう 、 1 CT に 関す る 知識 や 経験 を 共有 で きる 場 づ くり な ど 、 
I CT リテラ シー の 向上 に 向け た 取組 が 必要 で す 。 

ヶ 過疎 地域 や 中 山間 地域 な どの 条件 不利 地域 に お いて 、 採 算 面 か ら 通 信 事 業 
者 に よる 携帯 電話 や 超 高 速 ブ ロー ドバンド な どの 情報 通信 基盤 の 整備 が 遅れ 
て いる こと か ら 、 引 き 続 き 市 町 村 等 と 連携 し 、 県 民 の 生活 や や 産業 経済 活動 に 
欠か せな い 情 報 通信 基盤 の 整備 を 促進 し 地域 間 の デジ タル デバ イド の 解消 を 

図る 必要 が あり ます 。 

ヶ 国内 外 か ら の 観光 客 が 必要 な 情報 を 円 滑 に 入手 で きる よう 、 無 料 公衆 無線 
LAN 等 の 環境 整備 を 促進 する 必要 が あり ます 。 

> 積極 的 な 1 CT 利 活用 に よる 行政 事務 の 効率 化 や 住民 サー ビス の 向上 な ど 、 
行政 情報 化 に 向け た 取組 を 推進 する 必要 が あり ます 。 


















































































































































方向 性 > 


県 民 の 誰 も が 身近 に な っ た イン ター ネッ ト を 十分 に 活用 し な が ら 新 し い 技 術 
に も 対応 で きる よう 、 リ テラ シー の 向上 や 普及 啓発 を 行う と と も に 、 中 山間 地 
域 な どの 条件 不利 地域 に お ける 情報 通信 基盤 の 整備 、 積 極 的 な 1CT 利 活用 に 


よる 行政 事務 の 効率 化 や 住民 サー ビス の 向上 な ど を 進め 、1CT の 利 活用 を 支 
える 環境 の 整備 を 促進 し ます 。 





34 


3 分 野 別 の 取組 


(1 ) 取組 方 策 

県 で は 、 い わ て 県 民 計画 (2019~2028) の 10 の 政策 分 野 に 電子 行 
政 ・ 官 民 デ ー タ 活用 分 野 を 加え た 、11 の 分 野 に お いて 「 暮 らし ・ 安 全 」、 
「 産 業 」、「 人 づく り 」、「 情 報 発信 」、「 環 境 整 備 」 の 5 つの 方 向 性 に 沿っ 
た 取組 を 推進 し て いき ます 。 


① 健康 ・ 余 暇 
〇 健康 づく り の 推進 
医療 保健 デー タ の 分 析 や 調査 研究 に より 、 地 域 の 健康 課題 の 「 見 える 化 」 
を 推進 する な ど 、 本 県 が 抱え る 健康 課題 の 解決 に 次 する よう 、 各 種 デー タ 
の 活用 に 取り 組み ます 。 


〇 質 の 高い 医療 体制 の 整備 【 暮 らし ・ 安 全 】 


医療 機関 間 に お ける 1 CT を 活用 し た 医療 情報 連携 の 推進 に より 、 県 民 
こ に 暮らし て いて も 等 し く 質 の 高い 医療 が 受け られ る 体制 を 整備 し ま 

Ia 
DN 
有 シ ステ ム 等 の 利 活 用 に より 、 県 民 が どこ に いて も 等 し く 医 療 が 受け られ 
る 体制 の 構築 や 地域 連携 等 回 し ます 。 
0 お ける 電子 カル テシス テム の 利 活 用 に より 、 診 療 情報 の 一 元 
理 な ど に よる 医療 安全 の 向上 や 受付 か ら 診 療 、 oO 
a ビス の 向上 、 診 療 情報 の 共有 に よる チー ム 医 療 の 推進 を 
り ます 。 

妊産婦 の 不安 軽減 の た め の サ ポー ト や 安全 か つ 円 滑 な 母体 搬送 等 に 対応 
する た め 、 周 産 期 医 療 情報 ネッ トワ ー ク シス テム の 活用 に よる 、 周 産 期 医 
療 機 関 と 市 町 村 の 情報 連携 を 推進 し ます 。 

小児 医療 遠隔 支援 シス テム の 活用 に より 、 当 直 医 等 が 遠方 の 小児 科 専 門 
医 か ら 診 断 の 助言 等 の 支援 を 受け な が ら 診 療 を 行う こと な ど 、 小 児 科 医師 
の 不足 や 地域 偏在 に 対応 し た 、 小 児 医療 体制 の 強化 を 推進 し ます 。 

I CT の 活用 に より 、 支 援 が 必要 な 新生 児 や 妊産婦 に 関わ る 地域 の 
療 ・ 介 護 ・ 福 祉 ・ 行 政 等 の 関係 者 が 遠隔 で ケー スカ ン フ ァ レ ンス を 開催 で 
きる 体制 を 整備 する こと で 、 周 産 期 医療 関連 施設 と 地域 の 保健 ・ 福 祉 関係 
機関 の 連携 体制 を 構築 し ます 。 
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介護 の 質 の 維持 ・ 向 上 【 暮 らし ・ 安 全 】 
介護 ロボ ッ ト の 導入 支援 に より 、 介 護 従 事 者 の 身体 的 負担 の 軽減 や 業務 
の 効率 化 な ど 介 護 事業 所 に お ける 労働 環境 の 整備 ・ 改 善 を 目指 し ます 。 











高齢 者 が 安心 し て 暮らす こと が で きる 環境 の 整備 【 暮 らし ・ 安 全 】 
地域 で 暮らす 高齢 者 が 自立 し た 安心 な 生活 が で きる よう 、 市 町 村 を 中 心 
と し た 見 守り 支援 体制 の 充実 に 向け 、「 い わ て “お げん き ” み ま も り シ ステ 
ム 」 を は じ め と し た 、 多 様 な 主体 の 参画 に よる 見 守り シス テム の 普及 ・ 拡 
大 を 促進 し ます 。 


























互い に 認め 合い 、 共 に 支え 合う 福祉 コミ ュ ニ ティ づく り の 推進 

【 暮 らし ・ 安 全 】 
ユニ バー サル デザ イン に 対応 し た 公共 的 施設 の 情報 提供 を 行う 電子 マッ プ 
の 充実 に より 、 様 々 な 人 々 の 社会 参加 を 進め る 「 人 に や さ し い まち づく り 」 
を 推進 し ます 。 


文化 を めぐ る 新しい 動向 に 対応 し た 取組 の 推進 【 暮 らし ・ 安 全 】 【 情 報 発信 】 


ウェ ブ マ ン ガ サイ ト 「 コ ミッ ク い わ て WE B」 を 通じ た 、 周 手 県 ゆか り 
の マン ガ 等 の 情報 発信 に より 、 本 県 へ の 関心 を 高め 、 文 化 交流 等 に よる 地 
域 活性 化 を 促進 し ます 。 


多様 な 学習 機会 の 充実 【 暮 らし ・ 安 全 】 


「 岩 手 県 生涯 学習 情報 提供 シス テム 」 に よる 国 や 県 、 市 町 村 等 の 生涯 学 
将 ・ 社 会 教育 関連 情報 の 提供 に より 、 県 民 の 主体 的 な 学び や 活動 を 支援 し 


































































































図書 館 情 報 シ ステ ム に より 、 
等 の 業務 の 支援 を 行う こと で 、 県 全体 の 図書 館 サ ービス の 向上 を 図り ます 。 








県 民 へ の 図書 情報 の 提供 や 市 町 村立 図書 館 
上 > 


























家族 ・ 子 育て 

子育て 家庭 へ の 支援 
子育て 中 の 家庭 が 安心 し て 楽し く 豊 か な 子育て 期 を 過ごす こと が で きる 

よう 、「 子 育て 応援 ボー タル サイ ト 」 に よる 子育て の 各 段 階 に 応じ た きめ 細 

か な 情報 提供 に より 、 子 育て 家庭 を 支援 し ます 。 
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〇 結婚 ・ 家 庭 ・ 子 育て に 希望 を 持て る 環境 の 整備 [暮らし 安全 】 


「“ い きい き 岩 手 ” 結婚 サポ ー ト セン ター」 の マッ チン グ シ ステ ム の 活用 
に より 、 結 婚 を 希望 する 方 の 出会い の 場 を 創出 し ます 。 

新婚 夫婦 や 婚 活 中 の 若者 を 対象 に し た 、 協 替 店 独自 の サー ビス 提供 が 受 
けら れる 結婚 応援 パス ポー ト の 配信 等 に より 、 結 婚 を 希望 する 方 を 社会 全 
体 で 応援 し ます 。 


〇 青少年 を 事件 ・ 事 故 か ら 守 る 環境 づく り の 推進 | 【 暮 らし ・ 安 全 】 【环境 整备 】 


イン ター ネッ ト 上 の 有害 情報 な どか ら 青 少年 を 守る た め の 取 組 を 推進 す 
る と と も に 、 青 少年 の 指導 的 立場 に ある 方 々 を 対象 と し た 研修 会 の 開催 等 
に より 、 青 少年 が コミ ュ ニ ティ サイ ト 等 に 起因 する 犯罪 に 巻き 込ま れ な い 





































































































た め の 取 組 を 実施 し ます 。 
③ 教育 
〇 1CT を 活用 し た 新た な 学び の 推進 【 人 づく り 】 























分 か りや すく 理解 が 深まる 授業 の 実現 や 児童 生徒 の 情報 活用 能力 の 育成 
の ほか 、 教 員 の きめ 細やか な 指導 や や 校 務 の 負担 軽減 の た め 、 教 科 指導 で の 
I CT 利 活用 や 学校 の 1 CT 環境 整備 な ど 、 教 育 の 情報 化 を 推進 し ます 。 

総合 教育 セン ター ホー ムペ ー ジ を 通じ た デジ タル 教材 や コン テン ツ の 公 
開 に より 、 児 童 生徒 の 学習 活動 や 教員 の 学習 指導 を 支援 し ます 。 












































〇 特別 支援 教育 の 多様 な ニー ズ へ の 対応 【 人 づく り 】 
特別 支援 学校 に お いて 、 児 童 生徒 の 自立 と 社会 参加 を 目指 し 、 タ ブレ ッ 
ト 端 末 を 活用 し た 実践 的 ・ 効 果 的 な 授業 を 推進 し ます 。 


























〇 児童 生徒 の 健全 育成 に 向け た 対策 の 推進 【 環 境 整備 】 
児童 生徒 が 、 情 報 化 社会 に お いて 適切 に 行動 する 考え 方 や 態度 を 身 に 付 
ける た め 、 教 員 研 修 を 実施 し 、 情 報 モ ラル 教育 に 取り 組み ます 。 

また 、 児 童 生 徒 を 性 被害 や 有害 情報 か ら 守 る た め 、 ス マー ト フ ォ ン な ど 
の 情報 端末 の フィ ルレ タリ ング や イン ター ネッ ト 利 用 の ルー ル に 関す る 普及 
磨 発 活動 に 、 保 護 者 や 地域 、 関 係 団体 等 と 連携 し て 取り 組み ます 。 
























































〇 アス リー ト の 競技 力 の 向上 【 人 づく り 】 
個々 の 選手 の 身体 的 特徴 や 運動 能力 の 数 値 化 と それ に 基づく 効率 的 な ト 
レー ニン グ メ ニュ ー の 提供 な ど 最新 の スポ ー ツ 医 ・ 科 学 の 知見 に 基づい た 
サポ ー ト の 推進 に より 、 本 県 選手 の 競技 力 向上 を 図り ます 。 
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④ 居住 環境 ・ コ ミュ ニテ ィ 
〇 地域 コミ ュ ニテ ィ の 形成 促進 | 【 暮 らし ・ 安 全 】 | | 【 情 報 発信 】 | 
地域 コミ ュ ニ ティ を 維持 ・ 形 成す る た め 、 地 域 の 情報 発信 の ほか 、ICT 
を 活用 し た 生活 支援 や 日 常 生活 の 利便 性 の 向上 を 図り ます 。 


〇 国内 外 の 人 々 と の つなが り の 強化 | 【 暮 らし ・ 安 全 】| ・ 安 全 】 | [情報 発信 】 | 


復興 支援 ポー タル サイ ト 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 」 等 を 活用 し た 復興 
支援 情報 等 の 発信 に より 、 復 興 支援 活動 の 輪 を 広げ 、 復 興 や その 先 の 地域 
振興 を 見 据え た 多様 な 主体 に よる 連携 ・ 協 働 の 機運 を 醸成 し ます 。 

I LC の 誘致 実現 を 見 据え 、 行 政 窓口 サー ビス や 教育 を は じ め と する 
様々 な 場面 で 、1 CT を 活用 し た 多 言 語 コ ミュ ニケ ーション を 促進 する な 
ど 、 外 国人 研究 者 等 が 暮 ら し や すい 環境 づく り を 進め ます 。 

SNS 等 の 活用 に より 、 移 住 希 望 者 の 関心 を 惹き つけ る 、 岩 手 で の 多様 
な 生き 方 や 暮らし が イメ ー ジ で きる よう な 効果 的 な 情報 を 発信 し 、 岩 手 フ 


































































































ァ ン の 拡大 を 目指 し ます 。 
〇 公共 交通 の 利用 促進 【 暮 らし ・ 安 全 】 
IC カ ー ド や スマ ー ト フォ ン ア プリ を は じ め と し た I CT の 導入 な ど 、 














交通 事業 者 の 取組 を 支援 する こと に より 、 公 共 交 通 の 利便 性 や サー ビス の 
向上 を 図り ます 。 


〇 スポ ー ツ を 生か し た 地域 づく り の 促進 【 暮 らし ・ 安 全 】 【 情 報 発信 】 


「 い わ て スポ ー ツ コミ ッ シ ョ ン 」 ホ ー ム ペー ジ を 通じ た 県 内 の スポ ー ツ 
施設 や 宿泊 施設 、 ス ポー ツ ツ ー リ ズム 観光 情報 等 の 一 体 的 な 情報 発信 に 
より 、 本 県 へ の スポ ー ツ 関連 イベ ント の 診 致 を 目指 し ます 。 


交会 

〇 災害 情報 の 効果 的 な 収集 ・ 伝 達 

既存 の 「 災 害 情報 シス テム 」 に 加え 、Twitter か ら 災 害 情報 を A I に より 
抽出 する シス テム (①D-SUMM) や 、 今 後 実用 化 が 見 込ま れる 府 省庁 及び 関係 
機関 の 災害 情報 を 共有 する シス テム (SIP4D) 等 の 活用 に より 、 災 害 情報 の 
効果 的 な 収集 体制 の 研究 を 進め 、 災 害 対応 を 迅速 か つ 効 果 的 に 行う こと を 
目指 し ます 。 
また 、 ス マー ト フ ォ ン アデ プリ 等 を 活用 し た 防災 情報 の 入手 に つい て 県 民 
に 周知 を 図り ます 。 
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〇 災害 対応 の 迅速 化 に 向け た 効果 的 な 調査 手法 の 確立 【 暮 らし ・ 安 全 】 


広範 囲 の 農地 や 山地 等 で の 災害 発生 時 に お いて 、 ド ロー ン に よる 被災 状 
況 の 迅速 か つ 詳 細 な 把握 と 地理 情報 シス テム の 活用 等 に 、 早 期 復旧 に 
向け た 対応 の 効率 化 を 図り ます 。 


〇 震 災 の 教訓 の 伝承 【 暮 らし ・ 安 全 】 


SM 災 活 動 等 に 生か す た 
、 賑 災 関 連 資料 を 検索 ・ 閲 覧 で きる 「 い わ て 類 災 津 波 ア ー カ イブ 」 の 利 

人 

RN お ける 多 言 語 対応 シス テム の 活用 に より 、 外 

人 に 対す る サー ビス 向上 を 図り ます 。 
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〇 食 の 安全 の 確保 に 向け た 迅速 か つ 適 正 な と 畜 検 査 体制 の 構築 
と 畜 検 査 デ ー タ 処理 シス テム の 導入 に より 、 と 理 検査 結果 の 迅速 か つ 適 
正 な 集計 を 行う こと で 効率 的 な 検査 体制 を 構築 する と と も に 、 検 査 結果 を 生 
産 者 へ 還元 する こと で 、 飼 養 管理 へ の 活用 に よる 安全 な 食肉 の 確保 に つなげ 
ます 。 


⑥ 仕事 ・ 収 入 


〇 多様 な 主体 の 連携 に よる まち の に ぎわ い の 創 出 
















































































本 県 を 訪れ る 観光 客 等 の 多様 な ニー ズ に 対応 し 、 ク レジ ッ ト カ ー ド や 電子 
マネ ー、QR コ ー ド な ど に よる キャ ッシュ レス 化 を 推進 する こと に より 、 新 
た な 消費 の 拡大 と 中 小 企業 ・ 小 規模 事業 者 の 生産 性 の 向上 を 図り ます 。 


〇 県 内 企業 の 生産 性 と 競争 力 の 向上 


も の づく り Io 講座 の 開催 や セン サー ネッ トワ ー ク IT o エ シス テム 開 
発 人 材 養成 講座 等 の 産学 官 が 連携 し た 取組 に より 、 産 業 人 材 の 育成 を 支援 
し ます 。 

産学 官 が 一 体 と な っ て 、 も の づく り と ソフ トウ ェ ア の 複合 し た 産業 の 振 
興 を 図る と と も に 、E エ ロボ コン 東北 地区 大 会 の 運営 等 を 通じ し て 、 組 込み 
ソフ トウ ェ ア 産 業 を 担う 若手 人 材 の 育成 を 支援 し ます 。 
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第 4 次 産業 革命 技術 の 導入 に お ける 問題 抽出 の た め の ワ ー キ ング グル ー 
プ の 設置 や 第 4 次 産業 革命 技術 に 関す る 勉強 会 の 開催 等 に より 、 企 業 等 に 

お ける I C 丁 を 活用 し た 生産 性 向上 の 取組 や 革新 的 な 製品 、 サ ービス の 創 
を 支援 し ます 。 


国内 外 か ら の 観光 客 の 誘客 拡大 
・ SNS 等 を 活用 し た 本 県 の 観光 情報 の 発信 や ホー ムペ ベー ジ の 多 言 語 化 、 
無料 公衆 無線 L AN や キャ ッシュ レス 決済 な どの 1 CT 環境 の 整備 に より 、 
国内 外 か ら の 観光 客 の 誘客 を 拡大 し ます 。 

バー チャ ル 技 術 を 活用 し た 新た な 動画 コン テン ツ を 観光 振興 や 移住 ・ 定 
住 の 促進 な どの 様々 な 分 野 に お ける 情報 発信 に 活用 する こと に より 、 新 た 
な 岩手 ファ ン や 関係 人 口 の 拡大 を 図り ます 。 


若者 や 女性 の 就業 支援 


A 
手 で の 就職 に つなが る 一 元 的 な 情報 発信 に 、 県 内 の 若者 女性 や U り ・ 1 
RR A EN 


人 材 の 確保 と 職業 能力 の 開発 


「 岩 手 県 り ・I ター ン シ ス テム 」 の 活用 に より 、 本 県 へ の り ・ 1 ター ン 
希望 者 と 県 内 の 求人 企業 と の マッ チン グ を 支援 し ます 。 

イン ター ネッ ト を 通じ た 在宅 に よる 職業 訓練 (e ラー ニン グ ) の 活用 に 
が 、 RG ON 
Se 
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農林 水産 業 に お ける 生産 性 ・ 収 益 力 の 向上 

無人 農機 や ロボ ッ ト 技 術 、 リ モー ト セ ン シ ン グ 技 術 や 環境 制御 技術 な ど 
の 普及 に より 、 農 業 生 産 活動 の 省力 化 ・ 効 率 化 と 収量 ・ 品 質 の 向上 を 図り 
まき 

また 、 航 空 レー ザ 計 測 や 高 性 能 林業 機械 等 の 先端 技術 の 活用 に よる 森林 
施業 の 省力 化 や 効率 化 を 図る と と も に 、 1 CT を 活用 し た 管理 技術 や 、 養 
殖 作業 省力 化 機器 な どの 導入 に よる 義 殖 漁業 生産 の 効率 化 を 図り ます 。 
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⑦ 歴史 ・ 文 化 
〇 文化 ・ 芸 術 情 報 の 発信 
「 い わ て の 文化 情報 大 事典 」 ホ ー ム ペー ジ を 通じ た 、 い わ て の 文化 芸術 
関連 情報 の 発信 に より 、 本 県 の 歴史 ・ 文 化 へ の 理解 促進 を 図り 、 地 域 の 活 
性 化 を 目指 し ます 。 


自然 環境 
〇 生物 多様 性 の 保全 
GPS を 活用 し た ツキ ノワ グマ の 動態 調査 と 出没 メカ ニズム の 解明 に よ 
り 、 ク マ に よる 被害 の 低減 と 個体 数 維持 の バラ ンス を 取っ た 適正 な 捕獲 数 


の 算定 を 目指 し ます 。 


〇 良好 な 大 気 環境 の 保全 【 暮 らし ・ 安 全 】 


「 い わ て モバ イル メー ル 」 の 活用 に より 、 光 化学 オキ シダ ント 注意 報 等 
の 情報 を 迅速 に 配信 し 、 健 康 被害 の 発生 を 未然 に 防止 し ます 。 


〇 三陸 ジオ パー ク に 関す る 取組 の 推進 【 暮 らし ・ 安 全 】 【 情 報 発信 】 


三陸 ジオ パー ク に 関す る 多様 な 媒体 で の 情報 の 発信 に より 、 ジ オ パ ー ク 
の 認知 や 理解 の 促進 を 目指 し ます 。 










































































































































































〇 温室 効果 ガス 排出 削減 対策 の 推進 と 再生 可能 エネ ルギー の 導入 促進 
「 い わ て わん こ 節 電 所 」 ホ ー ム ペー ジ の 活用 に より 、 県 民 の 省エネ 行 動 
の 成果 を 見 える 化す る と と も に 、 エ ネル ギー 消費 の 少な い ラ イフ スタ イル 
へ の 転換 を 促進 し ます 。 
I C 十 を 活用 し た 、 自 立 ・ 分 散 型 エ ネル ギー 供給 シス テム の 導入 促進 に 
より 、 各 地域 で 作り 出し た エネ ルギー を 効率 的 に 利用 する 取組 を 推進 し ま 
す 。 


⑨ 社会 基盤 
〇 1CT 利 活用 に よる 地域 課題 解決 の 支援 
・ 学識 経験 者 や サー ビス 提供 事業 者 の 知見 を 活用 し 、1 CT を 利 話 用 し た 
地域 課題 の 解決 に 向け た 取組 を 推進 し ます 。 
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I C 丁 専門 家 を 派遣 する こ 





と や 、A TI ・ ロ ボテ ィ ク ス ・R PA を 活用 し 





た 生産 性 向上 や 業務 改善 な どの 先進 的 な I C 工 利 活用 事例 を 普及 、 導 入 促 
進 す る こと に より 、 市町村 や 企業 等 の 1 CT を 利 活 用 し た 取組 を 支援 し ま 


す 。 

















最新 の I C 芽 の 利 活用 事例 を 紹介 する フェ ア の 開催 等 に よる 県 民 や 企業 





等 へ の 普及 訂 発 を 行う と と も に 


、 大 学 等 と 連携 し た 産業 人 材 育 成 に 向け た 





セミ ナー、 研 修 会 等 の 開催 に より I CT 人 材 を 育成 する 取組 を 推進 し ます 。 


津波 防災 対策 の 推進 
津 渡 に よる 被害 を 最小 限 ! 








に 抑え る た め 、 災 害 に 


水門 ・ 際 間 の 自動 義 鎖 シス テム の 整備 を 推進 し 





河川 や 道路 等 の 情報 提供 に よる 安全 の 確保 


























「 岩 手 県 河川 情報 シス テム 」 に 
や 洪水 等 の 緊急 時 に お ける 、 
岩手 県 土砂 災 逢 警戒 情報 シス テム 」 

















【 暮 らし ・ 安 全 】 








強い 衛星 回 線 を 使用 し た 


ます 2 








【 暮 らし ・ 安 全 】 


よる 河川 情報 の 迅速 な 提供 に より 、 大 雨 
県 民 の 速やか な 避難 行動 等 を 支援 し ます 。 


に よる 土砂 災害 警戒 情報 等 の 迅速 





な 提供 に より 、 避 難 活動 の 開始 や 避難 勧告 等 の 発令 の 判断 を 支援 し ます 。 





















































より 、 道 路 利用 者 の 利便 性 の 向上 を 図り ます 。 








建設 現場 の 生産 性 向上 








[岩手 県 道路 情報 提供 サー ビス 」 に よる 道路 の 路面 状態 の 画像 提供 等 に 


【 産 業 】 














建設 現場 で の TI CT 技術 の 活用 (1i-Construction) に より 、 施 工 管 理 の 


高度 化 や 品質 の 確保 等 を 区 





情報 通信 基盤 の 整備 


通信 事業 者 、 市 町 村 等 と 連携 し た 、 過 
帯電 語 の サー ビス エリ ア の 拡大 の 促進 に より 、 携 帯電 話 の 不感 地域 の 解消 





を 進め ま 





参り 、 生 産 性 向上 を 目指 





し ます 。 











【 環 境 整 備 】 


疎 地 等 の 条件 不利 地域 に お ける 携 

















超 高 束 ブ ロー ドバンド 基盤 の 整備 や 地上 デジ タル 放送 の 難 視聴 地域 の 解 


一 <v 





42 





肖 等 に 向け た 市 町 村 の 取組 の 支援 に より 、 未 整備 地域 の 解消 を 進め ます 。 





⑩ 参 
〇 若者 ・ 女 性 の 活躍 支援 
「 い わ て 若者 交流 ポー タル サイ ト 」 や 「 い わ て 女性 の 活 忠 応援 サイ ト 」 
に よる 情報 発信 等 の 充実 に より 、 用 手 の 者 者 の 活動 を 県 内 外 に 発信 する こ 
と で 若者 の 活躍 を 支援 する と と も に 、 働 きた い 、 起 業 し た い 、 キ ャ リア ア 
ッ プ し た い 女 性 の 活躍 を 支援 し ます 。 


⑪ 電子 行政 ・ 官 民 デ ー タ 活用 
〇 行政 事務 の 効率 化 の 推進 
勤務 場所 や 勤務 時 間 な ど に よる 制約 を 最小 限 と する BYOD 型 テレ ワー 
ク 環 境 の 整備 等 に より 、 育 児 や 介護 、 出 張 な どの 職員 の 個々 の 事情 に 応じ 
た 柔軟 か つ 効 率 的 な 働き 方 を 支援 し ます 。 
RPA や A I な どの 新た な I CT 技術 の 活用 に より 、 定 型 業務 を 中 心 と 
し た 事務 の 自動 化 な ど 効 率 的 な 働き 方 に 資す る 取組 を 進め ます 。 


〇 県 民 の 利便 性 の 向上 
・ ウェ ブ コ ン テ ン ツ を 容易 に 作成 で きる 新しい コン テン ツ ・ マ ネジ メン 
ト ・ シ ステ ム (CMS) の 導入 に より 、 ウ ェ ブ アク セ シ ビ リティ の 確保 や 
品質 の 向上 と 併せ 、 職 員 の 負担 軽減 を 目指 し ます 。 
イン ター ネッ ト を 利用 し た 電子 申請 ・ 届 出 待 シ ステ ム の 利用 手続 の 拡大 
や や 利用 促進 に より 、 県 民 の 利便 性 向上 に 努め ます 。 
地方 税 に お ける 手続 を イン ター ネッ ト に より 電子 的 に 行う シス テム で あ 
る e LTAX の 広報 に よる 利用 促進 を 図り 、 県 民 の 利便 性 向上 に 取り 組み 
ます 。 
自動 車 保 有 に 係る 各行 政 機関 の 申請 手続 を イン ター ネッ ト に より 一 括 
し て 電子 的 に 行う シス テム で ある ワン スト ッ プ サー ビス (OSS) の 広報 
に よる 利用 促進 を 図り 、 県 民 の 利便 性 向上 に 取り 組み ます 。 
統合 型 地理 情報 シス テム (GI S) の 「 い わ て デジ タル マッ プ 」 に よる 
防災 や 土地 利用 規制 等 の 地図 情報 や 情報 公開 用 We b デ ー タ ベー ス に よる 
岩手 県 報 や 統計 情報 な どの 情報 提供 の 促進 に より 、 県 民 の 利便 性 向上 に 取 
り 組 み ま す 。 


回 
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〇 オー プン デー タ の 推進 【 環 境 整備 】 


県 が 保有 する 公共 デー タ の 公開 を 利 活用 が 容易 な デー We 
と も に オー プン デー タ の 普及 啓発 、 モ デル 事例 の 提供 等 に 、 公 共 デ ー 
クタ の 民間 で の 利 活用 を 促進 し ます 。 

また 、 県 の 業務 に お いて も 、 保 有する デー タ を 部 局 ・ 分 野 横 断 的 に 活用 
する こと に より 、 効 果 的 な 政策 立案 や 住民 サー ビス の 向上 に 取り 組み ます 。 
























































〇 安全 な 行政 情報 シス テム の 構築 ・ 運 用 と 県 民 の 個人 情報 の 保護 

[岩手 上 情報 セキ ュ リ ティ ポリ シー」 に 基づく 「 手 上 情 報 キ ュ リ テ 
ィ ク ラウ ド 」 の 導入 な どの 技術 的 対策 や 職員 研修 の 実施 に よる 人 的 対策 な 
どの 各種 情報 セキ ュ リ ティ 対策 を 確実 に 実行 する と と も に 、 情 報 セ キュ リ 
ティ を 取り 巻く 状況 の 変化 等 に 対応 で きる よう 、 ポ リ シ ー の 適切 な 運用 と 
不断 の 見 直し を 行い ます 。 

学校 内 の L AN 設備 の 再 構築 や ネッ トワ ー ク タク 分割 等 の セキ ュ リ ティ 対策 
に 対応 し た 基盤 整備 な ど 、 国 が 策定 し た 「 教 育 情報 セキ ュ リ ティ ポリ シー 
に 関す る ガイ ドラ イン 」 に 沿っ た 対策 を 講じ 、 教 育 の 情報 化 を 推進 し ます 。 


〇 マイ ナン バー カー ド の 普及 秘 発 と 活用 推進 
県 内 市 町 村 と 連携 し た 地域 で の キャ ン ペ ー ン の 実施 等 に より 、 マ イナ ン 

バー 制度 へ の 理解 促進 と マイ ナン バー カー ド の 普及 と と も に 、 カ ー ド を 活 
用 し た 様々 な 分 野 に お ける サー ビス 向上 に に 向け た 取組 の 県 内 で の 普及 を 信 

め ま す 。 


〇 行政 情報 シス テム の 構築 ・ 運 用 の 最適 化 【 環 境 整 備 】 
・ 上 庁 内 情報 シス テム の クラ ウド 化 に よる 業務 の 効率 化 ・ 高 度 化 と 保守 ・ 運 




















































































































営 経費 の 縮減 を 図る こと に より 、 更 な る 情報 シス テム の 最適 化 に 取り 組み 





























国 の 支援 側 度 を 活用 し た セミ ナー の 開催 等 に 、 県 内 市 町 村 の 自治 体 
MS 
水準 の 向上 を 支援 し ます 。 
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(2 ) 具体 的 な 取組 内 容 

県 が 実施 する 73 の 取組 それ ぞ れ に つい て 、 取 組 内 容 、 目標 値 、 取 組 計画 (工程 ) を 
揚げ ます 。 

以下 、①「 健 康 ・ 余暇 」」、②「 家 族 ・ 子 育て 」、③「 教 育 」、④「 居 住 環境 ・ コ ミュ ニ 
ティ 」、⑤「 安 全 」、⑥「 仕 事 ・ 収 入 」、⑦「 歴 史 ・ 文 化 」、 「 自 然 環境 」、⑨「 社 会 基 
盤 」、 「 参 画 ]、⑪「 電 子 行政 ・ 官 民 デ ー タ 活用 」 の 分 野 順に 掲載 し ます 。 


































く 具 体 的 な 取組 の 記載 内 容 > 
取組 No 政策 分 野 具体 的 な 方 策 所 管 部 局 

【 取 組 項目 】 11 の 分 野 の うち 該当 する 分 野 を 記載 し て || 目指 す 姿 の 実現 に 向け た 具体 的 な 方 策 を 記載 し 
いま す 。 て いま す 。 

[ 取 租 内 容 rr 


『ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー-| 





具体 的 な 方 策 を 踏ま え 、 県 が 中 心 と な っ て 推進 する 取組 を 記載 し て いま す 。 


それ ぞ れ の 取組 項目 に つい て 、 取 組 の 背景 、 目 的 、 方 向 | 取組 の イメ ー ジ 図 な ど 





性 等 の 内 容 に つい て 記載 し て いま す 。 | を 記載 し て いま す 。 

















指標 現状 値 ( 年 度 ) 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 


4 年 間 の 取組 の 目標 を 記載 し て いま す 。 


【 取 組 計 画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 


4 年 間 の 取組 の 目標 を 記載 し て いま す 。 
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① 健康 ・ 余 暇 














【 取 組 項 目 】 
医療 保健 デー タ の 分 析 や 調査 研究 に よる 地域 の 健康 課題 の 「 見 える 化 」 の 推進 


【 取 組 内 容 】 

現在 、 岩手 県 環境 保健 研究 セン ター で は 、 県 民 の 健 
康 に 関す る 情報 を 、 様々 な 関係 機関 の 協力 に より 集積 
で きる 全国 で も 先駆 的 な 仕組 を 有 し て いま す 。 

さら に 、 本 県 は 、 全国 有数 の 規模 を 誇る 県 立 病院 ネッ 
トワ ー ク を 有する な と ど 、 有益 な 医療 デー タ を 収集 じい や すい 
環境 が 整っ て いま す 。 

国 の 施策 と の 整合 性 を 図り つつ 、 こ の よう な 本 県 の 優 
位 性 を 最大 限 に 活か し た 医療 費 ・ 受 療 行動 等 の 新た な 
情報 集積 と 利 活 用 の た め の 「 岩 手 県 版 医療 費 等 ビッ ク デ 
ー タ 連携 基盤 (仮称 ) 」 の 整備 を 進め ます 。 

この こと に より 、 県 民 の 生活 行動 と 医療 費 や 介 護 と の 
関連 等 、 本 県 が 抱え る 健康 課題 の 解決 に 資す る デー タ 
の 提供 を 促進 させ る と と も に 、 県 民 へ の 健康 課題 の 一 層 
の 「 見 える 化 」、 民間 等 と の 連携 に よる 県 民 の 行動 変容 の 


【 国 保有 デー タ と の 連 換 ] 


保健 医療 テ -97 5 ト 74-4 (2020 年 度 ) 


【 県 内 各 機 関 か ら の デー タ の 取 込 ・ 連 携 】 





医療 等 ピック デー タ 用 
| デー タバ ニス 「(DB) 





認証 機能 (利用 者 檀 R 管 理 、 住 民 同 总管 理 、 等 ) 


大 六 等 ビッ ク デ ー タ 避 競 メッ た ワ ー ク 






































た め の 環 境 整 備 を 図っ て いき ます 。 【 県 民 の 健康 増進 に つなが る デー タ を 提供 】 【 必 要 な 人 が 必要 な デー タ を 利 活 用 】 
【 目 標 値 】 
指標 現状 値 2019 年 度 | 2020 年 度 | 2021 年 度 | 2022 年 度 
県 二 建 局 引 是 页 ラ | 者 ホー ペー マジ で の クト 
NR ee 昌 題 の 「 見 える 化 」 情 報 の ホー ムペ ー ジ で の 公開 ー a 二 
女人 人 =6 
【 取 組 計画 (工程 ) 】 
2021 年 度 2022 年 度 














2019 年 度 2020 年 度 











医療 費 デ ー タ も 含め た ビッ グ デ ー タ 
利 活 用 環境 の 整備 





医療 費 デ ー タ も 含め た ビッ グ デ ー タ 利 活用 環境 の 活用 


2 














「 岩 手 県 版 医療 費 等 ビッ ガ デ ー タ 連携 基盤 (仮称 ) 」 の 充実 と 有効 活用 の 検討 
有識者 会 議 、 関 係 機関 等 と の 検討 や 連携 に よる 新た な 集積 デー タ と 入手 方 法 の 検討 、 利 活用 方 法 の 検討 等 
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【 取 組 項 目 】 
ICT を 活用 し た 医療 機関 間 に お ける 医療 情報 連携 の 推進 


【 取 組 内 容 】 

医師 の 不足 や 偏在 へ の 対応 の た め 、 県 内 医療 機関 に TV 会 議 
シス テム を 設置 し 、 遠方 の 病院 間 で も 、 シス テム を 介し て 遠隔 診 
支援 や カン フランス“※~ を 実施 で きる 体制 を 整備 し て いま す 。 

この TV 会 議 を 活用 し 、 他 病院 の 専門 医 の 助言 を 得 な が ら 診 
療 を 行う こと に より 、 地域 に お いて 専門 医 が 不足 する 診療 科 で も 、 






シス テム を 活用 し た 
医療 情報 連携 体制 の 構 和 






HDTV 会 議 シ レス テム 








! ) トコ 
遠隔 放射 線画 像 診断 
シス テム 





より 高度 な 医療 を 提供 し て いき ます 。 
さら に 、 今後 は 県 民 が どこ に 暮らし て いて も 等 し く 質 の 高い 医療 が 
受け られ る よう 、 全 県 的 に 診療 デー タ を 共有 で きる 医療 情報 連携 





1 
遠隔 病理 画像 診断 


シス テム 


リポ ジ ト リ ・ レ ジス トリ _ 






シス テム ※2 





シス テム 整備 に 向け て 、 関係 機関 と 共に 検討 を 進め ます 。 

※1 カン ファ ラン ス …・ 医 師 ・ 看 護 師 等 の 関係 者 が 情報 共有 を 図る と と も に 、 診療 上 の 
課題 な ど に つい て 相談 を 行う 場 

※2 リポ ジ ト リ ・ レ ジス トリ シス テム …・ 情 報 を 集積 する 情報 基盤 (リポジトリ ) と 、 集積 
され た 各 情報 の 所 在 を 管理 する 仕組 み (レジ スト リ ) で 構成 され る シス テム 。 



































【 目 標 値 】 
指標 現状 値 (2018 年 度 ) 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
テレ ビ 会 議 シ ステ ム の 運用 施設 数 〔 累 計 〕 11 施設 11 施設 11 施設 11 施設 11 施設 
【 取 組 計画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 





























TV 会 議 シ ステ ム を 活用 し た 遠隔 診断 支援 や カン ファ ラン ス の 実施 
全 県 的 な 医療 情報 連携 シス テム 構築 に 向け た 検討 



































【 取 組 項目 】 
県 立 病院 に お ける 診療 情報 共有 シス テム 等 の 利 活用 に よる 医療 の 標準 化 及 び 地 域 連携 等 の 推進 
【 取 組 内 容 】 岩手 県 立 病院 診療 情報 共有 の 仕組 み 
継続 診療 支援 シス テム “~ の 通常 時 運用 及び 県 立 病院 Se CR 






| デー タ セ ンタ ー | 一 

診療 情報 共有 シス テム ※^ の 機能 の 充実 や 利 活用 に より 、 ト 
医療 の 標準 化 や 地域 連携 等 を 図り ます 。 「 = 
また 、 各 圏 域 の 医療 機関 、 保 険 薬局 及び 介護 施設 等 と CD ーー 
の 連携 を 図る た め 、 各 医療 圏 の 動向 や 「 岩 手 県 保健 医療 計 0 SMR9- パ バー スト レラ 二 
画 」 を 踏ま え 、 各 医療 圏 等 で 整備 され て いる 地域 連携 ネッ ト A トー テラ 寺 


ワー ク へ の 県 立 病 院 の 参画 を 進め ます 。 


toy 


・ バ ッ ク ア ッ プ し た 医療 情報 デー タ を 災害 時 に ーー 站 


※1 継続 診療 支援 シス テム ・・ 


オン ライ ン で 参照 する シス テム 。 
※2 県 立 病院 診療 情報 共有 シス テム ・… 継続 診療 支援 シス テム の デー タ 
に 画像 情報 等 を 加え 、 県 立 病院 間 で 参照 する シス テム 。 


【 目 標 値 】 






























































指標 現状 値 2019 年 度 | 2020 年 度 | 2021 年 度 | 2022 年 度 
診療 情報 共有 シス テム 稼働 病院 等 数 (累計 ) 26 施設 26 施設 26 施設 26 施設 
【 取 組 計画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
診療 情報 共有 シス テム の 機能 の 充実 、 地 域 連 携 ネッ トワ ー ク へ の 参画 。 > 
共有 デー2 の 撤 売 メ | 
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取組 No 政策 分 野 具体 的 な 方 策 所 管 部 局 




















4 健康 ・ 余 暇 質 の 高い 医療 体制 の 整備 医療 局 
【 取 組 項 目 】 
県 立 病院 に お ける 電子 カル テシス テム の 利 活用 に よる 医療 安全 と 患者 サー ビス の 向上 
【 取 組 内 容 】 


電子 カル テシス テム 


| 


県 立 病院 及び 地域 診療 セン ター に 整備 する 電子 カレ テシス テム を 利 
活用 する こと に より 、「 診療 情報 の 一 元 管理 な と に よる 医療 安全 の 向 


上 」、「 受 付か ら 診 療 、 会 計 ま で の 待ち 時 間 の 短縮 に よる 患者 サー ビス 
の 向上 」、「 診療 情報 の 共有 に よる チー ム 医 療 の 推進 」 を 図り ます 。 ※ 人 情報 デー タベース ジス テム 
また 、 病 院 問 の 電子 カル テシス テム の 標準 化 を 図り 、 異動 等 に より 複 還 し 国 
数 病院 で 勤務 する 職員 の 負担 軽減 を 図り ます 。 較 目 E 回 
Ah 


NN 


































































































目標 値 】 de ーー 
指標 現状 値 (2018 年 度 ) 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
電子 カテ 稼 働 病院 等 数 [累計 〕 20 施設 22 施設 24 施設 24 施設 24 施設 
【 取 組 計画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
、 電子 カルテ シス テム の 計画 的 導入 ・ 更 新 と 標準 化 の 推進 > 
2 施設 導入 > 2. 施設 導入 >| 計画 的 な 更新 > 
政策 分 野 | 具体 的 な 方 策 所 管 部 局 
健康 ・ 余 暇 質 の 高い 医療 体制 の 整備 保健 福祉 部 
【 取 組 項目 】 
周 産 期 医療 情報 ネッ トワ ー ク シス テム を 活用 し た 安全 ・ 安 心 な 出産 環境 の 整備 
【 取 組 内 容 】 





広い 面積 を 有する 本 県 に お いて 妊産婦 が 安心 し て 出産 が で きる よ (6 

う 、 周 産 期 医療 情報 ネッ トリ ワー クシ ステ ム 「 い 一 は と - ぶ 」 を 整備 し 、 運 用 ， 
し て いま す 。 1 ン テ 市 町 村 
「 い 一 は と - ぶ 」 で は 、 イ ンタ ーネット を 介し て 産科 医療 機関 及び 市 町 
村 が 健 診 な と の 情報 を 共有 する と と も に 、 そ の 情報 を 母体 救急 搬送 や 
保健 指導 に お いて 活用 し て いま す 。 1 
また 、 産後 うつ 等 に より 、 継続 的 な 支援 が 必要 と な る 妊産婦 に 対し 1 

て 、 市 町 村 の 母子 保健 担当 者 と 参加 医療 機関 が 訪問 結果 等 を 共有 
| 

1 

1 








する こと で 、 連携 し て 支援 を 行う こと が で きま す 。 


ノ & rim 
ii ーー 


【 目 標 値 】 





指標 現状 値 (2017 年 度 ) 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 








周 産 期 医療 情報 ネッ トワ ー ク の 参加 割合 


o o o o o 
(市 町 村 及 び 分 婚 取 扱 等 医療 機関 98.6% 100% 100% 100% 100% 























【 取 組 計 画 (工程 ) 】 

















2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 











シス テム を 利用 し た 連携 の 推進 > 
シス テム の 利用 促進 > 
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取組 No 政策 分 野 | 具体 的 な 方 策 所 管 部 局 




















6 健康 ・ 余 暇 質 の 高い 医療 体制 の 整備 保健 福祉 部 
【 取 組 項目 】 
小児 医療 遠隔 支援 シス テム を 活用 し た 小児 医療 体制 の 強化 
【 取 組 内 容 】 
小児 科 医師 の 不足 や 地域 偏在 に 対応 する た め に 、 各 医 療 圏 の 小児 人 ・ 子 層 の 問 時 に 可能 
医療 に 係る 中 核 的 な 病院 に テレ ビ 会 議 装置 を 用 いた 遠隔 支援 シス テ テル E カ > アラ > ス 















ム を 整備 し 、 当直 医 等 が 遠方 の 小児 科 専門 医 か 5 診 断 助 言 等 の 支 11 県 立 病院 
援 を 受け な が ら 診 療 を 行う こと が で きる 体制 を 整備 し て いま す 。 (中 央 ・ 中 部 ・ 胆 沢 ・ 
同じ 画面 上 で 超 音 波 画像 ・ 電 子 カ ル テ 情 報 の 閲覧 、 テ レビ 通話 を 同 磐井 ・ 大 船渡 ・ 釜 石 ・ 


宮古 ・ 久 慈 ・ 二 戸 ・ 
千厩 ・ 遠 野 ) 


時 に 実施 可能 で あり 、 画像 や カル テ 情 報 を 見 な が ちら 医 師 同士 で 相談 
し 、 遠隔 で の 診断 支援 を 行う こと が で きま す 。 

今後 も 、 本 シス テム を 活用 し た 、 県 内 の 小児 医療 体制 の 充実 強化 
を 進め ます 。 


端末 設置 





HH さす さこ 部 吉 N さ と 


タプ レッ ト 端 末 


院外 か ら の 閲覧 " 


= 让 


TE ステ ム を 用 いた 遠隔 で 

























































































の 診療 支援 
[目标 值 】 
指标 現状 値 (2017 年 度 ) | 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
小児 医療 吉 了 支援 シス テム 利用 回 数 139 回 143 回 146 回 148 回 151 回 
【 取 組 計画 (工程 ) 】 
2019 年 度 | 2020 年 度 | 2021 年 度 | 2022 年 度 
シス テム の 利用 促進 > 

政策 分 野 具体 的 な 方 策 所 管 部 局 

健康 . 余 暇 質 の 高い 医療 体制 の 整備 保健 福祉 部 
【 取 組 項目 】 

周 産 期 医療 関連 施設 と 地域 の 保健 ・ 福 祉 関係 機関 と の ICT を 活用 し た 連携 体制 の 整備 

【 取 組 内 容 】 


N I CU※+ 等 に 入院 し て いる 医療 的 ケア を 必要 と する 障がい 児 等 
が スム ー ズ に 生活 の 場 に 移行 し 、 療育 ・ 療 養 で きる よう 、 周 産 期 医療 機 
関 と 関係 機関 と の 連携 ・ 支 援 体制 を 構築 する 必要 が あり ます 。 

また 、 総合 周 産 期 母 子 医療 セン ター 等 に 救急 搬送 され る 特定 妊 
婦 ※^ が 多く な っ て お り 、 これ ら の 妊産婦 を 周 産 期 医 療 機関 か ら 地域 支 
援 へ 円 滑 に つ な け る 必要 が あり ます 。 

県 で は 、 周 産 期 母 子 医療 セン ター に 整備 され て いる テレ ヒビ 会 議 シス テ 
ム を 活用 し 、 地域 の 医療 ・ 介 護 ・ 福 祉 ・ 教 育 ・ 行 政 等 の 関係 者 が 遠隔 
で ケー スカ ン フ ァ ラ ンス を 開催 で きる 体制 を 整備 する こと に より 、 支援 が 必 7 






テレ ビ 会 議 に よる カン フ 
ァ ラ ンス 実施 に より 、 地 
域 へ の 移行 を 促す 


一 生活 の 場 と な る 地域 







ノ 





や | N ~\ ラー \ o 4 ，\ 
要 な 新生 児 や 妊産婦 が 円 滑 に 生活 の 場 へ 移行 し 、 適切 な け サポート を | 市 町村 ( 還 子 保 1 
受け る こと が で きる 体制 を 構築 し ます 。 1 8 I 
「 健 ・ 福 祉 担当 課 ) 1 
※1 NICU・‥・ 新 生 児 集中 治療 室 (Neonatal Intensive Care Unit) の 略称 。 早産 や | 地域 の セン ター で 仙 、 名 
低 出 生体 重 児 、 仮死 ・ 先 天性 の 病気 な と どの 胎児 を 集中 的 に 治療 ・ 管 理 する 。 し カン ファ ラン ス に 参加 § / 
※2 特定 妊婦 ・・ 収 入 が 不安 定 、 精 神 疾 患 、 家族 構成 等 の 理由 に より 、 出産 後 の 子 ども 人 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 = 
の 養育 に つい て 出生 前 に お いて 支援 を 行う こと が 特に 必要 と 認め られ る 妊婦 の こと 。 
【 目 標 値 】 
指標 現状 値 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 


























周 産 期 医療 機関 と 関係 機関 の 連携 ・ 支 援 体制 の 構築 人 一 





【 取 組 計画 (工程 ) 】 














2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 




















ケー ス に 応じ た カン フラ ンス の 実施 
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政策 分 野 具体 的 な 方 策 所 管 部 局 























健康 ・ 余 暇 介護 の 質 の 維持 ・ 向 上 保健 福祉 部 
【 取 組 項 目 】 
介護 ロボ ッ ト の 導入 支援 に よる 介護 労働 環境 の 改善 
【 取 組 内 容 】 





介護 従事 者 の 身体 的 負担 の 軽減 や 業務 の 効率 化 な と 、 介 
護 従 事 者 が 継続 し て 就労 する こと が で きる 環境 の 整備 が 必要 
と な っ て いま す 。 

この こと か ら 、 人 T 護 H ボ ッ ト を 導入 する 事業 者 に 対し 、 そ の 経 
費 の 補助 を 行い 、 介護 H ボ ッ ト の 導入 を 支援 し ます 。 

また 、 介護 H ボ ッ ト に 関す る 研修 会 や 導入 成果 発表 会 を 開 
催し 、 介護 事業 所 に お ける 労働 環境 の 整備 ・ 改 善 を 目指 し ま 
す 。 





器 观 汉 只 





(導入 例 : 移乗 支援 ) (導入 例 : コ ニ ュ ニケ ーション ) 
【 目 標 値 】 ※ 自 標 値 は 2018 年 か ら の 累計 





















































指標 现状 值 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
介護 ロボット 導入 に 係る 補助 台数 (累計 〕 = 100 台 150 台 200 台 230 台 
【 取 組 計 画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
研修 会 成果 発表 会 の 開催 >| 研修 会 ・ 成 果 発 表 会 の 開催 。 >| 研修 会 成果 発表 会 の 開催 >|| 研修 会 ・ 成 果 発 表 会 の 開催 > 
































導入 に 係る 補助 >| 導入 に 係る 補助 >| 導入 に 係る 補助 > 導入 に 係る 補助 。 >| 導入 に 係る 補助 





























政策 分 野 | 具体 的 な 方 策 所 管 部 局 
健康 余暇 高齢 者 が 安心 し て 暮らす こと が で きる 環境 の 整備 保健 福祉 部 

【 取 組 項目 】 

多様 な 主体 に よる 見 守り シス テム の 音 及 ・ 拡 大 

【 取 組 内 容 】 

地域 で 暮 59 高 齢 者 が 、 自立 し た 安心 な 生活 が で きる よう 、 一 一 = "お げん で " み ま も り セ ンタ ー 

高齢 者 が ICT 機器 に より 自ら 行う 安否 情報 の 登録 fb 域 の だ 人 -人 和 ンタ 

見 守り 協力 者 に よる 安否 確認 等 を 一 括 で 管理 する こと が で きい ッ 必 リッ 冯 涝 用 一 (.) 

る 「 い わ て “お げん き ” み まもり シス テム 」 に つい て 、 実施 主体 で ち 9 割 


に 本 ゆみ まもり さん / て 7 人 
る 岩手 県 社会 福祉 協議 会 と 連携 し て 、 更 な る 普及 を 図り の ま Busahk ... 区 < ュー 
す みさ まもり "発作 
イン ター ネッ ト 
























































また 、 見 守り シス テム の 研究 に 取り 組む 岩手 県 立 大 学 と 連携 A 
し 、 民間 事業 者 な ど 多 様 な 主体 に よる ICT 機器 を 活用 し た BB 
見 守り サー ビス ・ シ ステ ム の 普及 ・ 拡 大 に 努め ます 。 "お げ A 
【 目 標 値 】 

指標 現状 値 (2017 年 度 ) 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
いわ て “お げん き ? み まもり シス テム 利用 者 数 1,130 人 1,150 人 1,170 人 1,190 人 1,210 人 
[累计 ) 
【 取 組 計画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
岩手 県 社会 福祉 協議 会 と の 連携 に よる 、 いわ て “お げん き ” み まもり シス テム の 普及 ジ 




















| | シス テム の 利用 拡大 > 














岩手 県 立 大 学 に よる 見 守り シス テム 研究 へ の 協力 > 
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【 取 組 項 目 】 
ユニ バー サル デザ イン に 対応 し た 公共 的 施設 の 情報 提供 を 行う 電子 マッ プ の 充実 









































【 取 組 内 容 】 
障がい の ある 方 や 御 高 齢 の 方 な など 、 すべ て の 人 が 安心 し て 気 “。 ss 5 a : 
軽 に 出かけ られ る よう 、 車いす や べ ベビー カー な ど で 利 用 で きる 岩手 と CK / 
県 内 の 公共 施設 、 商業 施設 (飲食 店 、 ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト 人 
等 ) 、 宿 泊 施設 な どの バリ アフ リー 設備 等 の 情報 を 集め て 、 電子 < 8 
マッ プ 上 に 掲載 し 、 発信 し て いま す 。 | 
より 多く の 方 に 、 施設 の バリ アフ リー 設備 等 の 情報 を 提供 する よ 。? : rr つ 
う 、 登 録 施設 の 拡充 と 利用 促進 を 図り 、 電子 マッ プ の 充実 に 努め | ーー 
ます 。 = さり PPO ED3 
IP co 
epP PS GE cs 
ee PP cs 
PPS aa と つつ 
PP ce 
te PP c= 
【目标 值 】 
指标 現状 値 (2017 年 度 ) 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
登録 施設 の 件 数 (累計 〕 1.478 件 1.530 件 1.540 件 1.550 件 1.560 件 
【 取 組 計 画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 




















登録 施設 の UD 情報 を 公開 








MAN 





施設 の バリ アフ リー 情報 の 登録 


























【 取 組 項目 】 
「 コ ミッ ク い わ て WEB 」 を 通じ た 岩手 県 ゆかり の マン ガ 等 の 情報 発信 


【 取 組 内 容 】 

本 県 に 対す る 国内 外 の 関心 を 高め 、 交流 や 観光 の 
契機 と する た め に は 、 親しみ や すく 、 世界 的 に 人 気 が 高 
い マ ン ガ を ツー ル に 本 県 の 魅力 を 発信 する こと が 効果 的 
で す 。 

この こと か ら 、 ウェ ブ マ ン ガ サイ ト 「 コ ミッ ク い わ て W E B 」 
に より 、 本 県 ゆか り の マン ガ 等 を 国内 外 に 発信 する こと 
で 、 マ ン ガ を 通じ 本 県 へ の 関心 を 高め 、 文化 交流 や 観 
光 誘 客 な と ど に よる 地域 活性 化 を 促進 し て いき ます 。 

また 、 今後 は 効果 的 な SNS の 活用 の ほか 、 機能 性 
の 向上 や ペー ジ の 多 言 語 化 を 図る な ど 、 新規 ユー ザー を 
獲得 する た め の 取 組 を 進め ます 。 











手 ブ ラン ド の 向上 


イン パウ ンド に 効果 


観光 ・ 交 流 に よる 地域 活性 化 上 



































【 目 標 値 】 
指標 現状 値 (2017 年 度 ) | 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
コミ ッ ク い わ て WEB 訪問 者 数 177,163 人 185,000 人 190,000 人 193,000 人 196,000 人 
【 取 組 計画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 




















SN S と の 連動 、 定期 的 な マン ガ の 配信 











サイ ト の 機能 人 多 言语 化 | 多 言語 





ES 人 

















51 


政策 分 野 具体 的 な 方 策 | 所 管 部 局 
健康 - 余 中 多様 な 学習 機会 の 充実 教育 委员 会 事务 局 


























【 取 組 項目 】 = 

生涯 学習 情報 提供 シス テム の 運用 に よる 主体 的 な 学び や 活動 の 支援 qc 四 
【 取 組 内 容 】 rT 

県 民 の 多様 な 学習 機会 の 充実 を 目指 し 県 が 構築 し た 「 生 涯 学習 情 
報 提供 シス テム 」 を 活用 し 、 広く 県 民 に 生涯 学習 や 社会 教育 に 関係 し 
た 幅広 い 情報 を 発信 し て いき ます 。 

特に 、 生 涯 学習 の 指導 者 や ボラ ンティア の 登録 情報 、 名 種 講座 - イ ベ 
ント 関連 の 情報 を 専有 の サイ ト で 提供 する ほか 、 メ ー ル マガ ジン の 発行 
に より 、 国 ・ 県 ・ 市 町 村 に お ける 生涯 学習 の 取組 な ど を タイ ムリ ー に 配信 
し て いき ます 。 











下 次 


= 国医 节 症 页 0 人 
Ey 
PER EEE 
【 目 標 値 】 4 岩手 県 生涯 学習 情報 提供 シス テム 「 ま な び ネ ッ ト い わ て 」 









































指標 現状 値 (2017 年 度 ) | 2019 年 度 | 2020 年度 | 2021 年 度 | 2022 年 度 
生涯 学習 情報 提供 シス テム (ホー ムペ ー ジ ) 利用 件 数 63,542 件 72.000 件 | 79.000 件 | 86,000 件 | 93,000 件 
【 取 組 計画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
























市 町 村 と 連携 し た 生涯 学習 情報 提供 シス テム (HP) の 内 容 充実 
生涯 学習 情報 提供 シス テム (HP) の リニュ ー ア ル 












































【 取 組 項目 】 
図書 情報 シス テム に よる 図書 等 に 関す る 情報 の 提供 
【 取 組 内 容 】 
県 立 図書 館 で は 県 民 を 対象 と し た さま ざま な サー ビス を 実施 し て お り 、 市 町村 加 书馆 等 


その 中 に は 、 当館 に 足 を 運ば な く て も 当館 の 所 蔵 資 料 を 近く の 図書 館 ま 
で 取り 寄せ る 、 あるいは 複写 物 を 自宅 まで 取り 寄せ る 等 の 「 非 来館 者 サ 
ービス 」 が あり ます 。 

ホー ムペ ー ジ を 通じ て この サー ビス 内 容 を 周知 し て 非 来館 者 の 利用 を 
促進 する ほか 、 図書 等 に 関す る より 分 か りや すく 親しみ や すい 情報 な ども 
ホー ムペ ー ジ か ら 5 発信 し て 図書 館 の 利用 促進 を 図り ます 。 

また 、 SNS (Twitter 等 ) や メー ル マ ガ ジン を 利用 し て 、 イベ ント 情 
報 等 の より タイ ムリ ー な 情報 発信 を 行い ます 。 

更に 、 市 町 村 図 書館 等 と の 連携 に に よる サー ビス 提供 (横断 検索 機 
能 ) に より 、 県 立 図書 館 の みな ら ず 県 内 の 市 町 村 図 書館 や 大 学 図書 
館 の 所 蔵 状 況 を 共有 し 、 資料 の 有効 活用 や 県 域 全 体 の 図書 館 サ ー ビ 
ス の 向上 を 図り ます 。 

これ ら の サー ビス の 多く が ホー ムペ ー ジ を 起点 と する こと か ら 、 ホー ムペ ー 
ジ へ の アク セス 数 自体 の 増加 を 図り 、 各 サ ービス の 提供 に つなげ ます 。 



























































【 目 標 値 】 
指标 現状 値 (2017 年 度 ) | 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
図書 館 情 報 シ ステ ム (ホー ムペ ー ジ ) 利用 件 数 158,059 件 160,000 件 161,000 件 162,000 件 163,000 件 
【 取 組 計 画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
ホー ムペ ー ジ の 周知 、 運 用 ・ 更 新 > 
市 町 村 図書 館 等 と 連携 し た サー ビス 提供 > 
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【 取 組 項目 】 
「 子 育て 応援 ボー タル サイ ト 」 に よる 子育て 支援 情報 の 発信 


【 取 組 内 容 】 

子育て 世代 の 方 々 を 支え る た め 、 子 育て 応援 ボー タル サイ ト 
「 い わ て 子育て i ら ん ど 」 に より 、 子ども の 成長 段階 に 応じ た 子 育 の - mk 
て 支援 情報 や 、 各地 域 の 遊び 場 、 子育て 支援 セン ター 等 の 情 ご 人 (2 いわ て 子育て 応援 の 店 | 各地 の 子育て 支援 セン タ 地域 の 属 び 場 検索 : 子育て サー クル | 企業 ・ 店 舗 ・NPO 先 の 償 さ ま へ 
報 を 提供 し ます 。 mr 

また 、 ス マー ト フ オン 等 に 保存 し 、 全国 で 子育て 支援 サー ビス FT 
を 受け られ る 「 子 育て パス ポー ト 」 を ウェ ブ 上 で 発行 し 、 子ども 連 
れ の 家庭 や 妊娠 され て いる 方 々 を 支援 し ます 。 

さら に 、 今後 は 県 内 の 地域 子育て 支援 拠点 等 に お ける 活 
動 の レベ ル ア ッ プ や 、 県 内 各地 域 の 子育て 支援 機関 に お いて 
等 し く 子育て 支援 サー ビス を 提供 で きる 環境 づく り を 目指 し 、 サ 
ポー ト セ ンタ ー に お ける 幅広 い 子 育て 情報 の 共有 や ポー タル サ 
イト を 活用 し た 情報 発信 の 拡充 を 進め て いき ます 。 















4 子育て 応援 ポー タル サイ ト 画面 



























































【 目 標 値 】 

指標 現状 値 (2017 年 度 ) 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
ee RA 206,233 回 206,500 回 | 206,500 回 | 206,500 回 | 206,500 回 

& 
【 取 組 計 画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
「 子 育て 応援 ポー タル サイ ト 」 に よる 子育て 支援 情報 の 発信 の 促 衝 > 
| ポー タル サイ ト に お ける 子育て 支援 情報 の 拡 売 ーー > 











53 








【 取 組 項 目 】 
"いき いき 岩手 "結婚 サポ ボー ト セ ンタ ー の マッ チン グ シ ステ ム を 活用 し た 出会い の 場 の 創出 


【 取 組 内 容 】 

県 で は 、 結婚 を 希望 する 若者 の 願い を か な える た め 、 出会い 等 を 支 
援 する 「 "いきいき 岩手 "結婚 サポ ー ト セン ター (通称 一 サポ ) 」 を 市 
町 村 、 民 間 団 体 と 共同 で 設置 、 運 営 し て いま す 。 

セン ター で は 、 会 員 同士 を 引き 合わ せる 際 に 、 会 員 そ れ ぞ れ が 希望 す 
る 条件 に 合致 する 相手 を 紹介 する た め 、 マッ チン グ シ ステ ム を 導入 し て お 
り 、 そ の 活用 に より 結婚 を 希望 する 若者 の 出会い の 場 を 創出 し て いき ま 
す 。 

また 、 専 用 の ホー ムペ ー ジ や メー ル マ ガ ジン に より 、 婚 活 イ ベン ト 等 の 情 
報 を 幅広 提供 し て いき ます 。 ジー ドー トト サポ | 















出会い 応援 団 


メル マガ 社員 の 結婚 セン ター 
会 ( 作 イベ ント 天 ) 


員 応援 企業 会 員 



















会 員 登録 制 に より 、 
1 対 1 の お 見 合い を 


セッ ティ ング 


結婚 支援 ポラ ンティア の 
交流 





交流 
称 活 イベ ント 情報 の 収集 












運営 委員 会 
(事業 運営 利用 促進) 
負担 金 
岩手 県 市 町 村 


協賛 団体 
( 起 医 金 に より 運営 を 支所 
協賛 金 











民間 団体 





企業 团体 









【目标 值 】 ※ 現 状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目標 値 は 2019 年 か ら 5 の 累計 



































指標 現状 値 (2017 年 度 ) | 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
結婚 サポ ー ト セン ター 会 員 に お ける 成 
和 77 人 110 人 220 人 330 人 440 人 
【 取 組 計画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 




















マッ チン グ シ ステ ム の 活用 に よる 出会い の 場 の 創出 











vw/ ヽノ 











ホー ムペ ー ジ や メル マガ に よる 婚 活 関連 情報 の 提供 











【 取 組 項目 】 
結婚 応援 パス ポー ト の 配信 等 に よる 結婚 を 応援 する 機運 の 醸成 a 
【 取 組 内 容 】 | rn| 応 提 の 店 


結婚 を 希望 する 方 を 社会 全体 で 応援 する た め 、 新婚 夫婦 や 婚 活 中 
の 若者 を 対象 に 、 商品 の 割引 き 等 独自 の サー ビス を 提供 する 店 舗 ・ 企 
業 等 を 「 い わ て 結婚 応援 の 店 」 と し て 登録 し 、 新婚 夫婦 等 に 配付 する 
「 い わ て 結婚 応援 パス ポー ト (スマ ー ト フォ ン 等 で 表示 する デジ タル パス 
ボート) 」 の 提示 に より 協賛 店 独自 の サー ビス を 提供 し て いき ます 。 


( 配 蘭 虚 ) 
支 六 一 は eI 
(S 区 て 再 琉 時) 




































































_ ま た 、 今 後 、「 い わ て 結婚 応援 の 店 」 を 更に 拡充 する と と も に 、 結 婚 応 語 証 記 加 に 還 選 。 二 款 時 
援 パ スポ ー ト の 活用 を 促進 し 、 広 く 県 全体 で 結婚 を 応援 する 機運 の 醸 rl に PF 
成 を 図っ て いき ます 。 IT ks 
【 目 標 値 】 現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か ら の 累計 
指標 現状 値 (2017 年 度 ) | 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
「 い わ て 結婚 応援 の 店 」 協 賛 店 舗 数 (累計 ) 133 店铺 70 店铺 140 店铺 210 店铺 280 店铺 
【 取 組 計 画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
| いわ て 結婚 応援 パスポート の 配付 > 
| いわ て 結婚 応援 の 店 の 登録 拡充 > 











54 














【 取 組 項 目 】 
イン ター ネッ ト 上 の 有害 情報 や 有害 な 図書 類 か ら 青 少年 を 守る た め の 取 組 の 推進 


【 取 組 内 容 】 


イン ター ネッ ト 、 スマ ー ト フォ ン の 利用 の 増加 に より 、 青少年 の 情報 メデ 
ィ ア の 適切 な 利用 の 普及 促進 が 必要 と な っ て いま す 。 

こう し た こと か ら 、 イン ター ネッ ト 上 の 有害 情報 な と か ら 青 少年 を 守る た 
め に 、 地域 や 関係 機関 と 連携 し て スマ ー ト フォ ン 等 の フィ ル タ リン グ 利 用 
促進 を 目的 と し た 啓発 活動 や 、 小 ・ 中 学生 や 保護 者 を 対象 に 、 最新 の 


情報 に 基づい た 出前 講座 を 実施 し ます 。 


また 、 各 地域 で の 主体 的 な 取組 を 推進 する た め 、 青少年 の 指導 的 
立場 に ある 方 々 を 対象 に メデ ィ ア 対応 能力 養成 講座 を 各地 で 開催 す 
る と と も に 、 学校 等 が 自ら 開催 する 研修 会 等 へ の 講師 の 派遣 な と に よ 
り 、 青少年 が メデ ィ ア リテラ シー や 情報 モラ ル を 身 に 付け 、 コミ ュ ニ ティ サイ 


ト 等 に 起因 する 犯罪 に 巻き 込ま れ な いた め の 取 組 を 実施 し ます 。 


【 目 標 値 】 ※ 現 状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目標 値 は 2019 年 か ら 5 の 累計 


イン ター ネッ ト の フレ タリ シク の 
仕組 み 重要 性 


犯罪 に 遭わ な いた め の 方 法 





ネッ ト 依 存 の 個人 情報 の 


X 受 了 克 诗 席 能 力 将 成 询 座 Q 突 施 
一 上 一 一 


家 仆 客 巡 吕 青 少年 Q 观 状 ^Q 理 解 


音 少 年 Q 非 行 " 被 窜 Q 寺 做 防 止 












































指标 現状 値 (2017 年 度 ) 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
青少年 指導 者 向け 情報 メデ ィ ア 対応 
全 为 芝 让 汪 训 过关 二 到 (二 200 人 170 人 340 人 510 人 680 人 
【 取 組 計画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 














有害 情報 か ら 青 少年 を 守る た め の 取 組 











研修 会 の 開催 >| 





研修 対象 者 を 拡充 し 研修 を 充実 | 
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【 取 組 項 目 】 


授業 で の ICT 利 活用 や 学校 の ICT 環 境 整 備 に よる 教育 の 情報 化 の 推進 


【 取 組 内 容 】 

児童 生徒 が これ か ら の 社会 で 活躍 する た め に 必要 な 資質 や 能力 を 
身 に 着け る た め 、ICT の 活用 に よる 、 分 か りや すく 、 理解 が 深まる 授業 
を 実現 する と と も に 、 児童 生徒 の 情報 活用 能力 の 育成 や 諸 調査 デー 
タ を 活用 し た 学習 指導 の 改善 に 関す る 研究 等 、 教育 の 質 の 向上 に 
取り 組み ます 。 

また 、 教員 の きめ 細やか な 指導 や 校 務 負 担 の 軽減 等 を 実現 する た 
め 校 務 の 情報 化 や 小学 校 プ ログ ラミ ング 教育 の 必修 化 に 対応 し た 教 
員 の 指導 力 向 上 に 取り 組み ます 。 

さら に 、 こ れ ら の 取組 を 支え る た め 、 セキ ュ リティ 対策 の 実施 や 必要 
な 人 材 ・ 機 器 の 確保 お と 、I C T を 活用 で きる 基盤 を 整備 し 、 教育 
の 情報 化 を 推進 し ます 。 


【 出 典 】 文 部 科学 省 「 学 校 の ICT 環境 整備 に 係る 新た な 地方 












































財政 措置 」 
【 目 標 値 】 
指標 現状 値 (2018 年 度 ) | 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
ICT 機器 を 活用 し て 、 効果 的 な 
教材 研究 や 授業 を する こと が で きる 90% 93% 96% 100% 100% 
高校 教員 の 割合 (%) 
【 取 組 計画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 




















| ICT 機器 を 活用 し た 授業 改善 推進 








| ICT 機器 を 活用 で きる 基盤 整備 (セキ ュ リ ティ 対策 等 ) 











| 


し ーー よう 
学習 


活動 ICT 機器 の 整備 
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1 CT を 活用 し た 新た な 学び の 推進 








【 取 組 項 目 】 
総合 教育 セン ター ホー ムペ ー ジ を 活用 し た 児童 生徒 の 学習 活動 や 教員 の 学習 指導 の 支援 

(取組 内 容 】 nn 
総合 教育 セン ター の ホー ムペ ー ジ に より 、 自学 自習 用 練習 wwwliwate-ed jp | サイ トマ ッ プ | 更新 履歴 | 交通 アク セス | 率 内 図 | 運 和 先 サイ ト 内 検索 | 


企画 担当 教科 请 域 教育 相当 理科 教育 担当 情報 産業 教育 担当 | 教育 支援 相 謎 担当 


題 や ワー クシ ー ト な どの デジ タル 教材 ・ ES Sa 
し 、 そ の 利 活用 を 促進 する こと に より 、 児童 生徒 の 学習 活動 と 孝 EE 
員 の 教科 指導 の 支援 に 取り 組み ます 。 に 

また 、 a ug 2 
成 に 取り 組み ます 。 = 












































































































自己 研修 の 進め 方 
こき だ の らち 
RE 8 Ef | 
= 本 コン プラ イア ンス 
0904 譜 座 「 提 案 授業 の ご 素 内 (平成 30 年 度 )」 を 
2018( 教科 語 域 「HC9 研 究 成果 (国語 )」 を 掲載 
【 目 標 値 】 
指標 現状 値 (2018 年 度 見 込 ) | 2019 年 度 2020 年 度 | 2021 年度 2022 年 度 
総合 教育 セン ター ホー ムペ ー ジ アク セス 数 74,500 件 75,500 件 76,500 件 77,500 件 78,500 件 
【 取 組 計 画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
総合 教育 セン ター ホー ムペ ー ジ の 内 容 ぎの 充実 > 
総合 教育 セン ター ホー ムペ ー ジ の 周知 ・ 世 発 の 




















【 取 組 項 目 】 
特別 支援 学校 に お ける タプ レッ ト 端 末 を 活用 し た 実践 的 ・ 効 果 的 な 授業 の 推進 


【 取 組 内 容 】 

特別 支援 学校 に 在籍 する 児童 生徒 の 自立 と 社会 参 
加 を 目指 し 、 実践 的 ・ 効 果 的 な 授業 が 展開 され る よう 、 
授業 に お ける ICT 機器 (タブ レッ ト 端 末 ) の 活用 を 推 
進 す る と と も に 、 指導 する 教職 員 の 研修 に 取り 組み ま 
す 。 

また 、 各 学校 の 優良 事例 等 を 集め た 実践 事例 集 を 
作成 し 、 県 内 の 特別 支援 学校 間 で 、 授業 に 有効 な ア 
プリ 等 の 活用 を 含め た 効果 的 な 授業 実践 の 手法 を 共 
有 で きる 仕組 み づ く り に 取り 組み ます 。 









タブ レッ ト の 活用 「 1 


フフ 














【 目 標 値 】 

指標 現状 値 (2018 年 度 ) | 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
タブ レッ ト 端 末 を 授業 に 活用 し た 
1 40% 50% 60% 70% 80% 























【 取 組 計 画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 


タブ レッ ト 端 末 を 活用 し た 実践 的 な 教育 を 行う 研修 の 充実 
タブ レッ ト 端 末 を 活用 し た 実践 的 な 教育 の 情報 共有 
タブ レッ ト 端 末 等 ICT の 活用 推進 実践 事例 集 の 作成 






































NA 
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| 児童 生徒 の 健全 育成 に 向け た 対策 の 推進 | 





【 取 組 項 目 】 
情報 モラ ル 教育 の 推進 と イン ター ネッ ト 利 用 の ルー ル に 関す る 普及 記 発 


【 取 組 内 容 】 
スマ ー ト フォ ン な ど と が 子ども た ち に も 普及 する 中 で 、 情報 モラ ル に 関す る 
指導 が 一 層 重 要 と な っ て いま す 。 
こう し た こと か ら 、 教職 員 対 象 の 情報 モラ ル に 関す る 指導 の た め の 研 
修 を 実施 する こと で 、 児童 生徒 が 情報 化 社 会 に お いて 適切 に 行動 する 
考え 方 や 態度 を 身 に 付け る こと を 目指 し ます 。 
その た め 、 総合 教育 セン ター と 連携 し 、 教職 員 の 資質 向上 を 図り 、 学 
校 に お ける 情報 モラ ル に 関す る 指導 の 充実 を 図り ます 。 
また 、 ス マー ト フ オン 等 で の イン ター ネッ ト の 利用 に つい て 、 家庭 等 で の 
理解 や 協力 も 必要 で ある こと か ら 、 イ ンタ ーネット 利用 の ルー ル の 普及 啓 
発 活動 に 取り 組み ます 。 













































































【目标 值 】 
指标 現状 値 (2018 年 度 ) 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
ルー ル を 守っ て 情報 機器 (スマ ー ト 小 89% 小 919% 小 94% 小 97% 小 100% 
フォ ン 等 ) を 利用 する こと が 大 切 だ と 中 859% 中 89% 中 93% 中 96% 中 100% 
思う 児童 生徒 の 割合 高 83% 高 87% 高 91% 高 96% 高 100% 
【 取 組 計 画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
家庭 等 へ の 普及 紀 発 実施 の 周知 >| | 
実施 状況 の 調査 及び 充実 > 
情報 モラ ル 教 育 授業 づく り 研 修 会 の 実施 ツ 優良 事例 の 普及 > 














【 取 組 項 目 】 
最新 の スポ ー ツ 医 ・ 科 学 に 基づい た サポ ー ト の 推進 


【 取 組 内 容 】 

国内 外 の 競技 会 で 活躍 が 期待 され る 選手 に 対し 、 競技 特性 を 考慮 5 
し た 体力 測定 等 を 行い 、 個々 の 選手 の 身体 的 特徴 や 運動 能力 を 数 
値 化し 、 効率 的 な トレ ー ニ ング メニ ュー を 選手 及び 指導 者 に 提供 する こ 
と で 、 本 県 選手 の 効果 的 ・ 効 率 的 な 競技 力 の 向上 を 図り ます 。 

また 、 各 選手 の 運動 能力 を 適正 に 評価 する た め 、 よ り 多 く の 選 手 の 
計測 を 行う こと に 加え 、 同一 選手 の 継続 的 な 測定 を 行う こと に より 、 デー 
2 在 蓄积 LU 未 引 。 

さら に 、 今後 は 様々 な 競技 に 対応 で きる よう 、 測定 項目 や より 効果 
的 な デー タ 提 供 の 方 法 を 検討 し 、 最新 の スポ ー ツ 医 ・ 科 学 の 知見 に 基 
づい た 効果 的 効率 的 な トレ ー ニ ング を サポ ー ト し て いき ます 。 





【 目 標 値 】 ※ 現 状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目標 値 は 2019 年 か ら 5 の 累計 












































指標 現状 値 (2017 年 度 ) 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
体力 測定 等 の デー タ I 集 件 数 〔 累 計 〕 101 件 270 件 540 件 810 件 1.080 件 
【 取 組 計画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 











競技 団体 等 か ら の 依頼 に 基づき 体力 測定 を 行い 、 評価 ・ ト レー ニン グ 処 方 の 実施 
I 


> 











デー タ 提 供 方 法 の 再 検討 





> 








測定 項目 等 の 再 検 対 | 


> 


競技 特性 に 応じ た 効果 的 で 効率 的 な トレ ー ニ ング の 実施 
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(④ 居住 環境 ・ コ ミュ ニテ ィ 




















具体 的 な 方策 所 管 部 局 
居住 環境 ・ コ ミュ ニテ ィ 地域 コミ ュ ニ ティ の 形成 促進 政策 地域 部 
【 取 組 項目 】 
地域 コミ ュ ニ ティ を 弘 持 ・ 形 成す る た め の 地 域 の 情報 発信 や ICT を 活用 し た 日 常 生活 の 利便 性 の 向上 
【 取 組 内 容 】 


人 口 減少 や 少子 高齢 化 が 急速 に 進行 する 中 、1CT 等 を 活用 し た 住 
民 に 必要 な 生活 サー ヒス の 確保 や 世代 間 交 流 の 促進 等 に より 、 将来 
に わた っ て 持続 可能 な 地域 コミ ュ ニ ティ を 実現 する た め 、 県 、 市 町 村 、 大 
ま 、 .NPO、 企業 か ら 構成 され る 「 活 力 あ る 小 集 落 実 現 プロ ジェ クト 推 信 
会 議 (仮称 ) 」 を 設置 し 、 モ デル 地域 に よる 社会 実装 研究 に よる 、 地 
域 コ ミュ ニテ ィ モ デル の 創出 に 取り 組み ます 。 

また 、 ホ ー ム ペー ジ 等 に より 地域 コミ ュ ニ ティ モデ ル の 活動 事例 等 に つい 
て 情報 発信 し 、 県 内 全域 へ の 普及 拡大 を 図り ます 。 











































































































【 目 標 値 】 
指標 現状 値 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
ホー ムペ ー ジ で 紹介 する 地域 ー 加 二 攻 
コミ ュー ティ モデ ル 数 [累計 】 一 2 箇所 4 箇所 6 箇所 8 箇所 
【 取 組 計画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
モデ ル 地 域 に よる 実装 研究 少 実装 事業 に よる 地域 コミ ュー ティ モデ ル の 創出 > 
ホー ムペ ー ジ 等 に よる 情報 発信 > 
政策 分 野 具体 的 な 方 策 所 管 部 局 
居住 環境 ・ コ ミュ ニテ ィ 国内 外 の 人 々 と の つなが り の 強化 政策 地域 部 
【 取 組 項目 】 
復興 支援 ポー タル サイ ト 「 いわ て 三陸 復興 の か け 橋 」 等 に よる 復興 支援 情報 等 の 発信 
【 取 組 内 容 】 


東日本 大 岩 災 津波 の 被災 地 の 現 状 等 に 関す る 理解 の 
促進 と 、 復興 や その 先 の 地域 振興 を 見 据え た 、 多様 な 主体 
に よる 連携 ・ 協 働 に 向け た 機運 の 醸成 が 、 今後 更に 必要 で 


す . 
その た め 、 被災 地 の 復 興 の 進捗 状況 や 現地 の 団体 の 活 
i 復興 支援 ポー タル サイ ト 「 い 

































































三陸 復興 の か け 橋 」 や S N S 等 を 活用 し 、 県 内 外 に 幅 | CE 
た く 完 信 し て いき ます 。 
に っ 2B (病人 [5 還 人 人 に ども 工作 才 訟 」 の お 知らせ 
© 復 具 の 進み 具合 座 貞 は まだ まだ これ か ら で す 。 が 、 午 実に 美 ん で いま す 。 ws io 
se に 年 ー 
4「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 」 ポ ー タ ル サ イ ト 
[目标 值 】 和 
指标 现状 值 (2017 年 度 ) 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
ポー タル サイ ト 等 アク セス 数 278,114 回 220,000 回 220,000 回 二 二 
【 取 組 計画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
ポー タル サイ ト や S N 5 等 を 通じ た 復興 関連 情報 の 発信 > 
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【 取 組 項 目 】 
ILC の 実現 を 見 据え た 外国 人 研究 者 等 の 受入 環境 の 整備 促進 


【 取 組 内 容 】 

ILC の 誘致 実現 を 見 据え 、 研究 者 や 技術 者 な ど と 海 外 か ら 5 訪れ る 
中 ・ 短期 滞在 者 の 受入 れ 態 勢 の 整備 を 進め る 必要 が あり ます 。 

この こと か ら 、 ウェ ブ や A I コン シェ ル ジ ュ な どの 1 CT を 活用 し 、 滞 
在 の 手続 、 教 育 ・ 医 療 サ ービス の ほか 、 生活 面 の 課題 の 解決 を 支援 す 。 店 
る サー ビス な ど 、 地域 の 受入 れ 環 境 に つい て 幅広 く 情報 提供 を 行う 、 ワ 
ンス トッ プ サ ー ビ ス (バー チャ ルオ フィ ス ) の 整備 に 向け 、 ニー スズ 調査 な ど 
を 踏ま え 、 具体 的 な 検討 を 進め て いき ます 。 


※ A 1 コンシェルジュ …・A 1 が 人 の 話す 言葉 を 認識 し 、 その 内 容 に 対し て デー タベース に 基 づ 
いた 適切 な 回 答 を 抽出 し 、 音声 で 回 答 す る シス テム 。 
We support the 4 月 「 













RH | 


【 目 標 値 】 ※ 現 状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か ら 5 の 累計 





指標 現状 値 (2017 年 度 ) 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 








地域 の 国際 化 を 担う 人 材 の 育成 に 向 


















































けた 講演 会 等 の 開催 回 数 〔 東 計 ) 中 人 SE 0 0 
【 取 組 計画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
TLC 建設 準備 期 に お ける 外国 人 研究 者 等 の スム ー ズ な 居住 支援 
(ワン スト ッ プ の 検討 支援 、 国 際 研 究 所 と の 調整 、ILC の 担い 手 、 国 際 化 に 係る 人 材 育成 、 市 町 村 と の 意見 交換 、 検討 支 援 ) 











【 取 組 項 目 】 
移住 希望 者 の 関心 を 惹き つけ る 効果 的 な 情報 の 発信 
【 取 組 内 容 】 


若者 を 中 心 と し た 、 都市 か ら 地方 へ の 移住 に 対す る 関心 
の 高まり や 、 本 県 出身 者 を は じ め と する 関係 者 が 首都 圏 を 中 | 
心 に 数 多く 在住 し て いる こと を 踏ま え 、 ホ ー ム ペー ジ や 情報 誌 
な ど 様 々 な 手段 を 活用 し 、 岩手 で の 多様 な 生き 方 や 暮らし 
が イメ ー ジ で きる よう が 情報 を 発信 する と と も に 、 在京 コミ ュ ニ テ 
ィ 団体 と 連携 し た 首都 園 で の 移住 イベ ント の 開催 や SNS を 
活用 し た 効果 的 な 情報 発信 を 行い 岩手 アン の 拡大 を 目指 
し ます 。 








4 ホー ムペ ー ジ を 活用 し た 情報 の 発信 

































































【 目 標 値 】 Sp 
指標 現状 値 (2017 年 度 ) 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
移住 ・ 定 住 交 流 ホ ー ム ペー ジア クセ ス 数 15,373 回 18,700 回 20,570 回 22,630 回 24,890 回 
【 取 組 計画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
首都 图 移 住 相 谈 会 0 并 俱 > 
SNS を 活用 し た 情報 発信 > 
T T 
ホー ムペ ー ジ の リニュ ー ア ル 】 ホー ムペ ー ジ を 活用 し た 情報 発信 2 
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政策 分 野 


具体 的 な 方 策 


所 管 部 局 














居住 環境 ・ コ ミュ ニテ ィ 


公共 交通 の 利用 促進 


政策 地域 部 








【 取 組 項 目 】 





IC カ ー ド や スマ ー ト フォ ン ア プリ を は じ め と し た ICT の 導入 に よる 地域 公共 交通 の 利便 性 向上 


【 取 組 内 容 】 

IC カー ド や スマ ー ト フォ ン ア プリ を は じ め と し た ICT の 導入 に 
より 、 地域 内 外 の 利用 者 に 対す る 利便 性 や サー ビス の 向上 、 
地域 振興 や 観光 振興 、 交通 事 業者 の 効果 的 ・ 効 率 的 な 運 
輸 シ ステ ム の 実現 な ど 、 幅広 い 効果 が 見 込ま れ ま す 。 

こう し た こと か ら 、 交通 事業 者 の 導入 費用 の 負担 を 軽減 する 
た め 、 国 に よる 補助 制度 の 拡充 及び 補助 率 の 引き 上 げ を 要望 
する な と 交通 事業 者 が 行う 利便 性 向上 の 取組 に 対す る 支援 
を 行い ます 。 



































【 目 標 値 】 
指標 现状 值 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
交通 事業 者 に よる 利便 性 向上 に 向け た 取組 へ の 支援 一 一 = = 
【 取 組 計 画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 


























国 に 対す る 要望 








_ 政 策 分 野 


具体 的 な 方 策 。 


所 管 部 局 



































居住 環境 ・ コ ミュ ニテ ィ 


【 取 組 項 目 】 
「 い わ て スポ ー ツ コミ ッ シ ョ ン 」 ホ ー ム ペー ジ を 通じ た スポ ー ツ 資源 等 の 情報 発信 


【 取 組 内 容 】 

県 で は 、 本 県 の スポ ー ツ 資源 と 観光 資源 を 生か し 、 ス ポー ツ 大 会 ・ ス 
ポー ツ 関 連 イベ ント の 誘致 や スポ ボー ツウ ツー リズ ム を 推進 し 、 交流 人 口 の 
拡大 等 に よる 地域 活性 化 を 図る た め 、「 いわ て スポ ー ツ コミ ッ シ ョ ン 」 を 設 
立 し 、 官民 の 関係 機関 ・ 団 体 と 一 体 と な っ て 様々 な 取組 を 進め て いま 
す 。 
いわ て スポ ー ツ コミ ッ シ ョ ン で は 、 構成 団体 か ら 収 集 し た 県 内 の スポ ー ツ 
施設 や 宿泊 施設 、 スポ ー ツ ツー リズ ム 等 の 情報 に 加え 、 本 県 の 自然 ・ 食 
な と の 観光 情報 に つい て 、 専用 の ホー ムペ ー ジ を 活用 し 、 一 体 的 に 情報 
発信 する こと に より 、 本 県 へ の スポ ー ツ 関連 イベ ント (大 会 ・ 合 宿 等 ) の 
誘致 を 目指 し ます 。 





スポ ー ツ を 生か し た 地域 づく り の 促進 


文化 スポ ー ツ 間 





合宿 先 情報 
観光 情報 
スポ ー ツ 施設 情報 











アウ トド ア ・ イ ベン ト 情 報 














いわ て の スポ ー ツ の 魅力 を 発信 
= 県 外 の 人 が いわ て で 合宿 や ゆ ス ポー ツ を する 


@ 地域 活性 化 @ 地 域 の 誇り @ 経 済 的 な 効果 
































【 目 標 値 】 
指標 現状 値 (2018 年 度 見 込 ) 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
A MG 13,500 人 11.100 人 12.800 人 19,800 人 19,800 人 
訪問 者 数 
【 取 組 計画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 




















定期 的 な スポ ー ツ 施設 等 の 情報 の 収集 ・ 更 新 ・ 充 実 














アウ トド ア ・ イ ベン ト 情 報 の 充実 


7 


スポ ー ツ ツー リズ ム 情 報 と の 連動 
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【 取 組 項 目 】 
災害 情報 の 効果 的 な 収集 及び 伝達 体制 の 整備 


【 取 組 内 容 】 
災害 発生 時 に は 、 県 や 市 町 村 、B 災 関 係 機関 が 、 いち 早く 災害 情 
報 や 対応 状況 を 把握 共有 し 、 災害 対策 を 講じ る こと が 重要 で す 。 
この た め 、 既存 の 「 災 害 情報 シス テム *!」 に 加え 、 D-SUMM*2、 
SIP4D*? の 活用 を 図り 、 災害 情報 の 効果 的 な 収集 体制 の 研究 を 進 
め 、 災害 対応 を 迅速 か つ 効 果 的 に 行う こと を 目指 し ます 。 
1 災害 時 に 県 民 等 が 防災 情報 を 迅速 に 入手 し 、 適切 な 避難 行 
動 に つなげ けら れる よう 、 ホー ムペ ー ジ や SNS に 加え 、 スマ ー ト フォ ン ア プリ 
等 を 活用 し た 防災 情報 の 入手 を 促進 し ます 。 








※1 災害 情報 シス テム …・ 災 害 情報 等 を 関係 機関 が 共有 する た め に 県 が 整備 し た クラ ウド 
シス テム 。 SNS に より 避難 情報 等 を 住民 に 発信 する 機能 も 有する 。 

※2 D-SUMM…・ 人 工 知能 を 用 いて 、 Twitter に 投稿 され た 災害 関連 情報 を 整理 し 、 要 ホームペー>、sWe、 
約 する シス テム 。 地域 を 指定 し て 災害 関連 情報 を 収集 する こと が 可能 スマ ー ト フォ ン ア ブリ 等 

※3 SIP4D・・・ 府 省庁 、 関 係 機関 自治 休 等 が 軍用 する 災害 関連 情報 シス テム を 連接 
し 、 情報 を 相互 に 共有 し て 、 統合 的 な 利 活用 を 行う シス テム 。 






































【 目 標 値 】 
指標 现状 值 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
災害 情報 の 収集 体制 の 研究 = = = 
【 取 組 計画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 




















| D-SUMM 等 の 情報 収集 シス テム の 活用 に よる 災害 情報 の 効果 的 な 収集 体制 の 研究 























| 訓練 等 に お ける 効果 の 検証 > 訓練 等 に お ける 効果 の 検証 > | 訓練 等 に お ける 効果 の 検証 | 訓練 等 に お ける 効果 の 検証 
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災害 対応 の 迅速 化 に 向け た 効果 的 な 調査 手法 の 確立 





【 取 組 項目 】 
災害 発生 時 に お ける 、ICT 機器 を 活用 し た 迅速 な 被害 状況 の 把握 等 < 
【 取 組 内 容 】 es 


広範 囲 に わた る 農地 や 山地 等 で の 災害 発生 時 に は 、 迅 速 な 被害 状 
況 の 把握 と 、 早期 の 復旧 対策 の 実施 が 必要 と な っ て いま す 。 

その た め 、 ドロ ー ン に よる 被災 状況 の 迅速 か つ 詳 細 な 把握 と 、 地理 情 
報 シ ステ ム 等 の 活用 に よる 被災 農地 等 の 被災 前 の 土地 の 形状 、 被災 
規模 な どの 土地 情報 に 基づく 復旧 対策 の 実施 に より 、 早期 復旧 に 向け 
た 対応 の 効率 化 を 図り ます 。 






































【 目 標 値 】 
指標 現状 値 (2018 年 度 ) 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
ドロ ー ン 配備 数 (累計 〕 4 机 10 機 10 機 10 機 10 機 
【 取 組 計画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 























| 現地 機関 へ の ドロ ー ン の 配備 > | | 
ドロ ー ン 等 ICT 機器 を 活用 し た 迅速 な 被害 状況 の 把握 と 早期 復旧 対応 > 


























岩 災 の 教訓 の 伝承 








【 取 組 項目 】 人 に | | 
いわ て 選 災 津波 アー カイ ブ に よる 震 炎 関連 資料 の 保存 と 活用 = ーー ーー 

【 取 組 内 容 】 | EE 
東日本 大 震 災 津波 か ら の 復旧 ・ 復 興 の 状況 を 後世 に 残す と と も に 、 こ れ ら 5 の 出来 上 sass 


事 か ら 得 た 教訓 を 今後 の 国内 外 の 防災 活動 等 に 活か す た め 、「 い わ て 岩 秋 津波 アー 
カイ ブ ^ 希望 を 構築 し 、 収集 し た 約 24 万 点 の 岩 災 津波 関連 資料 を 検索 ・ 閲 覧 
で きる よう に し て いま す 。 

この アー カイ ブ は 、 将来 予想 され る 災害 へ の 対策 の 検討 な ど に 、 資料 が 活用 され る よ 
う 、 「 そ な え 」、「 結 い の 力 」、「 支援 か ら 絆 へ 」、「 配慮 が 必要 な 人 へ 」、「 前例 な き 対 
応 」、「 ふ る さと いわ て 三陸 」 の 6 つの テー マ ご と に 時 系 列 で 資料 を 閲覧 する こと が 可能 



























































と な っ て いる な ど 、 当時 の 出来 事 や 対応 の 流れ を 把握 し や すい も の と な っ て いま す 。 Ma 
今後 は 、 継続 し て いる 復興 事業 も ある こと か ら 、 追加 の 資料 収集 を 行う と と も に 、 利 es 区 ds 一 
活用 を 促進 し ます 。 a a 
ム い わ て 岩 災 津波 アー カイ ブン 希望 
[目标 值 】 wbPpT7《 震 党 津 波 7 了 一 力 人 一 希 
指標 現状 値 (2017 年 度 ) 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
「 い わ て 岩 災 津波 アー カイ ブ 」 ア クセ ス 数 153,973 回 162,000 回 169,000 回 171.000 回 173,000 回 
【 取 組 計画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
いわ て 上 岩 災 津波 アー カイ ブン 希望 ご の 運用 > 
シス テム の 周知 と 活用 促進 > 
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【 取 組 項 目 】 
東日本 大 農 災 津波 伝承 館 に お ける ICT を 活用 し た 外国 人 の 受入 態勢 の 整備 


【 取 組 内 容 】 

県 で は 、 東 日 本 大 岩 災 津波 の 事実 と 教訓 を 世界 そし て 未来 へ と 伝承 し て いく た め 、 陸前 高田 市 に 東日本 大 岩 災 津 
波 伝承 館 「 い わ て TSUNAMI メモ リア ル 」 の 整備 を 進め て いま す 。 この 、「 いわて TSUNAMI メモ リア ル 」 で は 、 館内 の 
様々 な 展示 施設 の 解説 表示 に つい て 、 ICT を 活用 し 、 英語 、 韓国 語 、 中 国語 (繁体 字 ・ 簡 体 字 ) の 4 カ国 語 に 翻 
訳 表 示す る 多 言語 対応 シス テム を 活用 する こと に より 、 外国 人 に 対す る サー ビス の 向上 を 図る と と も に 、 世界 へ の 発信 力 


















































































を 高め ます 。 > 
市 衝 地 (か さ 上 げ ) A 
ペー ドン の し る 
こき - :二 > “全 
Wt \ 
号 > 
リル 遺失) 「 」 i 
指標 現状 値 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
2019 年 8 ~9 月 の 開館 後 の 状況 
を 踏ま えな が ら 適 切な 指標 を 検討 
【 取 組 計画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
多 言 き 期間 ~ 

| 多 言 i シス テム の 箇 用 (運用 保守 期間 : 2019 邊 月 X は 9 月 へ ) > 


ステ ム の 整備 


























【 取 組 項目 】 
と 畜 検 査 デ ー タ 処理 シス テム の 導入 に よる 迅速 か つ 適 正 な 検査 体制 の 構築 
【 取 組 内 容 】 a EAS 和 か 


県 で は 、 と 畜 場 で 処理 され る 牛 、 馬 、 豚 な どの 疾病 等 の 有無 を 、 獣医 a 電 
師 が 1 頭 ご と に 検査 し て いま す 。 & 
この と 畜 検 査 の 結果 に つい て は 、 牛 約 65 頭 / 日 、 豚 約 1.000 頭 / 日 "= 
の 検査 結果 を 即日 集計 する 必要 が あり 、 と 畜 頭 数 は 今後 も 増加 が 見 込 
まれ て いる こと か ら 、 これ ら に 対応 し た 体制 の 確立 が 必要 と な っ て いま す 。 
その た め 、 と 畜 検 査 デ ー タ 処理 シス テム の 導入 に より 、 と 畜 検 査 結果 の 
より 迅速 か つ 適 切な 集計 を 行う と と も に 、 メン テ ナ ン ス 体制 を 確保 する こと 
に より 、 適 正 で 効率 的 な 検査 体制 の 構築 を 進め ます 。 の 
また 、 シ ステ ム で 処理 し た と 畜 検 査 結果 を 生産 者 へ 還元 し 、 生産 者 に よ 。 
る 適切 な 飼養 管理 等 に 活用 する こと に より 、 安全 な 食肉 の 確保 に つなげ AA を と 


Oo 





【 目 標 値 】 申請 者 に 通知 生産 者 に 還元 



































指標 現状 値 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
適正 な と 童 検査 の 推進 = = = = = 
【 取 組 計 画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
































シス テム の 導入 。 > シス テム を 活用 し た と 畜 栓 査 の 実 施 > 
I I 
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® 仕事 収入 








【 取 組 項 目 】 
キャ ッシュ レス 化 の 推進 に よる 新た な 消費 の 拡大 と 中 小 企業 の 生産 性 の 向上 


【 取 組 内 容 】 
港 が 進ん で いる ほ 一 一 一 一 


本 県 で は 、 国際 定期 便 の 就航 や 大 型 ク レル ー ズ 船 の 寄 
か 、 今後 、 三陸 防災 復興 プロ ジェ クト 20 19 や ラグ ビー ワー ルド カッ プ 
2019 "の 開催 を 契機 と し た 交流 人 口 の 更 な る 拡大 が 期待 され て いま す 。 

こう し た 中 、 本 県 を 訪れ る 旅行 者 等 の 多様 な ニー ズ に 対応 し 、 ク レジ ッ ト カ 
ー ド や 電子 マネ ー、 QR コー ド お な ど に よる キャ ッシュ レス 化 を 推進 する こと に よ 
り 、 新た な 消費 の 拡大 と 、 中 小 企業 ・ 小 規模 事業 者 の 生産 性 の (向上 を 図 
る こと が 必要 で す 。 

その た め 、 国 ・ 市 町 村 ・ 商 工 団体 な と と 連 
携 し な が ら 、 小 規模 事業 者 へ の 普及 ・ 啓 発 
の 取組 を 推進 し 、 キ ャ ッシュ レス 決済 の 導入 
を 促進 し て いき ます 。 






ム キャ ッシュ レス 導入 セミ ナー の 様子 (宮古 市 ) 


本 』 





4 セミ ナー 後 の 個別 相談 の 様子 (宮古 市 ) 
































【 目 標 値 】 
指標 现状 值 2019 年 度 | 2020 年 度 | 2021 年 度 | 2022 年 度 
キャ ッシュ レス 決済 の 導入 に 向け た セミ ナー 等 の 開催 回 数 (累計 ) 王 4 回 6 回 8 回 10 回 
【 取 組 計画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 




















キャ ッシュ レス 決済 導入 セミ ナー の 開催 
キャ ッシュ レス 決済 の 導入 拡大 > 























商工 労働 観光 部 








仕事 . 収 入 県 内 企業 の 生産 性 と 競争 力 の 向上 


【 取 組 項 目 】 
も の づく り loT 講 座 等 の 開催 に よる 産業 人 材 の 育成 支援 
【 取 組 内 容 】 


化す る 可能 性 が あ 


第 4 次 産業 革命 の 進展 に より 、 産業 構造 が 変 
まっ て 


り 、 企業 の イノ ベー ショ ン 創 出 や 新た な ICT 利 活用 の 重要 性 が 高 
いま す 。 

こう し た 社会 ・ 経 済 情 勢 の 下 、 県 内 企業 の 生産 性 向上 や 競争 力 向 
上 の た め 、 企業 に よる イノ ベー ショ ン 創 出 や 1 CT 利 活 用 の 推進 を 担う 
専門 人 材 の 育成 が 必要 と な っ て いま す 。 

この こと か ら 、 県 で は 、 も の づく り IoT や 、 ド ロー ン 、 車載 ネッ トワ ー ク な 
と に 関す る 様々 な 人 材 養 成 講座 等 を 開催 する な ど に より 、 産学 官 の 連 
携 に よる 専門 人 材 の 育成 を 推進 し ます 。 


【 目 標 値 】 ※ 現 状 値 は 2018 年 単 年 の 実績 値 、 目標 値 は 2019 年 か ら 5 の 累計 








2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 


















































指標 現状 値 (2018 年 度 ) | 2019 年 度 
IoT 関係 の 講座 の 開催 回 数 (累計 ) 5 回 5 回 10 回 15 回 20 回 
【 取 組 計画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
人 材 育成 に 向け た 講座 の 継続 的 な 開催 (内 容 を 順次 見 直し ) > 
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【 取 組 項 目 】 
研究 会 や ET ロボ コン の 開催 等 に よる 組込み ソフ トウ ェ ア 技 術 の 振興 


【 取 組 内 容 】 

情報 関連 産業 は 、 も の づく り を は じ め と する 様々 な 産業 の 高 付加 価 
値 化 ・ 高 効率 化 に 寄与 する 基盤 で あり 、 そ の 競争 力 強 化 に 向け て 、 県 
内 企業 の 技術 力 向 上 、 取引 拡大 、 人 材 育成 支援 等 の 取組 を 産学 官 
が 一 体 と な っ て 推進 する 必要 が あり ます 。 

この こと か ら 、 県 で は 、 組込み ソフ トウ ェ ア 産 業 の 振興 を 図る た め 、 専 
門 家 講 師 を 招 聴 し て 研究 会 を 開催 し 、ICT の 最新 情報 等 を 県 内 企 
業 に 提供 し ます 。 

また 、 同一 の 走行 体 を 用 い 、 UML※ 等 で 企画 設計 し た ソフ トウ ェ ア に よ 
り 競 技 を する 「ET ロボ コン 東北 地区 大 会 」 を 運営 し 、 企業 内 の 若手 ・ 
学生 (高校 生 以 上 ) を 対象 に 、 これ か ら の 組込み ソフ トウ ェ ア 産 業 を 担う 
若手 エン ジニ ア の 育成 を 図る と と も に 、 よ り 年 少 者 を 対象 と し た 家族 ロボ 
ッ ト 教 室 の 開催 を 通し て 、 も の づく り の 楽し さ を 伝え 、 IT 人 材 に 係る 裾野 
の 拡大 を 進め ます 。 








※ Uni サラ ム の 設 ニュ : mw チ ヤ ン ビ ピオ ンシップ 
※ TR Modeling Language。 プロ グラ ム の 設計 や 分 析 を 行う と き の 共 通 の 9 do 156 バシ フィ コ 相 
【 目 標 値 】 ※ 現 状 値 は 2018 年 単 年 の 実績 値 、 目標 値 は 2019 年 か ら 5 の 累計 
指標 現状 値 (2018 年 度 ) 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 








若年 層 を 対象 と し た 組込み ソフ トウ ェ 





















































ア 技術 教育 等 の 開催 回 数 [累計 ) 上 本 
【 取 組 計画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
人 材 育成 に 向け た 研究 会 等 の 継続 的 な 開催 (内 容 を 順次 見 直し ) > 





























【 取 組 項 目 】 
ワー クシ ョ ッ プ 開催 等 に よる ICT を 活用 し た 生産 性 向上 の 取組 や 革新 的 な 製品 、 サ ービス の 創出 の 支援 


【 取 組 内 容 】 

も の づく り 企業 の 生産 現場 に お いて は 、 AI や ロボ ッ ト 等 の 活用 に より 生 
産 性 向上 の 取組 が 進 お むと と も に 、 も の づく り 企業 以外 の 分 野 で も 、「 第 
4 次 産業 革命 技術 」、「 産業 の コア 技術 」 及 び 「 関 連 デ ー タ 」 の 連携 に 
より 、 革新 的 な 製品 ・ サ ービス が 創出 され る 可能 性 が あり ます 。 

こう し た な か 、 県 内 企業 の 生産 性 向上 や 競争 力 向 上 の た め 、 企業 に 
よる イノ ベー ショ ン 創 出 や 1 CT 利 活 用 の 推進 に 加え 、ICT を 効果 的 に 
活用 で きる 人 材 の 育成 が 必要 と な っ て いま す 。 

この た め 、 県 で は 、 ICT を 活用 し た 新しい 産業 分 野 の 開拓 に 向け 、 
企業 等 の 第 4 次 産業 革命 技術 導入 に お ける 問題 抽出 の た め の WG 
設置 や 、 第 4 次 産業 革命 技術 に 関す る 勉強 会 等 の 開催 な ど 、 産学 
官 が 連携 し た 様々 な 取組 を 進め ます 。 




































































【 目 標 値 】 
指標 現状 値 2019 年 度 | 2020 年 度 | 2021 年 度 | 2022 年 度 
生産 性 向上 や 新 製品 開発 等 の 具現 化 に 取り 組 お グル ー プ 数 (累計 〕 二 2 グル ー プ | 4 クル ー プ | 6 クル ー プ | 8 クタ ループ 
【 取 組 計画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
ワー クシ ョ ッ プ 開催 > | 
| 生産 性 向上 の 取組 の 推進 、 新 製品 等 の 創出 
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政策 分 野 具体 的 な 方 策 | 所 管 部 局 









































仕事 収入 国内 外 か ら の 観光 客 の 誘客 拡大 商工 労働 観光 部 
【 取 組 項 目 】 
SNS 等 を 活用 し た 観光 情報 の 発信 と 受入 態勢 の 充実 
旬 いわ て の 旅 
【 取 組 内 容 】 ーー 


本 県 で は 、 外国 人 観光 客 が 増加 傾向 に あり 、 ラグ ビー ワー ルド カッ プ | 
2019 豆 等 の 国際 的 な イベ ント の 開催 や 、 台湾 と の 定期 便 の 就航 、 ク ル 
ー ズ 船 の 寄港 な ど に より 、 更 な る 増加 が 期待 され ます 。 

こう し た 中 、 県 で は これ まで 、 一 元 的 な 観光 情報 の 発信 や 多 言語 に よ 
る 情報 発信 、 宿泊 施設 等 の 外国 人 受入 環境 (無料 公衆 無線 L A 
N 等 ) の 整備 支援 や AR な ど を 活用 し た 観光 ガイ ドア プリ の 開発 な ど を 
実施 し て きま し た 。 

今後 、 国内 外 か ら の 更 な る 誘客 拡大 に 向け 、 多 言語 に 対応 し た 観光 
ポー タル サイ ト 「 い わ て の 旅 」 や SNS 等 を 活用 し 、 国内 外 に 本 県 観光 
情報 を 発信 する と と も に 、 宿泊 施設 等 の 無料 公衆 無線 L A N 、 キ ャ ッ 
シュ レス 決済 な どの I C 環境 整備 や 多 言語 対応 な と の 受入 環境 の 
整備 支援 な どの 取組 を 促進 し ます 。 





【 い わ て 満 琴 モ デル コー ス 】 【 い わ て ク 2 街道】 ~ 【 観 光 バ ス 】 浄土 ヶ 浜 ・ 田 


4 岩手 県 観光 ポー タル サイ ト 



































【 目 標 値 】 
指标 現状 値 (2017 年 度 ) | ”2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
宿泊 者 数 (延べ 人 数 全 施設 607.6 万 人 泊 617.1 万 人 泊 | 623.5 万 人 泊 | 625.8 万 人 泊 | 628.1 万 人 泊 
【 取 組 計画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 




















SNS を 活用 し た 多様 な 情報 発信 > | 情報 発信 ツー ル の 充実 

















受入 態勢 整備 促進 と 情報 発信 


w/ 


























【 取 組 項目 】 
バー チャ ル 技 術 を 活用 し た 新た な 動画 コン テン ツ に よる 岩手 ファ ン の 拡大 


【 取 組 内 容 】 

本 県 へ の 関心 を 更に 高め 、 新た な 岩手 アン を 獲得 する た め に 
は 、 若年 層 を は じ め 、 こ れ ま で 本 県 に 興味 ・ 関 心 が 薄 か っ た 顧客 
層 に 対し 、 効果 的 に 本 県 の 魅力 を 訴え て いく こと が 重要 で す 。 

この た め 、 「VTuber※~]」 や 「 バ ー チ ャ ルキ ャ スト ※^」 と いっ た デジ 
タル コン テン ツ を 駆使 し 、 従来 の 自治 体 に は な い 新 た な 情報 発信 
に 取り 組み ます 。 

こう し た 新た な コン テン ツ を 、 観光 振興 や 物産 販売 、 就職 や 移 
住 ・ 定 住 の 促進 な と 、 様々 な 分 野 の 情報 発信 に 活用 し 、 新た な 
岩手 アン や 関係 人 口 の 拡大 を 図り ます 。 





/ 寺 化 粧 の 岩手 山 、 
) を 紹 谷 し ます ! / 


※ 1 VTuber・‥・You Tube な どの 動画 配信 サー ビス を 利用 し て 配信 ・ 投 稿 を 行 
う 、 外見 が コン ピュ ー タ ー グ ラフ ィ ッ クス (CG) や イラ スト の キャ ラク ター。 

※ 2 バー チャ ルキ ャ スト ・・・ 外 見 が CG の キャ ラク ター 等 を 、 仮想 空間 上 で 操作 し な ム AVTuber の イメ ー ジ 図 
が 5 動画 の 配信 ( 主 に 生放送 ) を 行う こと が で きる サー ビス 。 


【 目 標 値 】 








指標 現状 値 (2018 年 度 見 込 ) 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 








岩手 県 公式 動画 チャ ン ネ ル 















































を NH の 3,925 人 5,000 人 6,500 人 7,000 人 8,000 人 
【 取 組 計画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
動画 コン テン ツ の 作成 > 動画 コン テン ツ の 配信 (SNS 等 と の 連動 を 通じ て 視聴 者 の 嗜好 や ニー ズ を 収集 し 、 内 容 を 充実 ) 
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【 取 組 項目 】 
就職 情報 サイ ト に よる 一 元 的 な 就職 支援 情報 の 発信 


【 取 組 内 容 】 
県 内 の 企業 に お いて は 、 人 材 不 足 が 深刻 化し て お り 、 若者 な どの 県 


内 就職 の 促進 に 向け た 、 よ り 効 果 的 な 情報 の 発信 が 求め られ て いま 


す 。 「 
こう し た こと か ら 、 県 で は 、 岩手 の 仕事 ・ 就 職 情報 サイ ト 「 シ ゴト バク ラ シ toi 

人 { IWATE」 に お いて 、 県 内 企業 の 情報 、 仕事 や 就職 に 関す る イベ ント お る えて お きた い 

情報 、 自治体 や 関係 機関 が 実施 する 支援 情報 な ど 、 岩手 で の 就職 に 就活 お 役立ち 情報 


つなが る 一 元 的 な 情報 発信 を 行い 、 県 内 の 若者 女性 や U・1 ター ン 希 
望 者 の 県 内 就職 支援 、 企業 の 採用 活動 や 人 材 育成 等 へ の 支援 な と 


に 取り 組み ます 。 ム 「 シ ゴト バク ラ シ バ IWATE」 


【 目 標 値 】 ※ 現 状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目標 値 は 2019 年 か ら 5 の 累計 






















































































指標 現状 値 (2017 年 度 ) | 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
人 43 社 50 社 100 社 150 社 200 社 
【 取 組 計 画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
岩手 の 仕事 就職 情報 サイ ト に よる 県 内 企業 等 に 関す る 情 幸作 ] > 

取組 No 政策 分 野 具体 的 な 方 策 所 管 部 局 

41 仕事 ・ 収 入 人 材 の 確保 と 職業 能力 の 開発 商工 労働 観光 部 
【 取 組 項目 】 

岩手 県 り :| タ ー ン シス テム に よる 県 外 在 住 者 へ の 求人 企業 情報 の 発信 

【 取 組 内 容 】 i es ae 


県 内 企業 に お ける 人 材 の 不足 に 対応 する た め に は 、 県 外 在 住 者 へ の 
効果 的 な 情報 の 発信 に 加え 、 就職 希望 者 と 県 内 企業 と の マッ チン グ の 強 
化 を 図る こと が 重要 で す 。 














この た め 、 県 で は 、 岩手 県 し ・ エ ター ン シ ス テム に より 、 県 内 の U・I ター | Ba 此 

ン 求 人 情報 を イン ター ネッ ト で 提供 する ほか 、 岩手 へ の U・1 ター ン 希 望 i a 
と 県 内 の 求人 企業 と の マッ チン グ を 支援 し て いき ます 。 ED CD 

未 万、 首都 图 EDOU . 1 ター ン フ ェ ア 等 の イベ ント や 就職 情報 サイ ト 「 シ ゴ ES 
トバ クラ シバ IWATE」 等 と 連携 し 、U・ 1 ター ン 希 望 者 及び 県 内 の 求人 = ーーーー 
企業 の り ・1T ター ン シ ス テム へ の 登録 の 増加 を 図り 、 人 材 の マッ チン グ が よ ーー Rec ms 
り 活発 に 行わ れる よう 、 求人 企業 情報 の 発信 に 取り 組ん で いき ます 。 4 ム 「 岩 手 県 り ・! ター ン シ ス テム 」 
【 目 標 値 】 現状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目標 値 は 2019 年 か ら の 累計 

指標 現状 値 (2017 年 度 ) 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 

U・1 ター ン シ ス テム 新規 登録 者 数 201 人 220 人 440 人 660 人 880 人 

(U・1 ター ン 希 望 者 ) 〔 累 計 ) 
U・1 ター ン シ ス テム 新規 登録 者 企業 数 96 社 120 社 240 社 360 社 480 社 

(県 内 求人 企業 ) 累计] 























【 取 組 計画 (工程 ) 】 











2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 

















岩手 県 U・1 ター ン シ ス テム に よる 県 外 在 住 者 へ の 求人 企業 情報 の 発信 
T T T 
岩手 県 り ・{ ター ン シ ス テム に よる 人 材 の マッ チン グ > 
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仕事 ・ 収 入 人 材 の 確保 と 職業 能力 の 開発 


【 取 組 項目 】 
e ラー ニン グ に よる 離職 者 等 の 再 就職 訓練 の 実施 
【 取 組 内 容 】 


県 で は 、 八 ロー ワー ク で 求職 活動 を 行っ て いる 離職 者 等 の 再 就職 を 支援 
する た め 、 国 か ら の 委託 を 受け て 、 離職 者 等 へ の 職業 訓練 を 実施 し て いま 
す 。 

し か し 、 離職 者 等 の 中 に は 、 育児 や 介護 の た め 外 出 を 制限 され る 方 や 、 
居住 地域 に 訓練 実施 機関 が な いこ と に より 、 職業 訓練 の 受講 が 困難 な ケ 
ー ス も あり ます 。 

この た め 、 県 で は 、 この よう な 方 々 を 対象 に 、 バ ソコ ン 等 の 情報 通信 機器 
を 活用 し た 在宅 に よる { T 実務 科 な どの 訓練 コー ス の 設定 に 取り 組み 、 外 
出 が 制限 され る 離職 者 の 再 就職 に 向け た 取組 を 支援 し て いき ます 。 


商工 労働 観光 部 


ーー を が ば まく Ep 


a 



































【 目 標 値 】 
指标 現状 値 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
設定 コー ス 数 累計 〕 ー 1 コース 2 コー ス 3 コー ス 4 コー ス 
【 取 組 計画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 























| 民間 の 訓練 実施 機関 及び 人 ハローワーク に 対す る e ラー ニン グ コ ー ス の 周知 


> 








e ラー ニン グ コ ー ス の 利用 促進 > 
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| 








43 | 仕事 収入 | 農林 水産 業 に お ける 生産 性 収益 力 の 向上 農林 水産 部 


【 取 組 項目 】 

ICT や ロボ ッ ト 技 術 等 の 導入 に よる 生産 活動 の 省力 化 ・ 効 率 化 と 収量 ・ 品 質 の 向上 
【 取 組 内 容 】 
《农业 》 

無人 農機 や ロボ ッ ト 技術 、 リ モー ト セ ン シ ング 技術 、 環 境 制御 技術 な 
と の 「 ス マー ト 農 業 」 技 術 の 普及 に より 、 農業 生産 活動 の 省力 化 ・ 効 率 クル 2 
化 じ 収量 ・ 品 質 の 向上 を 図り ます 。 ジン ング 

また 、「 い わ て スマ ー ト 農業 推進 研究 会 」 の 活動 や 「 い わ て スマ ー ト ee 
農業 祭 」 の 開催 等 を 通じ て 、 ス マー ト 農 業 技術 の 開発 ・ 普 及 を 進め ま 

| 
D2 | 


す 。 la 
ma 中 











さら に 、 ス マー ト 農 業 施設 ・ 機 器 を 活用 し 、 若手 生産 者 や 農業 大 学 
校生 等 へ の 研修 ・ 教 育 に 取り 組み ます 。 
(林業 〉 

航空 レー ザ 計 測 や 高 性 能 林業 機械 等 の 先端 技術 を 活用 し た 「 ス マ 
ー ト 林業 」 の 取組 を 推進 し 、 森林 施業 の 省力 化 ・ 効 率 化 を 図り ます 。 

また 、 航空 レー ザ 計 測 等 で 得 ら れ た 多様 な デー タ を 処理 ・ 解 析 し 、 生 
産 ・ 管 理 活動 に 活用 する 能力 を 有する 人 材 の 育成 に 取り 組み ます 。 









< 水 産業) 航空 レー ザ 計測 コン テ ナ 還 自動 灯っ うん 植 付 機 
ICT を 活用 し た 管理 技術 や 義 殖 作業 の 省力 化 機器 な どの 導入 に よ 
る 「 ス マー ト 水産 業 」 の 取組 を 推進 し 、 養 殖 生産 の 効率 化 を 図り ます 。 
また 、「 い わ て 水産 アカ デミ ー」 に お いて 、 ICT を 活用 で きる 人 材 の 育 
成 に 取り 組み ます 。 









アシ スト スー ツ 












































時 【 ワ カメ 刈り 取り 】 
ICT を 活用 し た 養殖 管理 手 作 業 か ら 自動 化 人 
【 目 標 値 】 
指標 現状 値 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
環境 制御 技術 導入 経営 体 数 【 累 計 〕 一 5 経営 体 9 経営 体 13 経営 体 16 経営 体 
【 取 組 計 画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 











ICT や ロボ ッ ト 技 術 等 の 開発 ・ 普 及 

















ICT や ロボ ッ ト 技 術 等 を 活用 で きる 人 材 の 育成 
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⑦ 歴史 ・ 文 化 


| 取組 No | 


| 取組 No 


_ | 忠 


文化 ・ 芸 術 情報 の 発信 | 文人 zx 术 -路 








【 取 組 項 目 】 
「 い わ て の 文化 情報 大 事典 」 を 通じ た 文化 芸術 情報 の 発信 
【 取 組 内 容 】 


本 県 は 、「 平泉 の 文化 遺産 」 と 「 明 治 日 本 の 産業 革命 遺産 ( 橋 野 
鉄鉱 山 ) 」 の 2 つの 世界 遺産 に 加え 、 世界 遺産 登録 を 目指 す 「 北 海 
道 ・ 北 東北 の 縄文 遺跡 群 (御所 野 遺跡 ) 」 や ユネ スコ の 無形 文化 遺 
産 で ある 早 池峰 神楽 、「 来 訪 神 : 仮面 ・ 仮 装 の 神々 」 を 構成 する 行事 
の 一 つ で ある 吉浜 の スネ カ な ど 、 世界 に 誇る 文化 的 な 資源 を 数 多く 有 し 

この よう な 、 本 県 の 優れ た 文化 芸術 に 関連 し た 情報 を 、 国内 外 に 向 
け 広 く 発信 する と と も に 、 県 民 や 文化 芸術 団体 等 が 、 イン ター ネッ ト を 通 
じ て 情 報 交換 を 行い 、 県 内 の 文化 芸術 活動 を 活発 に する こと で 、 地域 
の 活性 化 に つなげ て い 〈 こ と が 必要 で す 。 

その た め 、「 いわて の 文化 情報 大 事典 」 ホ ー ム ペー ジ を 活用 し 、 最新 の 
文化 芸術 関連 情報 を わか りや すく 提供 する と と も に 、S N S の 活用 や 
外国 語 ペ ー ジ の 充実 を 図る こと 等 に より 、 国内 外 へ の 本 県 の 魅力 の 発 
信 を 強化 し て いき ます 。 








ーー 9 ーー 〇 本 県 の 最新 の 文人 芸術 情報 
di 本当 本 を 掲載 

回 | 文化 の 記名 〇 5 N S に よる 情報 発信 
| 加計 還 他 


@ い わ て の 文化 芸術 関連 情報 
を 国内 外 へ 向け て 提供 

@ イ ンタ ーネット を 通じ た 情報 
交換 

@ 県 内 の 文化 芸術 活動 の 活 
発 化 、 本 県 の 魅力 の 発信 強化 






























































【 目 標 値 】 
指标 現状 値 (2017 年 度 ) | 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
「 い わ て の 文化 情報 大 事典 」 
ホー ムペ ー ジ 訪問 者 数 398,181 人 406,000 人 411,000 人 414,000 人 417,000 人 
【 取 組 計 画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
ホー ムペ ー ジ に よる 情報 の 発信 と 内 容 の 充実 > 
S N S の 活用 や 外国 語 対応 の 充実 > 
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⑧ 自然 


還 

































取組 No ーー 具体 的 な 方 策 所 管 部 局 
45 自然 環境 生物 多様 性 の 保全 環境 生活 部 
【 取 組 項目 】 
GPS を 活用 し た ツキ ノワ グマ の 動態 調査 と 出没 メカ ニズム の 解明 の 
【 取 組 内 容 】 5 一 > 動 を 把 所 可能 
本 県 で は 、 毎 年 ツウ キ ノワ グマ に よる 人 身 被害 が 発生 し て お り 、 こ れ ら 被 人 


害 の 低減 と 個体 数 維持 の バラ ンス を 取っ た 、 適正 な 捕獲 数 の 算定 が 必 
要 と な っ て いま す 。 

この こと か ら 、 GPS に よる ツキ ノワ グマ の 行動 圏 調査 等 を モデ ル 的 に 行 
い 、 精度 の 高い 個体 数 の 推定 と 将来 予測 の 手法 を 開発 し ます 。 

また 、 収集 し た デー タ は 大 学 等 の 研究 者 に も 提供 し 、 クマ の 行動 と 植 
生 な ど と 環境 要因 と の 関係 を 調べ 、 特に 、 ク マ が 大 量 に 出没 し た 年 の 


| 




































































GPS 調査 結果 か ら 、 人 里 へ の 出没 メカ ニズム の 解明 を 図り ます 。 GPS 首輪 
【 目 標 値 】 
指標 現状 値 2019 年度 | 2020 年 度 | 2021 年 度 | 2022 年 度 
個体 数 の 推定 と 将来 予測 の 手法 の 開発 = ー ー 
【 取 組 計 画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
クマ の 行動 GPS デー タ の 蓄積 と 共同 研究 機関 の 提 供 | 
NO 2 站 有 RED) > 
和 0 行动 四 op 把握 > | 个体 知 动感 * 耶 测 法 0 并 芝 “> | 抽 科 上 上 算出 方 法 検討 | 























※ 個体 群 動態 と は 、DNA タイ プ で 他 と 区 別 で きる クマ の 集団 の 、 生息 密度 の 変化 を 意味 し ます 。 




















取組 No 具体 的 な 方 策 所 管 部 局 
46 良好 な 大 気 環境 の 保全 環境 生活 部 
【 取 組 項 目 】 
「 い わ て モバ イル メー ル 」 を 活用 し た 光化学 オキ シダ ント 注意 報 等 の 発令 
【 取 組 内 容 】 





注意 報 等 発令 時 の モバ イル メー ル に よる 
周知 イメ ー ジ 


AD 


From : mail@… jp 

Sub : 岩手 県 光化学 オキ シダ ント 
注意 報 発令 

本 日 、@ 時 @ 分 、「O 〇 OO 地 


_ 本 県 に お ける 大 気 環境 は 、 環境 基準 を 概ね 達成 し て いま す が 、 大 気 

ち 染物 質 で ある 微小 粒子 状 物質 (PM2.5*) な どの 濃度 上 昇 が 時 期 
に よら て 人 され て いま す 。 

この た め 、 PM2.5 の 濃度 が 上 昇 し た 場合 の 「 注 意 喚起 」 や 、 光化学 オ 
キシ ダン ト 濃 度 が 上 昇 し た 場合 の 「 光 化学 オキ シダ ント 注意 報 」 の 発令 が 
な され た 際 、 広く 県 民 に 対し 迅速 に 情報 提供 を 行う こと に より 、 健康 被害 
の 発生 を 未然 に 防止 する こと が 重要 で す 。 

情報 を 用 いて 、 発 


この こと か ら 、 いわ て モバ イル メー ル ・ 岩手 県 ほ 大 気 汚染 
令 情報 を 迅速 に 県 民 に 配信 し ます 。 
また 、 様々 な 機会 を 通じ し て モバ イル メー ル を 周知 する こと に より 、 更 な る 
モバ イル メー ル の 登録 を 促し 、 よ り 多く の 県 民 へ の 情報 の 配信 を 進め ます 。 











県 民 
学校 関係 者 





域 」 に 「 光 化学 オキ シダ 



































※ PM2.5・…・ 大 気 中 に 浮遊 する 粒子 状 の 物質 で 、 特 に 粒 径 が 小さ いも の (2.5um 下 ) 。 ント 注意 報 」 を 発令 し ま 
呼吸 器 の 奥深 くま で 入り 込み や すい こと な どか ら 、 人 へ の 健康 影響 が 懸念 され て いる 。 し た 。 
【 目 標 値 】 
指标 現状 値 (2017 年 度 ) | 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
いわ て モバ イル メー ル 登 録 件 数 (累計 〕 9,879 件 10,400 件 10,700 件 11,000 件 11,300 件 
【 取 組 計画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 




















一 般 県 民 に 向け た モバ イル メー ル 登 録 の 広報 (HP、 イ ベン ト で の 資料 配布 等 ) 











PM2.5・ 光 化 オ キシ ダン ト 連 絡 
訓練 の 実施 





訓練 の 実施 


PM2.5・ 光 化 オキ シダ ント 連絡 > 





PM2.5・ 光 化 オ キシ ダン ト 連 絡 
訓練 の 実施 











訓練 の 実施 


PM2.5・ 光 化 オ キシ ダン ト 連 絡 > 
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【 取 組 項目 】 
三 了 時 ジオ パー ク に 関す る 多様 な 媒体 で の 情報 発信 


【 取 組 内 容 】 

本 県 は 、 地 球 活動 の 歴史 と 震 災 の 記憶 を 後世 に 伝え る 学習 フィ ー ル 
ド で ある 「 三 陸 ジ オ パ ー ク 」 を 有 し て いま す 。 

この 三陸 ジオ パー ク に 関す る 情報 等 を 多様 な 媒体 (ホー ムペ ー ジ や 
Twitter、 facebook) で 発信 し 、 国内 外 に 向け た 更 な る 理解 の 促進 
を 目指 し ます 。 

また 、 三陸 ジオ パー ク に お ける 各 ジ オ サ イ ト (見 と ころ ) の 魅力 な ど が 
分 か る V R 動画 の 県 公式 動画 チャ ン ネ ル 等 で の 配信 や 、V R ゴー グル 
を 活用 し た 主要 関連 施設 や イベ ント 会 場 で の 視聴 、 チ ラ シ の 配 架 な ど に 






































より 積極 的 な 情報 発信 を 行い ます 。 ム 三 陸 ジ オ パ ー ク ホー ムペ ー ジ 
【 目 標 値 】 
指標 現状 値 (2017 年 度 ) 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
多様 な 媒体 の 更新 件 数 〔 累 計 ) 12 件 36 件 72 件 108 件 144 件 
【 取 組 計 画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 


























VR 動画 を 活用 し た 効果 的 な 魅力 の 発信 











1 
多様 な 媒体 で の 情報 発信 














【 取 組 項 目 】 
ホー ムペ ー ジ を 活用 し た 省エネ 行動 の 見 える 化 


【 取 組 内 容 】 
県 で は 、 CO っ の 削減 に 向け て 、 県 民 が それ ぞ れ の ライ フス タイ ル に 合 
わせ て 取り 組 お こと が で きる 省エネ 行動 を 提案 し て いま す 。 。 の や て を 
具体 的 に は 、「 い わ て わん こ 節電 所 」 ホ ー ム ペー ジ で 省エネ 行動 の 成 ~、 じん ミュ 
果 を 見 える 化す る と と も に 、 SNS な ど に より 地球 温暖 化 に 関す る 情報 発 ” "「 
信 を 行う こと を 通い 、 エ ネル ギー 消費 の 少な い ラ イフ スタ イル へ の 転換 を 
促進 し て いま す 。 家庭 の 削減 数 
今後 は 、 更に コン テン ツ の 充実 を 図り 、 より 分 か りや すい 情報 発信 を 行 
5 継続 的 な 周知 広報 を 行い 、 多く の 県 民 の ホー ムペ ー ジ 訪問 = 
を 促し ます 。 
また 、 こ の 取組 へ の 協賛 企業 を 募る な ど 、 県 内 団体 と 連携 し た 温暖 
化 防止 の 取組 を 進め ます 。 


108,141 kw 相当 前 注 ! 
世 了 分 の 年 曽 和 所 合用 屋 が 前 生 さ れ ま し た 






































【 目 標 値 】 
指标 現状 値 (2017 年 度 ) | ”2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
家庭 の エコ チェ ッ ク 参 加 者 数 (累計) 7,437 人 28,300 人 38,700 人 49,100 人 59,500 人 
【 取 組 計画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 























ホー ムペ ー ジ の 周知 広報 及び 参加 促進 


> 








コン テン ツ の 充実 > 








73 




















【 取 組 項 目 】 
自立 ・ 分 散 型 エ ネル ギー 供給 シス テム の 導入 促進 






























































【 取 組 内 容 】 一 ese 
東日本 大 岩 災 の 被災 地 を は じ め と し た 県 内 各地 域 に お い === 
て 、 エ ネル ギー を 効率 的 に 利用 し 、 災害 時 に お いて も 一 定 の ーー ペニー 
エネ ルギー を 賭 う 自立 ・ 分 散 型 エ ネル ギー 供給 シス テム の 導 ーー ン P 
入 を 促進 する た め 、 事 業 化 を 前 提 と し た 導入 計画 の 策定 や ES と の) 
設計 等 を 進め よう と する 市 町 村 等 の 取組 を 支援 し ます 。 = TE ーー 時 
計画 策定 に あたっ て は 、ICT を 利用 し た 電力 の 電 給 状態 ER テー 
の 可視 化 や 、 情報 ネッ トワ ー ク と 送 配電 網 を 組み 合わ せる こと = 2 
に よる 地域 内 の 電力 融通 、 通 信 機能 付き の 電力 計 を 利用 自 ) 党 
し た 地域 内 の 統合 的 な 電力 管理 な と 、 各地 域 で 作り 出し た czp ハイ NAA 
エネ ルギー を 効率 的 に 利用 する 取組 を 推進 し ます 。 AI ”人 
[目标 值 】 
指标 現状 値 (2018 年 度 ) 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
補助 金 を 活用 し て 自立 ・ 分 散 型 エネ 
ルギー 供給 シス テム の 導入 計画 を 策 5 市 町 村 6 市 町 村 7 市 町 村 8 市 町 村 9 市 町 村 
定 す る 市 町 村 等 の 数 〔 累 計 〕 
【 取 組 計画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
1 1 
補助 事業 に よる 計画 策定 支援 > | 継続 実施 を 検討 > 
EE ーー [i 
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⑨ 社会 基盤 




















【 取 組 項目 】 
ICT を 利 活用 し た 地域 課題 の 解決 に 向け た 取組 の 推進 


【 取 組 内 容 】 

観光 ・ 商 業 ・ 農 林 水 産業 等 の 産業 振興 や 県 民生 活 の 
利便 性 向上 を 図り 、 地域 を 活性 化す る た め 、 ICT を 活用 
し た 取組 を より 一 層 進 め て いく 必要 が あり ます 。 

県 で は 、ICT サー ビス を 提供 する 側 、 利用 する 側 そ れ ぞ 




































































れ の 立場 か ら 専門 的 な 知見 を 有する 方 と し て 、 学識 経験 a 
者 、 情 報 通信 事業 者 、 一 次 産業 、 中 小 企業 、NPO、 市 
町 村 等 か 5 な る 有識者 会 議 を 設置 し 、 本 県 に お ける ICT a 
利 活 用 推進 施策 に 対し それ ぞ れ の 立場 か ら 意見 を 伺い 、 
専門 的 な 知見 を 活用 し な が ら 、ICT を 利 活 用 し た 地域 
課題 の 解決 に 向け た 取組 を 推進 し ます 。 
人 材 育成 
on fen fm fn ens 
基盤 整備 
【目标 值 】 
指标 現状 値 (2017 年 度 ) | 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
市 町 村 ICT 利 活用 サー ビス 開始 18 件 15 件 17 件 19 件 21 件 
【 取 組 計画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
市 町 村 等 の 1 C T 利 活用 検討 の 場 へ の 参画 に よる 助言 > 
市 町 村 等 の I C T 利 活用 に 係る 取組 の 普及 ・ 導 入 促進 > 


























【 取 組 項 目 】 
市 町 村 や 企業 等 の ICT を 利 活用 し た 取組 の 支援 





【 取 組 内 容 】 

人 口 減少 や 少子 高齢 化 に より 、 労働 力 不足 
な ど 様 々 な 課題 が 深刻 化す る こと が 懸念 され て 
お り 、 こ れ ら の 課題 を 解決 する た め 、1 CT を 
活用 し た 取組 を 更に 推進 する 必要 が あり ます 。 

こう し た 背景 を 踏ま え 、 I CT 専門 家 を 派 
遣 す る こと や 、 A 1 、 ロ ボテ ィ ク ス 、R P A を 活 
用 し た 生産 性 向上 や 業務 改善 な と の 先進 的 
な 1CT 利 活用 事例 を 普及 、 導入 促進 する 
こと に より 、 市 町 村 や 企業 等 の 1 CT を 利 活 














アド バイ ザー 
(大 学 教授 ・ 





IT 事業 者 
(OB を 含む ) ) 






































三 く 講師 派遣 > 
用 し た 取組 を 支援 し ます 。 
【 目 標 値 】 
指標 現状 値 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
アド バイ ザー 派遣 件 数 〔 累 計 〕 ー 8 件 16 件 24 件 32 件 
【 取 組 計画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 


























アド バイ ザー 制度 の 創設 





アド バイ ザー に よる 市 町 村 ・ 企 業 等 、 地域 の 取組 支援 








1 CT 和 活 用 事例 の 普及 、 導 入 促進 に 向け た 出前 講座 の 実施 


SN 
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【 取 組 項目 】 


ICT 人 材 を 育成 する 取組 の 支援 


【 取 組 内 容 】 


I o T 化 が 進み 、 イ ンタ ーネット 上 に 存在 する ビッ グ デ ー タ 等 を A I 
* 情 報 を 取り 出す 技術 な ど 、1 C 技術 は 急速 に 


で 解析 し て 必要 な 
進展 し て いま す 。 


また 、 様 々 な デー タ が 付加 価値 を 生 お 社会 に お いて は 、 デー タ 利 活 
用 に 関す る 高度 な 知識 を 持ち 、 教え 広め ゆ て いく こと が で きる 人 材 が 求 


め ら れ て いま す 。 


こう し た 背景 を 踏ま え 、 最新 の I CT の 利 活用 事例 を 紹介 する フエ 
ア の 開催 等 に よる 県 民 や 企業 等 へ の 普及 啓発 を 行う と と も に 、 大 学 
等 と 連携 し た 産業 人 材 育成 に 向け た セミ ナー、 研修 会 
り TI CT 人 材 を 育成 する 取組 を 推進 し ます 。 


等 の 開催 に よ 





【 い わ て ICT フェ ア 2018 の セミ ナー の 様子 】 




































































【 目 標 値 】 

指標 現状 値 (2018 年 度 ) 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
I CT エア 来場 者 数 479 人 520 人 560 人 600 人 640 人 

※ 現 状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目 標 値 は 2019 年 か ら の 累計 

指標 現状 値 (2017 年 度 ) 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
I CT セミ ナー 受講 者 数 〔 累 計 ]〕 93 人 180 人 370 人 570 人 780 人 
【 取 組 計画 (工程 ) 】 

2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
アド バイ ザー 1 CT フェ ア 等 に よる 普及 秘 発 ・ 情報 リテラ シー 向上 の 取組 の 推進 
制度 構築 セミ ナー 研修 会 の 実 爺 に よる 先進 的 ICT 利 活用 人 材 ・ デ ー タ 利 活 用 人 材 の 育成 

















【 取 組 項目 】 


衛星 回 線 を 使用 し た 水門 ・ 陸 間 自 動 閉鎖 シス テム 整備 の 推進 


【 取 組 内 容 】 


水門 ・ 陸 間 自 動 閉鎖 シス テム は 、 津波 注意 報 等 が 発表 され ] アラ ー ト 信 
号 を 受信 する と 、 災害 に 強い 専用 の 衛星 回 線 を 使用 し 、 人 が 操作 する こと な く 
号 を 水門 ・ 陸 間 へ 送信 し 閉鎖 を 行い ます 。 

東日本 大 岩 災 津波 に お いて 水門 等 の 閉鎖 作業 に 従事 し た 多く の 操作 員 が 
被害 に あっ た 事実 を 踏ま え 、 水門 ・ 陸 病 操作 を 遠隔 自動 化す る こと で 安全 か 
っ 迅速 、 確実 な 水門 ・ 陸 間 の 閉鎖 が 図ら れ ます 。 

県 で は 、 管理 する 182 箇所 の 水門 ・ 陸 間 を 遠隔 自動 化す る 計画 を 進め て 
お り 、 2017 年 7 月 31 日 に 神林 水門 な ど 8 箇所 で 運用 を 開始 し まし た 。 

今後 も 、 水門 ・ 陸 病 本 体 の 整備 に 合わ せ て 、 順次 、 水門 ・ 陸 病 自 動 閉鎖 
シス テム を 整備 し 、 運用 を 開始 し て いき ます 。 


自動 で 閉鎖 信 


岩手 県 訂 
着 石 合同 序 售 





i 人 Pe 時 


















































※ 津波 注意 報 等 ・…「 大 津波 警報 」「 津 波 警報 」「 津 波 注意 報 」 を さ し ます 。 
【 目 標 値 】 
指標 現状 値 (2017 年 度 ) 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
海岸 水門 等 の 遠隔 自動 化 箇 所 数 ーー 時 本 a i 
(県 管理 ) (累計) 11 箇所 85 箇所 182 箇所 182 箇所 182 箇所 
【 取 組 計 画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 




















水門 ・ 陸 病 自 動 閉鎖 シス テム を 整備 

















水門 ・ 陸 間 自 動 閉鎖 シス テム の 運用 
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取組 No 政策 分 野 具体 的 な 方 策 所 管 部 局 




























54 社会 基盤 河川 や 道路 等 の 情報 提供 に よる 安全 の 確保 県 土 整備 部 
【 取 組 項目 】 

岩手 県 河川 情報 シス テム に よる 河川 情報 の 迅速 な 提供 リン ae MR ee ーー コー ウー キー コロ 
【 取 組 内 容 】 トー 3 sn = 


河川 に よる 災害 を 防ぐ た め に は 、 水位 等 の 河川 に 関す る 情報 を 迅速 か つ 
確実 に 県 民 に 伝え る こと が 重要 で す 。 

この た め 、 県 で は 、 河川 情報 シス テム に より 、 県 内 67 河川 127 箇所 に 
お ける 水位 、187 箇所 の 雨量 情報 の 他 、 水防 警報 の 発表 状況 や 水位 監 
視 カ メラ の 画像 を 提供 し て いま す 。 

また 、「 いわて モバ イル メー ル 」 を 活用 し 、 個人 の 携帯 端末 へ 、 各 観測 所 
の 水位 超過 情報 を 自 動 で 配信 し て いま す 。 = E 





























今後 は 、 水 位 周知 河川 の 指定 拡大 や 、 水位 計 の 設置 を 更に 進め 、 確 計 綱 
実 な 河川 情報 の 提供 を 実施 し 、 大 雨 や 洪水 等 の 緊急 時 に お ける 、 県 民 の 
速やか な 避難 行動 等 に 結び 付け て いき ます 。 











(参考 ) H29. 10 月 台風 第 21 号 の 際 の 水位 情報 


se 
062 下 
054 1 
146 


07 




































































【目标 值 】 
指标 现状 值 (2017 年 度 ) 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
了 位 情報 提供 箇所 数 (県 管理 ) (累計 】 82 箇所 90 箇所 93 箇所 95 箇所 97 箇所 
【 取 組 計画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 






































水位 計 の 設置 | 水位 計 の 設置 | 水位 計 の 設置 > | 水位 計 の 設置 > 


シス テム に よる デー タ 配 信 > 






































利用 者 拡大 (各種 説明 会 等 に お いて チラ シ の 配布 等 を 実施 > 
取組 No 政策 分 野 具体 的 な 方 策 所 管 部 局 
55 社会 基 蚂 河川 や 道路 等 の 情報 提供 に よる 安全 の 確保 県 土 整備 部 
【 取 組 項 目 】 
岩手 県 土砂 災害 警戒 情報 シス テム に よる 土砂 災害 警戒 情報 等 の 迅速 な 提供 
【 取 組 内 容 】 外 


大 雨 な ど に より 土砂 災害 の 発生 の 恐れ が ある 場合 に は 、 県 民 に 対し て 
様々 な 手段 で 迅速 に 情報 を 提供 し て いく こと が 必要 で す 。 
この た め 、「 岩手 県 土砂 災害 警戒 情報 シス テム 」 に より 、 土砂 災害 の 発 





















生 危 険 度 に 関す る 情報 、 土 砂 災害 警戒 情報 の 発表 状況 、 レ ー ダ ー 及 び 3 
地上 観測 に よる 雨量 情報 を イン ター ネッ ト 上 で 提供 し て いま す 。 SA 

また 、 土 砂 災 害 警 戒 情 報 を 、「 い わ て モバ イル メー ル 」 を 通じ て 個人 の 携 SEE * oi - 
帯 端末 に 自動 で 配信 し て いま す 。 sn こと 

さら に 、 今後 は 、 気 象 庁 に よる 情報 提供 の 高 頻度 化 * に 対応 する な ど 、 于 本 a 
避難 活動 の 開始 や 避難 勧告 等 の 発令 の 判断 に 資す る よう 、 より 有効 な 情 * 上 
報 提供 を 行っ て いき ます 。 HLT 人 RA 
※ 気象庁 に よる 情報 提供 の 高 頻度 化 ・‥・ 土 砂 災 害 の 発生 危険 度 判定 に 関す る 情報 の 提供 

間隔 が 、 30 分 間隔 か ら 10 分 間隔 に 高 頻度 化し て いる (参考 ) H30.8 月 大 雨 警报 时 只 危 院 度 情报 
[目标 值 】 











指标 現状 値 2019 年 度 | 2020 年 度 | 2021 年 度 | 2022 年 度 
填 砂 災害 警 情 報 シス テム の 安定 し た 運用 ー ー ー ー ー 


【 取 組 計画 (工程 ) 】 










































































2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
| 新た な 情報 配信 対応 、 >| 。 情報 配信 内 容 の 更新 >]| 情報 配信 内 容 の 更新 。 >|| 情報 配信 内 容 の 更新 > 
] シス テム に よる デー ' > 
利用 者 拡大 (名 種 研修 会 等 に お いて シス テム に っ いて 周知 











77 








社会 基盤 河川 や 道路 等 の 情報 提供 に よる 安全 の 確保 県 土 整 備 部 





【 取 組 項 目 】 
岩手 県 道路 情報 提供 サー ビス に よる 道路 利用 者 の 利便 性 の 向上 
【 取 組 内 容 】 | 通行 規制 情報 の 提供 | 。 | 路面 状態 の 画 錠 提 供 | 
ll ーー 


県 で は 、 県 民 が 安全 か つ 快 適 に 道路 を 利用 で きる よう に する た め に 、 
「 岩 手 県 道路 情報 提供 サー ビス 」 を 運用 し て いま す 。 

この シス テム を 活用 し 、 路面 監視 カメ ラ に よる 道路 の 路面 状態 の 画 
像 や 、 工 事 ・ 災 害 ・ 積 雪 等 に よる 通行 規制 の 状況 に つい て 、 最新 の 情 
報 を 提供 し て いき ます 。 

また 、 ホ ー ム ペー ジ の 操作 性 の 改善 や スマ ー ト フォ ン 用 ペー ジ の 改良 等 
を 随時 行い 、 安定 し た サー ビス の 継続 に 取り 組み ます 。 





【 目 標 値 】 





指標 现状 值 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
岩手 県 道路 情報 提供 サー ビス の 安定 し た 運用 = = 二 
































【 取 組 計画 (工程 ) 】 






























































2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
' 路面 際 視 か * う の 補修 点検 ' > 
' 通行 規制 情報 等 の 操作 > 
SO > ホー ムペ ー ホー ムペ ー ジ の 情報 更新 > | ホー ムペ ベー ジ の 情報 更新 > 











建設 現場 の 生産 性 向上 県 土 整 備 部 





【 取 組 項目 】 
に Construction の 導入 に よる 建設 現場 の 生産 性 向上 
【 取 組 内 容 】 


今後 、 労 働 力 不足 が 予想 され る 建設 現場 に お いて 、 建設 ICT 技術 
※ の 活用 を 進め 、 施工 管理 の 高度 化 、 品質 の 確保 等 を 図り 、 生産 性 
の 向上 を 図る こと が 必要 で す 。 
その た め 、 県 営 建設 工事 に お いて 、 建 設 ICT 技術 の 適用 が 可能 
「ICT 活用 工事 」 の 発注 を 進め る ほか 、 現場 見 学 会 .技术 请 可 会 0 有 
催 等 を 通じ て 、 県 内 企業 へ の 建設 ICT 技術 の 普及 や 、 技術 者 等 の 
人 材 育成 を 促進 し ます 。 


本 、 ー 習熟 度 に 関 ら ず 誰 で 
※ 建設 ICT 技術 ・・・ ド ロー ン や レー ザー スキ ャ ナー に よる 地形 測量 技術 を 用 いて 3 次 元 地 も 設計 図 ど お り の 施 








形 デ ー タ を 取得 し 、 設 計 図面 を 3 次 元 デー タ で 作成 する 。 その デー タ を 入力 し た ICT 専 放 エバ で きる 
用 建設 機械 で 機械 操作 の 一 部 を 自動 制御 し 、 半 自動 的 に 工事 を 施工 する 技術 。 作 
業 効 率 が 向上 する 他 、 安 全 性 の 向上 や 工期 短縮 等 の 効果 も あり ます 。 
























































【 目 標 値 】 
指標 現状 値 (2017 年 度 ) | 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
ICT を 活用 し た 県 営 建設 工事 の 実施 
na 14 件 28 件 35 件 42 件 50 件 
【 取 組 計画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
| ICT 活用 工事 の 発注 や 、 見 学会 開催 6 通じ て 、 県 内 企業 に 建設 ICT 所 を 較 る > 
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取組 No 政策 分 野 具体 的 な 方 策 所 管 部 局 




















58 社会 基盤 情報 通信 基盤 の 整備 政策 地域 部 
【 取 組 項 目 】 
携帯 電話 の 不感 地域 解消 の 取組 の 支援 
【 取 組 内 容 】 


筑 帯 電話 は 、 日 常 生 活 の みな ら ず 、 緊急 時 の 連 
絡 手段 と し て 有効 な お も の で あり 、 不感 地域 の 解消 は 
重要 な 課題 で す 。 

し か し 、 県 内 に は 地理 的 条件 や 携帯 事業 者 の 採 
算 性 の 問題 等 に より 大 地 局 整 備 が 困難 な 地域 も あ 
り 、 そ の 解消 が 必要 と な っ て いま す 。 

この た め 、 通信 事業 者 、 市 町 村 等 と 連携 し 、 条件 
不利 地域 に お ける 携帯 電話 の サー ビス エリ ア の 拡大 を 
促進 し ます 。 



























































【 目 標 値 】 
指标 現状 値 (2017 年 度 ) | ”2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
携帯 電話 不感 地域 人 口 3,369 人 3,109 人 3.071 人 3.034 人 3.010 人 
【 取 組 計画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
市 町 村 の 整備 支援 























携帯 事業 者 へ の 要望 活動 >| 携帯 事業 者 へ の 要望 活動 > || 携帯 事業 者 へ の 要望 活動 > || 携帯 事業 者 へ の 要望 活動 > 



































取組 No 政策 分 野 具体 的 な 方 策 所 管 部 局 
59 社会 基盤 情報 通信 基盤 の 整備 政策 地域 部 
【 取 組 項 目 】 
超 高 速 プロ ー ド バン ド 環 境 の 整備 等 の 取組 の 支援 
【 取 組 内 容 】 


光 プ アイ バ ー 等 の 超 高速 ブロ ー ド バン ド 環 境 は 、 日 常 生 活 に 欠か せな い イ ン フ ラ で あり 、 未 整備 地域 の 解消 は 重要 な 課題 
で す 。 

し か し 、 本 県 に は 通信 事業 者 の 採算 性 の 問題 等 に より 整備 が 進ん で いな い 地域 も あり 、 その 解消 が 必要 と な っ て いま す 。 

この こと か ら 、 通信 事業 者 へ の 働き か け や 国 の 支援 制度 の 活用 等 に より 、 超 高 速 ブロ ー ド バン ド 基 盤 の 整備 や 東日本 大 
岩 災 津波 の 被災 地 等 に お ける 地上 デジ タル 放送 の 難 視聴 地域 の 解消 等 に 向け た 市 町 村 の 取組 を 支援 し ます 。 













ノイ シタ ー 
ネッ トー 他 
ーー 電気 通信 事業 者 
由 会 
市 役所 等 & Ag/ 教育 施設 等 





【 目 標 値 】 ※ 現 状 値 は 2017 年 単 年 の 実績 値 、 目標 値 は 2019 年 か ら 5 の 累計 
指標 現状 値 (2017 年 度 ) 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 


超 高 速 ブ ロー ドバンド ( 光 フ アイ バー) 
サー ビス 拡大 支援 エリ 数 (累計 ) 
【 取 組 計 画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
通信 事業 者 へ の 働き か け >】 通信 事業 者 へ の 働き か け > || 通信 事業 者 へ の 働き かけ 、 >|| 通信 事業 者 へ の 働き か け > 


市 町 村 の 取組 支援 > 


79 











0 3 箇所 6 箇所 9 箇所 12 箇所 

























































































若者 ・ 女 性 の 活躍 支援 環境 生活 部 





【 取 組 項 目 】 
若者 ・ 女 性 の 活躍 を 支援 する 情報 発信 の 充実 


【 取 組 内 容 】 
(若者 活躍 支援 ) 

「 い わ て 若者 交流 ポー タル サイ ト (コネ クリス) 」 に 登録 し た 若者 
団体 が 活発 に 情報 発信 ・ 共 有 な と を 行う こと で 、 新た な 事業 の 展開 
を 促す と と も に 、 若者 な ら で は の 拡散 力 を 活用 し て 、 岩手 の 若者 の 活 
動 を 県 内 外 に 発信 し 、 若者 の 活躍 を 支援 し ます 。 

また 、 今後 は 、 さらに 多く の 若者 団体 に 登録 を 呼び か ける と と も に 、 @ 利用 促進 
サイ ト の コン テン ツ を 充実 し 、 若者 の 活発 な 交流 を 促進 し ます 。 

(女性 活躍 支援 ) 

「 い わ て 女性 の 活躍 応援 サイ ト 」 を 活用 し 、 働き た い 、 起業 し た い 、 县 

キャ リア ッ プ し た い 、 様々 な 分 野 で 活躍 し た い 女 性 に 対し 、 県 が 必要 


な 情報 を 提供 する こと で 、 女 性 活躍 を 支援 し ます 。 

また 、 今後 は 、 サ イト の スマ ー ト フォ ン 対 応 を 図る と と も に 、 働く 女性 「 室 若者 ・ 女 性 
を 支援 する コン テン ツ (子育て ・ 介 護 支援 、 キ ャ リア 支援 ) を 充実 a の 活躍 
し 、 更 な る 利用 促進 を 図り ます 。 e 


@ コン テン ツ 充実 
@ 登録 団体 増 










































































【 目 標 値 】 
指標 現状 値 (2017 年 度 ) 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
いわ て 若者 交流 ポー タル サイ ト 37,925 回 41.000 回 41.000 回 41.000 回 41.000 回 
アク セス 数 
いわ て 女性 の 活躍 応援 サイ ト 9,017 回 9 ,500 回 9,500 回 9,500 回 9,500 回 
アク セス 数 
【 取 組 計画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
若者 の 情報 発信 な ど に よる 活動 参加 の 促進 > 
多様 な 媒体 (ホー ムペ ー ジ 、SNS、 チ ラ シ 等 ) を 活用 し た サイ ト の 周知 、 利 用 の 呼び か け ジ 
コン テン ツ 拡 売 、 ス マー ト フ > 対応 | コン テン ツ 拡 充 コン テン 拡充 | コン テン ツ 拡 充 > 
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① 電 に = 





政策 a 





【 取 組 項 目 】 
テレ ワー ク 環 境 の 整備 
【 取 組 内 容 】 
年 齢 や 男女 を 問わ ず 、 育児 や 介護 等 の 事情 か ら 、 時 間 的 な 制約 を 
受け る 職員 が 増加 する こと が 見 込ま れ て いま す 。 還 
BYOD 型 テレ ワー ク 利 用 イメ ー ジ 


この こと か ら 、 勤務 場所 や 勤務 時 間 な と に よる 制約 を 最小 限 と し 、 職 
員 が 育児 や 介護 、 出張 な と の 個々 の 事情 に 応じ た 働き 方 が で きる よう 、 
情報 通信 技術 を 活用 し 、 BYOD 型 テ レ ワ ー ク 環境 の 整備 や サ テラ イト 
オフ ィ ス の 設置 な ど 、 柔軟 か つ 効 率 的 な 働き 方 が で きる 環境 を 整備 し ま 
す 。 

























































































【目标 值 】 
指标 現状 値 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
サテ ライ ト オ フィ ス の 拠点 数 (累計 〕 ー 2 箇所 5 箇所 8 箇所 8 箇所 
【 取 組 計画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
テレ ワー ク の 実施 及び 課題 検討 >| テレ ワー ク 利 用 者 の 拡大 。 
導入 に 係る 勤務 条件 等 の 課題 の 検討 | 検討 課題 の 検証 ・ 見 直し 
サテ ライ ト オ フ ィ ス の 設置 。 >| | サテ デラ イト オフ ィ ス 設置 場所 の 拡大 

















【 取 組 項 目 】 
新た な ICT 技術 の 活用 に よる 業務 の 効率 化 


【 取 組 内 容 】 
ロボ ポッ ト に よる 業務 自動 化 (RPA) や 人 工 知能 (A I) な ど 、 RPA の 導入 イメ ー ジ ・ 特 長 


新た な 情报 通信 技术 (I CT) の 開発 が 進ん で お り 、 効率 的 な i 5e ES 到 
業務 遂行 や 職員 の 和光 働き 方 を 失 進 する た め 、 これ 5 の 技術 の | es | 2 攻关 | 车 和 


活用 が 求め ら 5 れ て いま す 。 = 地 三 
この こと か ら 、 RPA や AI な ど 、 業務 に 適用 可能 な 新た な CT 技 ーー | al 
術 を 活用 し 、 定型 業務 を 中 心 と し た 効率 的 な 働き 方 に 資す る 取組 ーー 


を 進め る と と も に 、 問合せ 対応 な ど と 県 民 の 利便 性 向上 に 適用 で きる 
新た な ICT 技術 の 活用 に 向け 、 検討 を 進め ます 。 







































































【目标 值 】 
指标 现状 值 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
新た な ICT 技術 に よる 業務 効率 化 件 数 [累計 ) 芭 1 件 2 件 4 件 6 件 
【 取 組 計 画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
新 技術 の 導入 調査 の 実施 。>| | | 
新 技術 の 導入 に 向け た 試行 ・ 効 果 測定 > 
| | 適用 拡大 方 策 の 検 計 > 
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【 取 組 項 目 】 


県 ホー ムペ ー ジ に お ける ウェ ブ ア ク セ シ ビ ピリ ティ の 向上 


【 取 組 内 容 】 


高齢 者 や 障がい の ある 人 を 含め 、 誰 も が ホー ムペ ー ジ で 提供 され る 情 


報 や 機能 を 支障 な く 利 用 で きる こと が 重要 で す 。 


この こと か ら 、 新た な C M S [ホー ムペ ー ジ の 作成 ・ 管 理 を 行う シス テ 
ム (2018 年 度 中 に 導入 ) ] を 適切 に 運用 し 、 ウェブ アク セ シ ビ リティ 


品質 の 維持 ・ 向 上 を 図り ます 。 


また 、 ウ ェ ブ アク セ シ ビ リティ に 関す る 職員 研修 を 行い 、 職員 の 意識 刻 


ホー ムペ ー ジ 作成 時 点 で 、 コ ン テ ン ツ の 品質 に 


er 


関す る チェ ッ ク 項 目 を CMS (ホー ムペ ー ジ 管 
理 シ ステ ム ) が 自動 的 に 確認 


CMS で 適切 に 修正 する こと で 、 どなた で も 情報 を 利用 し や 
すい コン テン ツ を 作成 する こと が で きま す 。 














発 を 図り ます 。 
【 目 標 値 】 

指標 現状 値 (2017 年 度 ) 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
JIS X8341-3:2016※ 適 合 レ ベル 「A」 一 部 準拠 「AA」 一 部 準拠 | 「AA」 一 部 準拠 | 「AA」 一 部 準拠 | 「AA」 一 部 準拠 




















※ JIS X8341-3:2016…・ 高 齢 者 や 障害 の ある 人 を 含む 全て の 利用 者 が 、 使用 し て いる 端末 、 ウェ ブ ブ ラ ウザ 、 支援 技術 な と に 関係 な く 、 ウ ェ ブ コン テン ツ 
を 利用 する こと が で きる よう に する こと を 目的 と する 規格 。 


【 取 組 計画 (工程 ) 】 





2019 年 度 





2020 年 度 





2021 年 度 


2022 年 度 











新 CMS の 運用 (運用 保守 期間 : 2019 年 度 ~2023 年 度 ) 





2 








レベ ル 「AA」 準 拠 の テン プレ ー ト 入力 に よる ペー ジ 作 成 














施 に よる 品質 の 維持 ・ 向 上 


ウェ ブ ア クセ シ ピ リティ 研修 の 実 > | 





ウェ ブ ア ク セ シ ビ リティ 研修 の 実 へ 
施 に よる 品質 の 維持 ・ 向 上 





ウェ ブ ア ク セ シ ビ リティ 研修 の 実 
施 に よる 品質 の 維持 ・ 向 上 


ウェ ブ ア ク セ シ ビ リティ 研修 の 実 
施 に よる 品質 の 維持 ・ 向 上 



































【 取 組 項 目 】 





電子 申請 ・ 届 出 等 シス テム の 利用 促進 


【 取 組 内 容 】 


イン ター ネッ ト を 活用 し た 行政 手続 の オン ライ ン 化 が 進め られ て お 
り 、I CT な と の 活用 に よる 県 民 の 負担 軽減 や 適切 な 情報 提供 


が 求め られ て いま す 。 


この こと か ら 、 住民 や 事業 者 か ら 提出 され る 県 へ の 申請 や 届出 と 
いっ た 各種 行政 手続 に つい て 、 届出 窓口 が 開い て いる 時 間 に 出 か 


ける こと な く 、 いつ で も と こ か ら で も 手続 が 可能 と な る よう 、 イン ター ネ 

ッ ト を 利用 し た 電子 申請 ・ 届 出 等 シス テム を 運用 し て いき ます 。 
今後 は 、 更に シス テム 利用 手続 の 拡大 や 利 活用 促進 な ど を 行 

い 、 県 民 の 利便 性 の 向上 を 図り ます 。 





書 央 不要 


TT 


& キット 
て 汪 



































【 目 標 値 】 
指標 現状 値 (2018 年 度 見 込 ) 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
電子 申請 ・ 届 出 等 件 数 11,500 件 11,800 件 12,100 件 12,400 件 12,700 件 
【 取 組 計画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 























シス テム 利用 可能 手続 の 拡大 、 利 活用 促進 




















| 電子 申請 ・ 届 出 等 シス テム 更新 





更新 後 の 電 子 申請 ・ 届 出 等 シス テム 運用 











様式 ダウ ン ロ ー ド サー ビス の 統合 メタ 








様式 ダウ ン ロ ー ド サー ビス の 提供 
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【 取 組 項 目 】 
税務 関連 シス テム ( eLTAX ) の 利用 促進 


【 取 組 内 容 】 

eLTAX (エル タッ クス ) は 、 地 方 税 に お ける 手続 を イン ター ネッ ト を 利用 し て 電子 的 に 行う シス テム で す 。 

地方 公共 団体 で 組織 する 関係 機関 が 運営 し て お り 、 利用 者 の 要望 等 に 応え る た め の 利 便 性 向上 に つなが る 機能 の 
拡充 や 利用 率 向 上 等 に 向け た 国 の 新しい 政策 課題 、 社会 的 要請 等 へ の 対応 と し て 機能 改善 等 の シス テム 構築 を 行っ 
て いま す 。 

県 で は 、 広 報 に よる 利用 促進 に より 、 この シス テム の 利用 率 の 向上 を 図り ます 。 


“申告 
ーー 申請 選出 
人 レ 







に 納税 者 等 へ の eLTAX サ ービス の 提供 


利用 率 向上 ・ 利 便 性 の 向上 へ の 対応 


・ 利 便 性 の 向上 に つなが る 機能 の 拡充 


eLTAX (地方 税 ポ ー タ ル シ ス テム ) 














川中 




















率 向上 に 向け た 政策 課題 、 社 会 的 要請 等 へ の 対応 



























































£2 

| C さん | 
【 目 標 値 】 

指標 現状 値 (2017 年 度 ) | 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
法人 県 民 税 ・ 事 業 税 の 電子 申告 の 利用 率 80.2% 81.2% 81.7% 82.2% 82.6% 
【 取 組 計 画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
広報 に よる 利用 促進 。 > 広報 に よる 利用 促進 。 > | 広報 に よる 利用 促進 | 広報 に よる 利用 促進 > 























税制 改正 対応 > 
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電子 行政 ・ 官 民 テ デー タ 活 用 県 民 の 利便 作 の 











【 取 組 項 目 】 
自動 車 保有 関連 手続 ワン スト ッ プ サー ビス (OSS) の 利用 促進 放 下 EE 百 
【 取 組 内 容 】 咲き 0 


自動 車 保有 関係 手続 の ワンス トッ プ サ ー ビ ス (OSS) に より 、 
各行 政 機関 へ の 検査 登録 や 車庫 証明 、 自動 車 税 な どの 申請 
手続 を イン ター ネッ ト を 利用 し て 一 括 し て 電子 的 に 行う こと が 可 














能 と な っ て いま す 。 会 合 
県 で は 、 広 報 に よる 利用 促進 に より 、 この シス テム の 利用 率 の Fe 
向上 を 図り ます 。 保管 場所 標 章 等 交付 一 

















【 全 国 稼働 予定 】 


【 利 便 性 ・ 利 用 率 向上 】 


电子 申请 原则 化 
申請 者 の 利便 性 向上 に 向け て 運用 改善 ・ シ ステ ム 改 修 等 







































































【 目 標 値 】 
指標 現状 値 (2017 年 度 ) 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
O S S の 利用 率 57.9% 60.5% 62.0% 63.5% 65.0% 
【 取 組 計 画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
| 広報 に よる 利用 促進 。 > | 広報 に よる 利用 促進 > || 広報 に よる 利用 促進 > | 広報 に よる 利用 促進 > 





| 税制 改正 対応 > 














【 取 組 項目 】 
統合 型 地理 情報 シス テム ( GIS ) や 情報 公開 用 Web デ ー タ ベー ス の 活用 に よる 情報 提供 の 促進 
【 取 組 内 容 】 いわ て デジ タル マッ プ で 様々 な 情報 を ゲッ ト ! 


県 が 保有 する 情報 は 、 そ の デー タ の 特性 を 把握 し 、 県 民 が 分 か り 
や すく 、 活用 し や すい 方 法 に より 提供 し て いく こと が 大 切 で す 。 
具体 的 に は 、 防災 や 土地 利用 規制 の ほか 、 ユニ バー サル デザ イ 
ン 施 設 の 位置 な ど 、 地図 で 表現 し た ほう が 分 か りや すい 情報 に つい 
て 、 県 公式 サイ ト で 公開 し て いる 「 い わ て デジ タル マッ プ 」 (統合 型 が 
地理 情報 シス テム (GIS)) に より 提供 し て いき ます 。 a 
また 、 県 の 公報 で ある 「 岩 手 県 報 」 や 県 が 実施 し た 審議 会 等 の 
会 議 結果 、「 い わ て の 統計 情報 イー ルト ー ブ ・ デ ー タ 館 」 な ど に つ 
いて は 、 情報 公開 用 Web デー タベース に より 提供 し て いき ます 。 
今後 は 、 更 に 提供 する 情報 の 拡充 や 利 活用 の 促進 を 図り な が 
ら 、 利便 性 の 向上 を 図っ て いき ます 。 i Pr 
【 目 標 値 】 ぐい わ て デジ タル マッ プ 提供 イメ ー ジ > 








指標 現状 値 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 








統合 型 地理 情報 シス テム (GIS) や 情報 公開 
用 Web デー タベース に よる 情報 の 利用 促進 




















【 取 組 計画 (工程 ) 】 


















































2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
提供 情報 の 拡充 、 利 活用 促進 
統合 型 GIS 運用 | 入 全 型 GIS 更新 >| 更新 後 の 統合 型 GIS の 運用 > 
情報 公開 用 Web デー タバ ー ス 運用 >| webB 更 新 >| 更新 後 の 情報 公開 用 Web デー タバ ー ス 運用 > 
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【 取 組 項 目 】 
公開 する オー プン デー タ の 拡充 と 利 活用 の 取組 支援 


県 の 保有 する 様々 な 情報 を オー プン テー タ 化 へ 


行政 が ホー ムペ ー ジ な ど を 通じ て 提供 し て いる 統計 デー タ 等 の 公共 デ 
ー タ を 加工 し や すい デー タ 形 式 で 公開 し 、 民間 で の 利 活用 を 促進 する こ 換 ( や すい デー 江 自由 に 二 次 利 用 可能 
と に より 、 新た な サー ビス の 提供 に よる 経済 の 活性 化 を 図る こと が 期待 さ 1 


れ ま す 。 

この た め 、 県 が 保有 する 公共 デー タ の 公開 を 利 活用 が 容易 な デー タ デー タ を 利 活用 し て アプ リ や サー ビス を 同人 < 艺 
形式 で 進め る と と も に 、 オー プン デー タ の 普及 啓発 や モデ ル 事 例 の 提供 
等 に より 市 町 村 や 民間 事業 者 の 取組 を 支援 し 、 県 内 の オー プン デー タ ery 
の 取組 を 推進 し ます 。 = 官民 協 作 の 合 進 な ど 


【 目 標 値 】 


地域 課題 の 解決 











指標 現状 値 (2018 年 度 見 込 ) 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
加工 し や すい デー タ 形 式 で の オー プン 




































































テー タ 公 開 項目 数 累計 ) 97 件 112 件 127 件 142 件 158 件 
【 取 組 計 画 (工程 ) 】 
2019 年 度 | 2020 年 度 | 2021 年 度 | 2022 年 度 
加工 可能 な 形式 で の 公開 デー タ の 拡充 
普及 本 | 市 町 村 や 民間 事業 者 の オー ブン テー 2 の 取組 支援 > 
i | ' モデ ル 事 例 の 提供 ' > 






































取組 No 政策 分 野 具体 的 な 方 策 所 管 部 局 
证 安全 な 行政 情報 シス テム の 構築 ・ 運 用 と 県 民 の i 
69 電子 行政 ・ 官 民 デ ー タ 活用 個人 情報 の 保護 政策 地域 部 
【 取 組 項 目 】 
情報 セキ ュ リティ 対策 の 強化 
【 取 組 内 容 】 


県 で は 情報 資産 の 機密 性 、 完 全 性 及び 可用性 を 維持 す 情報 セキ ュ リ ティ の 3 要素 
る た め 、「 岩 手 県 情報 セキ ュ リティ ポリ シー」 を 策定 し 、「 岩 手 ーー 
県 情報 セキ ュ リ ティ クラ ウド 」 の 導入 を は じ め と する 技術 的 セキ 機密 性 。 | アク セス する こと を 認め られ た 者 だ けが 、 情 幸 
ュ リティ 対策 や 職員 研修 の 実施 に よる 人 的 セキ ュ リティ 対策 な | Confidentiality | ヒア クス? が 法 2 拉 2 ニン 
と 、 各種 対策 を 実施 し て いま す 。 








今後 、 こ れ ら の 取組 と 併せ 、 情報 セキ ュ リ ティ ポリ シー の 適 情報 が 破壊 、 改 ん 又は 消去 され て いな い 
切な 運用 を 図る と と も に 、 社会 状況 の 変化 や 情報 セキ ュ リティ PU 
に 関す る 新た な 脅威 の 出現 な ど | 青 報 セ キュ リティ を 取り 巻く 状 rm 
況 の 変化 等 へ 対応 で きる よう 、 不断 の 運用 見 直し を 行い 、 可用性 TICK SE TE Lo 
情報 セキ ュ リ ティ 対策 を 強化 し て いき ます 。 ai 
【目标 值 】 
指标 現状 値 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 


























情報 セキ コリ ティ ポリ シー の 適切 な 運用 一 一 一 
【 取 組 計画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
岩手 県 情報 セキ ュ リ ティ クラ ウド の 運用 ・ 各 種 情 報 セキ ュ リ ティ 対策 の 実施 > 




























































































情報 セキ ュ リ ティ ポリ シー の 運用 見 直し >|| 情報 セキ ュ リ ティ ポリ シー の 運用 見 直し > || 情報 セキ ュ リ ティ ポリ シー の 運用 見 直し >] 情報 セキ ュ リティ ポリ シー の 運用 見 直し > 
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取組 No 政策 分 野 | 具体 的 な 方 策 
安全 な 行政 情報 シス テム の 構築 ・ 運 用 と 県 民 の 
個人 情報 の 保護 








70 電子 行政 ・ 官 民 デ ー タ 活用 














【 取 組 項 目 】 
学校 現場 の 特徴 を 踏ま えた 情報 セキ ュ リ ティ 対策 の 実施 


【 取 組 内 容 】 

授業 の 改善 や 効果 的 な 指導 方 法 の 確立 に 向け 、 学校 現場 に お ける 
I CT の 利 活 用 が 、 今後 更に 進展 し て いく こと が 見 込ま れ て いま す 。 

こう し た 教育 の 情報 化 に 対応 する た め 、 国 が 策定 し た 「 教 育 情報 セキ ュ リ 
ティ ポリ シー に 関す る ガイ ドラ イン 」 に 沿っ て 、 ネッ トワ ー ク の 分 離 や サー 人 バ の 
一 元 管理 な と の 情報 セキ ュ リティ 対策 を 進め ます 。 

また 、 教職 員 を 対象 と し た 情報 セキ ュ リティ 対策 に 関す る 研修 等 を 定期 
的 に 行い 、 児童 生徒 に 関す る 情報 資産 の 適切 な 管理 ・ 運 用 を 行い ます 。 






く セ キュ リティ 対策 に 対応 し た 基盤 整備 > 

@ 校内 LAN 設備 の 再 構築 

② セキ ュ リ ティ 対策 に 対応 し た 基盤 整備 (ネッ トワ ー ク 分 割 等 ) 
③ サー 人 集約 

④ 回 線 の 高速 化 な ど 










































































[目标 值 】 
指标 現状 値 2019 年 度 | 2020 年 度 | 2021 年 度 | 2022 年 度 
県 立 高等 学校 の セキ ュ リ ティ 対策 に 対応 し た 大杉 整備 率 ー 30% 60% 100% 
【 取 組 計 画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
セキ ュ リティ 対策 に 対応 し た 基盤 整備 2| 
教職 員 を 対象 と し た 情報 セキ ュ リ ティ 対策 に 関す る 研修 等 > 






























































【 取 組 項目 】 
マイ ナン バー カー ド の 普及 飼 発 や 活用 推進 の た め の 広報 活動 
【 取 組 内 容 】 3 
マイ ナン バー 制度 は 、 行 政 の 効率 化 や 国民 の 利便 性 の 向上 な ど に 向 CR 
けた 基盤 で あり 、 マイ ナン バー カー ド を 持つ こと に より 、 様々 な 行政 サー ビ 9 
ス を 受け る こと が で きる よう に な り ま す 。 oo 
この マイ ナン バー 制度 へ の 理解 促進 及び マイ ナン バー カー ド の 普及 を 暗い 
図る た め に 、 県 内 市 町 村 ど 連携 し た 地域 で の キャ ン ペー ン の 実施 な ど に ii ) ティ rt 
取り 組み ます 。 
また 、 県 内 市 町 村 向 け に 、 説明 会 を 開催 し 、 マイ ナン バー カー ド 普 及 ーー な 
率 の 高い 都 道 府 県 に お ける 先進 的 な 取組 事例 や 、 市 町 村 が 地域 の 企 lt 
業 や 学校 等 に 出向 いて 申請 を 受け 付け る 取組 な ど 、 マイ ナン バー カー ド 
普及 率 向上 の た め の 具体 的 な 取組 事例 の 紹介 等 を 通じ 、 カー ド 普及 
と と も に カー ド を 活用 し た 取組 の 県 内 で の 波及 効果 を 図り ます 。 
【目标 值 】 
指标 现状 值 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
マイ ナン バー カー ド を 利用 し た サー ビス の 周知 回 数 〔 累 計 〕 = 1 回 2 回 3 回 4 回 
【 取 組 計画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 























ホー ムペ ー ジ や 広報 に よる 制度 の 周知 ・ 地 域 で の キャ ン ペ ー ン 実施 
市 町 村 に 対す る 先進 事例 の 紹介 > 】 市 町 村 に 対す る 先進 事例 の 紹介 > | 市 町 村 に 対す る 先進 事例 の 紹介 > 】 市 町 村 に 対す る 先進 事例 の 紹介 
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政策 分 野 


具体 的 な 方 策 


所 管 部 局 














電子 行政 ・ 官 民 デ ー タ 活用 | 


行政 情報 シス テム の 構築 ・ 運 用 の 最適 化 





政策 地域 部 





【 取 組 項 目 】 
庁 内 シス テム の クラ ウド 化 の 推進 に よる 行政 コス ト の 削減 


【 取 組 内 容 】 
情報 シス テム は 、 業務 の 効率 化 ・ 高 度 化 に 欠か せな いも の で 


物理 サー バ 物理 サー バ 物理 サー バ 











































































す が 、 保守 ・ 運 営 経費 の 縮減 が 課題 と か っ て お り 、 情報 シス テム 統 Rd 区 5 区 TF EEE 
の 最適 化 が 求め られ て いま す 。 還 し | 還 サー バ を 人 
この こと か ら 、 庁 内 情報 シス テム の クラ ウド 化 を 進め 、 業務 の 効 st | [eo 
率 化 ・ 高 度 化 と 保守 ・ 運 営 経費 縮減 を 図り 、 更 な る 情報 シス テ 一 十 本 二 
ム の 最適 化 に 取り 組み ます 。 
_ また 、 そ の 基盤 と な る 「 岩 手 県 個別 業務 シス テム 統合 基盤 
※」 の 再 構築 を 行い 、 よ り 信頼 性 が 高く 、 安定 し た シス テム の 運用 1 つの サー バ に 
、 複数 の シス テム を 
を 進め ます 。 合 集約 する こと で 
※ 岩手 県 個別 業務 シス テム 統合 基盤 …‥ 庁 内 の シス テム を 仮想 化 技術 に よっ て ”全 経費 縮減 を 図り ます 。 
集約 し た シス テム 基盤 で あり 、 岩 手 県 庁 内 の プラ イベ ー ト クラ ウド 。 
【 目 標 値 】 
指标 現状 値 (2017 年 度 ) 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
岩手 県 個別 業務 シス テム 統合 基盤 
へ の 移行 シス テム 数 【 累 計 ) 68 件 73 件 76 件 79 件 82 件 
【 取 組 計画 (工程 ) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
“ 続 合 基 般 活 用 に よる コス ト 削減 > 
統合 基盤 再 構築 メ 新 統合 基 杉 稼働 > 




























































































政策 分 野 具体 的 な 方 策 所 管 部 局 
電子 行政 官民 デー タ 活 用 | 行政 情報 シス テム の 構築 - 運 用 の 最適 人 政策 地域 部 

【 取 組 項 目 】 

市 町 村 の 自治 体 ク ラウ ド の 導入 支援 a ーー 
【 取 組 内 容 】 Ge、 

市 町 村 の 業務 シス テム を クラ ウド 化す る こと に よっ て 、 情報 ーー Au N VE 和 
シス テム 経費 の 削減 や セキ ュ リ ティ 水準 の 向上 な ど が 期待 で き 2 市 投 所 
る ほか 、 複数 の 市 町 村 が 共同 化 を 図る こと で 、 参加 団体 間 。) クラ ウド 化 1 agg 
の 業務 の 共通 化 ・ 標 準 化 等 の 効果 も 期待 され ます 。 人 し 

こう し た こと か ら 、 市 町 村 に お ける クラ ウド 導入 を 推進 する た 呈请 | C 困 役場 12 2 ニコ 
め 、 県 内 市 町 村 の 導入 状況 に つい て 情報 共有 する と と も に 、 に 
導入 に 向け た セミ ナー の 開催 や 専門 家 の 派遣 な と に よる 市 町 SW 人 A 
村 の 円 滑 な 導入 を 支援 し ます 。 
※ 市 町 村 の 業務 シス テム の クラ ウド 化 …・ 市 町 村 が サー バ や ソフ ト を 自 庁舎 し 

て 管理 ・ 運 用 せ ず 、 外部 の デー タ セ ンタ ー に 置い て 、 ネ ットワーク 経由 で 利 
【 目 標 値 】 
指標 現状 値 2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 
クラ ウド 導入 に 向け た セミ ナー 等 の 開催 市 町 
村 へ の アド バイ ザー 派遣 支援 回 数 [累計 ) 四 和 四 上 ? 刀 RE 
【 取 組 計画 (工程) 】 
2019 年 度 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 




















県 内 市 町 村 の 導入 状況 の 情報 共有 





セミ ナー 等 の 開催 、 ア ドバイ ザー 派遣 支援 





セミ ナー 等 の 開催 、 ア ドバイ ザー 


派遣 支援 
運用 状況 ・ 課 題 等 の 把握 
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(3 ) 長期 的 な 視点 で 取り 組む プロ ジェ クト と の 連携 


いわ て 県 民 計 画 (2019~2028) で は 、 長 期 ビ ジョ ン に 掲げ る 10 年 後 の 将 来 像 の 
実現 を より 確か な も の と し 、 さ ら に その 先 を 見 据え 、 新 し い 時 代 を 切り 拓 い て いく 
た め 、 長 期 的 な 視点 に 立っ て 進め る 、 岩 手 ら し さ を 生 か し た 新た な 価値 ・ サ ービス 
の 創造 な どの 取組 と し て 、11 の 「 新 し い 時 代 を 切り 拓く プロ ジェ クト 」 を 掲げ て 
いま す 。 


これ ら の プロ ジェ クト は 、 今 後 の 技術 動向 も 踏ま えつ つ 、 更 な る 普及 が 見 込ま れ 
る 人 工 知能 (Al) や |o「 と いっ た 第 4 次 産業 革命 技術 を 含む 1 CT を 積極 的 か 
つ 効 果 的 に 活用 し な が ら 推 進 し て いく 取組 で も あり ます 。 


そこ で 、 こ の 岩手 県 1CT 利 活用 推進 計画 に お いて も 、 特 に 1CT の 利 活 用 と 密 
接 に 関係 する プロ ジェ クト の 概要 と 今後 4 年 間 の 取組 を 以下 の と お り 示 し ます 。 


今後 、 こ れ ら の プロ ジェ クト を 構成 する 取組 の 具体 化 を 踏ま え 、「 岩 手 県 1CT 
利 活用 推進 計画 」 と プロ ジェ クト の 連携 に 十分 配慮 し な が ら 、 本 計画 の 着実 な 推進 
を 通じ て 、 プ ロジ ェクト の 目指 す 姿 の 実現 に 貢献 し て いき ます 。 


ILC プ ロジ ェクト 


| プロ ジェ クト の ね らい 
| 国際 リニア コラ イダ ー (LC) の 実現 に より 、 世界 トッ プレ ベル の 頭脳 や 最 先端 の 技術 、 高度 な 人 材 が 
| 集積 され る こと か ら 、 イ ノ ベ ー シ ョ ン を 創出 する 環境 の 整備 な ど を 進め る こと に より 、 知 と 技術 が 

| た 国際 研究 拠点 の 実現 を 目指 





















































グリ ー ン ILC( 環 境 、 エ ネル ギー) に よる エコ 社会 の 実践 
国際 性 豊か で 便利 な 暮らし や すい コミ ュ ニ ティ の 作成 









































| ICT 関 連 の 取組 (2019~2022) 
| ・ 国 際 性 豊か で 便利 な 暮らし や すい コミ ュ ニ ティ の 形成 (loT な ど を 活用 し た 各種 サー ビス の 提供 | 
向け た 検討 ・ 実 証 ) 
・ ILC を 活用 し た 科学 技術 教育 水準 の 向上 (研究 所 の 見 学 等 を 通じ た 科学 技術 教育 の 促進) 









































88 


北上 川 バ レー プロ ジェ クト PT 


| プロ ジェ クト の ね らい | 
! 県 央 広域 振興 賠 と 県 南 広域 振興 閣 に また が る 北上 川 流 お いて 自動 車 や 半導体 関連 産業 を 中 心 と し | 
| た 集積 が 進み 、 新 な 雇用 の 創出 が 見 込ま れる こと を 生か し 、 両 振興 疾 の 広域 的 な 連携 の 更 る 促進 や 、 | 
| 第 4 次 産業 時 命 技術 の あら ゆる 産業 分 野 、 生活 分 野 へ の 導入 な ど を 通じ て 、 働 き や す く 、 暮らし や すい 、! 
| 21 世 紀 に ふさ わし い 新しい 時 代 を 切り 拓く 先行 モデ ル と な る ゾー ン の 創造 を 目指 し ます 。 | 
| また 、 本 プロ ジェ クト の 成果 が 速やか に 他 地 域 に 波及 し て いく と と も に 、 広く 県 民 が その 生活 利便 性 
| 区 受 する こと に よっ て 、 県 民 全体 の 暮らし が が 豊か に な る こと を 目指 し ます 。 
























































(1) 広域 的 な 連携 の 促進 等 に よる IT 産業 や 学術 機関 と の 連携 な ど 北上 川 流域 の 強み を 生か し た 
業 振興 ・ 生 活 環境 の 更 な る 充実 
(2) 産業 分 野 ・ 生 活 分 野 へ の 第 4 次 産業 革命 技術 の 導入 の 促進 と 新た な 技術 を 拓く 人 材 の 確 




















成 
(3) 多様 な 主体 と の 連携 ・ 協 働 に よる プロ ジェ クト 推進 体制 の 構築 


| ICT 関 連 の 取組 (2019~2022) 
| :IT 产业 、 学 術 機関 等 が 集積 する 県 央 広域 振興 閣 と も の づく り 産 業 が 集積 する 県 南 広域 振興 閣 双 





の 融 み の 村 け 合わ せ に よる 産業 の 設 化 和 | 
・ 産 業 分 野 に お ける 第 4 次 産業 革命 技術 の 導入 促進 、 生 活 分 野 へ の 導入 の 可能 性 調査 ノ 高度 技術 | 
人 材 の 育成 人 | 
・ 第 4 次 産業 革命 技術 に 知見 を 有する 民間 事業 者 、 学 識 経験 者 等 に よる 戦略 的 プラ ッ ト フ ォ ー ム の 構 | 











北 い わ て 産業 ・ 社 会 革新 ソー ンプ ロジ ェクト pgs | を 


「 プロ ジェ クト の ね らい [ 
| 豊か な 地域 資源 と 高速 道路 や 新幹線 な ど の 高速 交通 綱 の 進展 を 生か し 、 0 の 和信 人 9 な の | 
| 興 や 、 圏 城 を 越え た 広域 連携 に よる 交流 人 口 の 拡大 、 豊 富 な 再生 可能 エネ ルギー 資源 の 産業 分 | 
| 生活 分 野 で の 利用 促進 な ど 、 県 北 圏 域 を じ め と する 北 い わ て の 間 oo | 
| 域 振興 を 図る と と も に 、 人口 減少 と 高齢 化 、 環 境 問題 に 対応 する 社会 づく り を 一 体 的 に 推進 する こと で 、 
i あら ゆる 世代 が いき いき と 暮らし 、 持続 的 に 発展 する 先進 的 な ゾー ン の 創出 を 目指 し ます 。 













































































(1) あら ゆる 世代 が 活躍 する 地域 産業 の 展開 

(2) 北海 道 ・ 北 東北 広域 交流 圏 の 形成 に よる 交流 人 口 の 拡大 
(3) 豊富 な 再生 可 0 Ne NN 
(4) 中 山間 地域 に お ける 快適 な 社会 の 形成 

(5) 地域 の 未来 を 担う 人 材 の 育成 

(6) 多様 な 主体 の 参画 と 協 働 に よる 地域 づく り の 推進 


| ICT 関 連 の 取組 (2019~2022) 
| ・ 高 齢 者 等 が 安全 ・ 安 心 で いき いき と 暮らせ る 生活 環境 の 整備 や シェ アリ ング ・ エ コノ ミー の 推 
けた 、 推 進 体 制 の 整備 や 社会 実装 、 モ デル 支援 等 
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活力 ある 小 集落 実現 ブロ ジェ クト 環境 整備 


| プロ ジェ クト の ね らい 





人 日 減 少 と 少子 高齢 化 の 急速 な 進行 は 、 地 域 の 社会 経済 に 様々 な 影響 を 与え る こと が 懸念 され て 


| お 0、 こ うし た 中 、 人 や 地域 の つなが り が 大 切 | に され て いる 岩手 県 の 風土 を 土台 と し な が ら 、 第 4 次 産業 | 
RE [ 
| ど 、 地 域 の 課題 解決 に 向け た 住民 主体 の 取組 の 促進 を 通じ て 、 将 来 に わた り 持 続 可能 な 活力 ある 地 
| 域 コミ ュー ティ の 実現 を 日 指し ます 。 





1) 第 4 次 産業 革命 技術 を 活用 し た 日 















































(2) 人 と 人 の つなが り を 守り 、 




















育て る 仕組 み の 構 築 





(3) プ ロジ ェクト 推進 に 向け た 連携 体制 の 構築 


| ICT 関 連 の 取組 (2019~2022) 











・ 第 4 次 産業 革命 技術 を は じ め と する ICT を 活用 し た 、 医療 、 防災 、 交 通 な ど 様 々 な 生活 分 
に お ける 支援 や 地域 内 外 と の 交流 の 促進 (先端 技術 活用 に 向け た 研究 の 推進 や 実装 事業 


る モデ ル の 創出 ) 


農林 水産 業 高度 化 推進 プロ ジェ クト EE 


ブロ ジェ クト の ね らい 




















岩手 県 の 強み で ある 広大 な 農地 、 多 様 な 森林 資源 、 豊 富 な 漁場 を 背景 に 、 情報 通信 技術 (CT) や 


| ロボット 等 の 最 先端 技術 を 最大 限 に 活用 し た 生産 現場 の イノ ペー ショ ン に よる 飛 忠 的 な 生産 性 の 向上 、 














| 農林 水産 物 の 新た な 価値 の 創出 等 の 取組 を 通じ て 、 農 林 水 産業 の 高度 化 を 推進 し 、 収 益 性 の 高い 農 | 











| 林 水 産業 の 実現 を 























昌 





(1) 先端 技術 の 活用 等 に よる 農業 生産 性 革命 の 推進 
(2) 豊富 で 多様 な 森林 資源 を 活用 し た 林業 の 成長 産業 化 の 推進 












































(3) 生産 技術 の 高度 化 や 水産 資源 の 造成 等 に よる 攻め の 地域 漁業 の 推進 


(4) 個性 が 輝く 地域 資源 を 活用 し た 農山 漁村 の 活 

















CT 関連 の 取組 (2019~2022 ) 
1 、 家 畜 管 理 へ の ICT 機 器 導入 実証 等 
“林业 分 お ける 航空 レー ザ 計 測 等 ICT 技 術 の 導入 促進 等 
1 し た 漁場 予測 等 革新 技術 の 導入 促進 等 
・ デ ジタル アー カイ プ ブ を 活用 し た 食 文化 等 の 継承 等 
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健幸 づく り プ ロジ ェクト 


| プロ ジェ クト の ね らい 

| 県 立 病院 ・ 大 学 等 で 保有 する 医療 デー タ や 健 診 機 関 で 保有 する 健 診 等 を 生か し 、 健 
| 康 ・ 医 療 ・ 介 護 デ ー タ を 連結 する ビッ グ デ ー ク の 連携 基 避 を 構 穫 [二 2 通じ て 、 健康 | 

i 長く いき いき と 暮らす こ と の で きる 社会 の 実現 を 目指 i 



































卒 中 な ど 個 別 疾患 を 抽出 する シス テム の 構築 
・ 医 療 ・ イ 介護 デー タ を 連結 する 連携 基 
(3) ビ ッ グ デー タ を 活用 し た 健康 対策 の 推進 


























| ICT 関 連 の 取組 (2019~2022) 
脳卒中 な ど 個 別 疾 患 を 抽出 する シス テム の 構築 
・ 全 国保 健 医 療 情 報 ネ ットワーク の 動き と 連動 し た 、 岩 手 県 版 医 療 ビ ッ グ デー タ 連 携 基盤 の 構築 に 
けた 取組 の 推 人 



























































: * 健 康 か つ 生 き が い を 持ち 、 安全 ・ 安 心 で 豊か な 生活 を 営む こと が で きる こと 。 
(Smart Wellness City 首長 研究 会 ホー ムペ ー ジ (http://www.swc.jp/rinen/) よ り 引 用 ) 





















































ビュ 0 メソ) た アーレ キョン 


| プロ ジェ クト の ね らい | 
| 人 工 知能 (AL) を は じ め と する 第 4 次 産業 革命 技術 を 活用 し 、 就学 前 か ら 高校 教育 まで の 質 が 高く 切 | 
| れ 目 の な い 教 育 環境 の 構築 を 通じ て 、 新 た な 社会 を 創造 し 、 岩 手 県 の 未来 を けん 引 する 人 材 の 育成 | 
| を 目指 し ます 。 



































(1) タブ レッ ト 等 の ICT 機 器 を 活用 し た 学習 指導 方 法 の 研究 ・ 開 発 等 に よる 習熟 度 や や 学 意 
応じ た 教育 の 推進 | 

(②) 幼 児 ・ 児 童 ・ 生 徒 の 学び や 生活 に 関す る デー タ を 活用 し 一 人 ひと り に 応じ た 学習 指導 、 生 徒 指導 | 
等 の 充実 

(3) 教育 用 AI の 共同 開発 な ど 産業 界 を は じ め と し た 関係 機関 と の 連携 に よる 教育 分 野 へ の 第 4 次 産 | 
業 革 命 技術 の 導入 促進 | 
































| ICT 関 連 の 取組 (2019~2022) 
| NN ク 環 境 の 整備 、ICT 機 器 活用 の 方 向 性 の 検討 等 
・ 小 ・ 中 ・ 高 等 学校 に お ける 学力 調査 等 の 連結 デー タ の 構築 に 向け た 制度 設計 、 研 究 等 
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人 交 密 度 向上 プロ ジェ クト 


| プロ ジェ クト の ね らい 
| 東日本 大 岩 災 津波 の 復興 支援 を 契機 と し た 、 国内 外 か ら の 岩 災 復興 支援 者 や ボラ ンティア に 加え 、 
| 国際 リニア コラ イダ ー (LC) 実現 な ど に より 、 世界 各国 か ら 研 究 者 等 が 訪れ る な ど 、 多様 な 主体 と の 交 
| 流 の 機会 が 増加 する こと が 想定 され ます 。 

| この た め 、 第 4 次 産業 革命 技術 を 活用 し て 、 娠 手 県 の 地域 や 人 々 と 多様 に 関わ る 「 関 係 人 口 」 の 質 | 
| 的 ・ 量 的 な 拡大 を 図り 、 こ れ ら を 通じ て 世界 中 が いつ で も 、 ど こ で も 岩手 県 と つなが る 社会 を 実現 し 、 関 | 
| 係 人 口 の 継続 的 か つ 重 層 的 な ネッ トワ ー ク 形成 な ど に よる 「 人 交 密 度 」 の 向上 を 目指 し ます 。 




































































(1) 岩手 県 に 関す る 様々 な 情報 や サー ビス の 配信 な ど 、 い つ で も 岩手 に つなが る こと が で きる 環境 の | 

整備 | 
(2) 岩手 へ の つなが り が 地域 活動 へ の 多様 な 参加 や 課題 の 解決 な ど に 結び つく 「 様 々 な 主体 の 参 

画 に よる ネッ トワ ー ク の 形成 」 | 

(3) 情報 通信 技術 UCT) を 活用 し た ライ フス タイ ル に 合わ せ た 働 き 方 、 地域 頁 献 活動 な ど 多 様 な 交流 | 

の 場 の 創出 












































| ICT 関 連 の 取組 (2019~2022) 
| ・ 電 子 住民 票 等 の 制度 調査 、 岩手 の 仕事 や ライ フス タイ ル に 係る SNS 等 を 活用 し た PR 等 

・ 民 間 企 業 等 と 連携 し た ICT を 活用 し た 学習 環境 の 整備 、「 関 係 人 ロロ デー タベース 」 の 取り まとめ に 
向け た 調査 等 































































































人 「 交 密度 : 短 期 的 な 交 ほか 、 長 期 的 な 定住 人 口 に つなが る 地域 や 地域 の 人 々 と 多様 に 関わ る 者 で も ある 「 関 係 人 
[人 数 ( 唱 的 )」 と 関係 の き (的 )) の に 着目 し 、 用 いた 言葉 。 
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4 官民 デー タ 活 用 推進 
この 計画 は 、 官 民 デ ー タ 活用 推進 基本 法 に 基づく 、 本 県 に お ける 官民 
テー タ 活 用 推進 計画 の 位置 付け を 併せ 持ち ます 。 
官民 デー タ 活 用 推進 計画 に お ける 個別 政策 の 5 つの 柱 に 対応 する 本 県 
に お ける 主 な 取組 と の 関係 は 次 の と お り で す 。 





進 計画 











官民 デー タ の 利用 環境 の 整備 促進 を 図り 、 事 務 負 担 の 軽減 、 地 域 課 題 の 解決 、 住 民 及 び 事 業者 の 利便 性 向上 等 に 寄与 する こと 


2 取組 の 柱 と 個別 施策 の 例 
(※ 都 道府県 官民 デー タ 活 用 推進 計画 策定 の 手引 より 。 ) 























ーー ・ 行 政 手続 の 棚卸 し 
(1) オン ライ ン 化 原則 ・ 自 動車 保有 関係 手続 の ワン スト ッ プ サー ビス の 推進 

手続 に お ける 情報 通信 の 技術 の 利用 等 に 係る 取組 の 推進 ・ 道 路 管理 に お ける セン サー 利用 に よる 業務 効率 の 改善 の 取組 
・ 図 書館 関連 業務 に 係る 電子 化 の 取組 























・ 各 種 保有 情報 等 に 係る オー プン デー タ 化 の 促進 

(2) オー プン デー タ の 推進 ・1CT を 活用 し た 歩行 者 移動 支援 の 普及 促進 に 向け た 取組 の 推進 
宮 忌 デ 一 突 抑 な ー ゝ ・ 保 有する 各種 地理 空間 情報 等 に 係る オー プン デー タ 化 の 促進 
官民 デー タ の 容易 な 利用 等 に 係る 取組 の 推進 rt et 

・ オ ー プ ン デ ー タ を 活用 し た 地域 課題 解消 の 取組 











・ マ イナ ン バ ー カ ー ド の 企業 等 一 括 申 請 等 に よる 取得 促進 
(3) マイ ナン バー カー ド の 普及 ・ 活 用 ・ マ イキ ー プ ラッ ト フ ォ ー ム 構想 の 推進 


Cr 到 く ・ コ ン ビ ニ 交 付 サ ービス の 導入 促進 
マイ ナン バー カー ド の 普及 及び 活用 に 係る 取組 の 推進 - マ イナ ン パ ー カ ー ド を 活用 し た 情報 セキ ュ リティ の 確保 














1oT 地 域 実装 の た め の 総合 的 支援 施策 の 活用 ・ 周 知 
デジ タル デバ イド 対 ・ 防 災 拠 点 等 に お ける WrF 環 境 の 束 備 推進 
二 用 2 て AM に 係る 取組 の 推進 ・ ウ ェ ブ アク セ シ ビ リティ 確保 の た め の 環 境 整 備 
到 年 下 一 过 白 税种 進 ・ 条 件 不利 地域 に お ける 携帯 電話 の エリ ア 整 備 の 推進 
・ 公 式 サイ ト 改 修 へ の 住民 参加 の 取組 
・ 県 内 に お ける フリ ーWri-Fi の 整備 

















・ 業 務 の デジ タル 化 、 ペ ー パ ー レ ス 化 の 推進 
。 一 ン っ ニテ ・ 利 用 者 中 心 の 業務 改革 (BPR) の 推進 
(5) 標準 化 、 デ ジタル 化 、 シ ステ ム 改 革 、BPR . シ ステ ム 構 築 に お ける 民間 サー ビス 利用 の 促進 


請 報 シ ステ ム に 係る 規格 の 整備 及び 互換 性 の 確保 等 に 係る 取組 ・ 市 町 村 に 対す る 自治 体 クラ ウド 導入 支援 
の 推進 ・ 情 報 シ ステ ム や 保有 デー タ の 標準 化 の 推進 
・「 枝 務 系 」 と 「 授 業 ・ 学 習 系 」 シ ステ ム の 情報 連携 の 推進 

・ 救 急 搬送 時 に お ける 医療 機関 の 受け 入れ 状況 の 見 える 化 
3 計画 推進 の 上 で 留意 すべ き 事 項 (※ 都 道府県 官民 デー タ 活 用 推進 計画 策定 の 手引 より ) 

(1) 国 の 施策 と の 整合 

(2) 国 か ら の 支援 策 の 積極 的 活用 

(3) サイ バー セキ ュ リ ティ 及び 個人 情報 等 の 適正 な 取扱 い の 確保 


















































① オン ライ ン 化 原則 

ー 手 続 に お ける 情報 通信 の 技術 の 利用 等 に 係る 取組 の 推進 
・ イン ター ネッ ト を 利用 し た 電子 申請 ・ 届 出 等 シス テム の 利用 手続 の 拡大 
や 利用 促進 に より 、 県 民 の 利便 性 向上 に 努め ます 。【 再 掲 】 
・ 地方 税 に お ける 手続 を イン ター ネッ ト に より 電子 的 に 行う シス テム で あ 
る e LT AX の 広報 に よる 利用 促進 を 図り 、 県 民 の 利便 性 向上 に 取り 組み 
ます 。【 再 掲 】 
・ 自動 車 保有 に 係る 各行 政 機 関 へ の 申請 手続 を イン ター ネッ ト に より 一 括 
し て 電子 的 に 行う シス テム で ある ワン スト ッ プ サー ビス (OS S) の 広報 
に よる 利用 促進 を 図り 、 県 民 の 利便 性 向上 に 取り 組み ます 。【 再 掲 】 
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情報 の 提供 や 市 町 村立 図書 館 
館 サ ービス の 向上 を 図り ます 。 








| 


図書 館 情報 シス テム に より 、 県 民 へ の 図 
等 の 業務 の 支援 を 行う こと で 、 県 全体 の 図 
再掲 】 


② オー プン デー タ の 推進 
~~ 官民 デー タ の 容易 な 利用 等 に 係る 取組 の 推進 
統合 型 地理 情 報 シ ステ ム (GI S) の 「 い わ て デジ タル マッ プ 」 に よる 
防災 や 土地 利用 規制 等 の 地図 情報 や 情報 公開 用 W e b デ ー タ ベー ス に よる 
岩手 県 報 や 統計 情報 な どの 情報 提供 の 促進 に より 、 県 民 の 利便 性 向上 に 取 
り 組 み ま す 。【 再 掲 】 
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テー 














































































































県 が 保有 する 公共 デー タ の 公開 を 利 活用 が 容易 OS る と 
と も に オー プン デー タ の 普及 啓発 、 モ デル 事例 の 提供 等 に 、 公 共 デ ー 





ク の 民間 で の 利 活用 を 促進 し ます 。 
CN に お いて も 、 保 有する デー タ を 部 局 ・ 分 野 横断 的 に 活用 
する こと に より 、 効 果 的 な 政策 立案 や 住民 サー ビス の 向上 に 取り 組み ます 。 


再掲 】 









































テー 





③ マイ ナン バー カー ド の 普及 ・ 活 用 

ンマ イナ ン バ ー カ ー ド の 普及 及び 活用 に 係る 取組 の 推進 
県 内 市 町 村 と 連携 し た 地域 で の キャ ン ペ ー ン の 実施 等 に より 、 マ イナ ン バ 
ーー 制度 へ の 理解 促進 と マイ ナン バー カー ド の 普及 と と も に 、 カ ー ド を 活用 し 
た 様々 な 分 野 に お ける サー ビス 向上 に に 向け た 取組 の 県 内 で の 普及 を 進 め ま す 。 


再掲 】 


〈④ デジ タル デバ イド 対策 等 
~ 利 用 の 機会 等 の 格差 の 是正 に 係る 取組 の 推進 ~ 
ウェ ブ コ ン テ ン ツ を 容易 に 作成 で きる 新しい コン テン ツ ・ マ ネジ メン 
ト ・ シ ステ ム (CMS) の 導入 に より 、 ウ ェ ブ アク セ シ ビ リティ の 確保 や 
品質 の 向上 と 併せ 、 職 員 の 負担 軽減 を 目指 し ます 。【 再 掲 】 
通信 事業 者 、 市 町 村 等 と 連携 し た 、 過 疎 地 等 の 条件 不利 地域 に お ける 携 
帯電 話 の サー ビス エリ ア の 拡大 の 促進 に より 、 携 帯電 話 の 不感 地域 の 解消 
を 進め ます 。【 再 掲 】 
超 高 束 ブ ロー ドバンド 基盤 の 整備 や 地上 デジ タル 放送 の 苦 視 聴 地 域 の 解 
消 等 に 向け た 市 町 村 の 取組 の 支援 に より 、 未 整備 地域 の 解消 を 進め ます 。 
【 再 掲 】 


















































し | 
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⑤ 標準 化 ・ デ ジタル 化 、 シ ステ ム 改 革 、BPR 
< 情報 シス テム に 係る 規格 の 整備 及び 互換 性 の 確保 等 に 係る 取組 の 推進 
庁 内 情報 シス テム の クラ ウド 化 に よる 業務 の 効率 化 ・ 高 度 化 と 保守 ・ 運 
営 経費 の 縮減 を 図る こと に より 、 更 な る 情報 シス テム の 最適 化 に 取り 組み 
ます 。【 再 掲 】 
国 の 支援 制度 を 活用 し た セミ ナー の 開催 等 に より 、 県 内 市 町 村 の 自治 体 
クラ ウド 導入 を 促進 し 、 市 町 村 の 情報 シス テム 経費 の 削減 や セキ ュ リ ティ 
水準 の 向上 を 支援 し ます 。【 再 掲 】 
勤務 場所 や 勤務 時 間 な ど に よる 制約 を 最小 限 と する BYOD 型 テレ ワー 
ク 環 境 の 整備 等 に より 、 育 児 や 介護 、 出 張 な どの 職員 の 個々 の 事情 に 応じ 
た 柔軟 か つ 効 率 的 な 働き 方 を 支援 し ます 。【 再 掲 】 
RPA や A 1] な どの 新た な 1 CT 技術 の 活用 に より 、 定 型 業務 を 中 心 と 
し た 事務 の 自動 化 な ど 効 率 的 な 働き 方 に 資す る 取組 を 進め ます 。【 再 掲 】 
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ツン コ ラム  ^ ぐ 今後 、 更 な る 1CT の 活用 が 期待 され る 取組 





この 計画 で 掲げ る 4 年 間 の 取組 の 推進 に 加え 、 そ の 後 も 更に 進展 する 1CT 技 術 の 動 
向 を 踏ま え 、 本 県 の 地域 課題 の 解決 や 県 民 利便 性 の 向上 を 図る こと も 必要 で あり 、 本 県 
の 強み や 特徴 等 を 生か し た 、1CT の 更 な る 利 活用 に よる 次 の よう な 取組 が 、 今後 期待 
され ます 。 


① 東日本 大 震 災 津波 の 経験 を 踏ま えた 災害 時 の 情報 通信 の 確保 


平成 23 年 の 東日本 大 震 淡 津波 や 平成 28 年 の 台風 第 10 号 秋 害 で は 、 大 地震 に より 発生 し た 停電 
や 、 津 波 、 土 砂 月 れ に よる 通信 設備 の 損壊 に より 情報 通信 基盤 に 深刻 な 被害 が も た ら さ れ 、 多 く の 携 
帯電 話 基地 局 、 テ レビ ・ ラ ジオ 中 継 局 、 防 災 行 政 無線 等 が サー ビス 中 断 を 余儀 な くさ れ ま し た 。 

こう し た 経験 を 踏ま え 、 民 間 通 信 事 業者 で は 、 自 TaN 
パネ ル や 燃料 電池 と 蓄電 池 を 組み 合わ せ た 非常 用 電源 を 設置 する な ど 、 刀 害 に 強い 情報 通信 基盤 整備 
や 、 中 継 局 を 経由 せ すず に 、 ス マー ト フ ォ ン や 携帯 電話 で トラ ン シ ー バ ー の よう に 直 に 通信 で きる 仕組 
み と い っ た 、 新 た な 技術 の 開発 ・ 普 及 が 進め られ て いま す 。 

また 、 県 内 の 大 学 に お いて も 、 民 間 在 業 と 共同 で 携帯 電話 や 無線 LAN、 衛 星 電話 な ど 複 数 の 通信 
手段 を 適切 に 運用 し 、 災 害 時 に 情報 ネス ットワーク を 途切れ させ な いた め の 技 術 の 研究 や 実証 実験 が 行 
われ て いま す 。 

東日本 大 震 世 津波 の 経験 を 路 ま え 、 火 填 時 に 必要 な 「 情 報 」 を 途切れ る こと な く や り 取り し 、 適 切 

な 世 害 対応 ① 安 否 確認 が 可能 と な る よう 、 新 た な OE 強 融 な 情報 通信 
基盤 の 整備 が 、 今 後 も より 一 層 求 め ら れ て いま す 。 











② スマ ー ト 農林 水産 業 の 普及 に よる 一 次 産業 の 高度 化 


諾 林 水 産業 の 担い の 減少 高齢 化 が 進む 中 、 作 業 の 大 幅 な 効率 化 や 低 コ スト 化 に よる 生産 性 の 向 
上 、 担 手 の 確保 ・ 育 成 等 に 有効 な 手段 と し て 、 最 新 の | 〇 を 取り 入れ た 、 ス マー ト 類 林 水 産業 の 普 
及 が 進ん で いま す 。 

全国 的 に は 、 ブ ドウ の 生理 状態 を 測定 し 、 デ ー タ 化す る こと で 栽培 の 最適 化 ・ 効 率 化 を 図る 取組 や 、 
航空 レー ザ 計 測 に よる 森本 情報 の 整備 と その 活用 ・ 共 有 に 向け た 森林 クラ ウド シス テム の 導入 、 開 殖 
業 に お ける 水温 や 塩分 濃度 デー タ の 把握 ・ 分 析 、A | を 活用 し た 定置 網 操業 の 効率 化 と 資源 管理 に つ な 
げ る 取組 、 水 中 ドロ ー ン の 開発 な ど 、 一 次 産業 の 名 分 野 に お いて 様々 な 取組 が 行わ れ て いま す 。 

本 県 に お いて も 、GPS に よる トラ クタ ー 等 の 自動 運転 や ドロ ー ン に よる 水稲 の 生育 診断 、 施 設 園芸 に 
お ける 環境 制御 シス テム 、 ド ロー ン と A | を 組み 合わ せ だ 密漁 監視 な どの 導入 や 実証 研究 が 進め られ て 
いる ほか 、 岩 業 現場 ニーズ と スマ ー ト 農業 技術 シー ズ と の マッ チン グ を 図り 、 岩 手 県 の 農業 の 実情 に 即 
し た スマ ー ト 農業 を 展開 する こと を 目的 に 、 岩 家 、 民 問 企業 、 研 究 者 な ど 多様 な 関係 者 が 参画 する 「 い 
わ て スマ ー ト 農業 推進 研究 会 」 が 平成 29 年 に 設立 され る な ど 、 ス マー ト 諾 林 水 産業 の 導入 に 向け た 取 
組 が 着実 に 進展 し て いま す 。 

今後 ち 、1 CT を 活用 し た 技術 の 実証 に 加え 、 経 営 的 な 評価 に 基づい た 導入 可能 な 技術 モデ ル の 提示 
や 幅広 い 知識 を 有 し た 人 材 の 育成 な ど 、 更 な る スマ ー ト 農林 水産 業 の 普及 に 向け た 課題 を 解決 し な が 
ら 、 本 県 の 基幹 産業 で ある 農林 水産 業 の 高度 化 の た め 、 引 き 続 き 産 学 官 の 様 パ な 主体 が 連携 し た 取組 が 
重要 と な っ て いま す 。 
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③ 次 世代 モビ リティ 社会 の 実現 に 向け た 取組 の 推進 


II 高齢 者 を は じ め と する 県 民 の 安 
・ 安 収 な 生活 の 実現 や 、 多 様 な 経済 活動 に お ける 生産 性 の 向上 が 求め られ て いま す 。 

A な 広い 県 土 に 多く の 中 山間 地 を 抱え る 地域 に お いて は 、 日 々 の 通院 、 通 勤 ・ 通 

学 、 買 い 物 な ど 、 日 常 生 活 に お いて 自家 用 車 に 頼ら ざる を 得 な い 場 面 が 多く あり ます 。 

こう し た こと か ら 、 誰 も が 安全 で 便利 な 移動 サー ビス を 享受 で きる 社会 の 実現 に 向け て 、 近 年 急速 
に 発達 し て いる 自動 運転 技術 等 を 基盤 と し た 新た な モビ リティ シス テム へ の 期待 が 大 きく な っ て いま 
す 。 

新た な モビ リティ 社会 の 実現 に 向け て は 、 一 定 の 条件 が 揃っ て いる 理想 的 な 道路 環境 の 走行 を 想定 
し た 自律 型 の 自動 運転 技術 だ け で は な く 、 自 動車 同士 が 通信 ネッ トワ ー ク で つなが る 、 い わ ゆ る 「 コ 
ネ ク テ ッ ド 」 な 自動 運転 技術 や 道路 環境 が 望ま れ ま す 。 

この よう な 次 世代 モビ リティ 社会 を 実現 する た め に は 、 地 域 の 隅 尺 まで 届く 情報 通信 網 が 必要 で あ 
り 、5G や LPWA な どの 新た な 情報 通信 技術 の 普及 と 展開 が 一 層 重 要 に な り ま す 。 

本 県 で は 、 県 央 広域 振興 圏 と 県 南 広域 振興 圏 に また が る 北上 川 流 お いて 自動 車 や 半導体 関連 産業 を 
中 心 と し た 集積 が 進展 し つつ ある ほか 、 県 内 の 高等 教育 機関 に お いて 画像 処理 等 の 情報 関連 技術 の 研 
究 も 進め られ て いま す 。 

こう し た 本 県 の 強み を 生か し な が ら 、 自 動 運転 技術 の 開発 次 世代 モビ リティ シス テム の 実現 に 向 
けた だ た 、 産 学 官 が 連携 し た 取組 を 進め て いく 必要 が あり ます 。 


























自律 型 モ ビリ ティ ンス テム の 実現 に 向け た 研究 開発 の 概要 
分 散 型 の デー タ 処 理 等 に よる 
効率 な 通信 処理 技術 


様々 な 速度 で 走行 する 膨大 な 数 の 移動 体 と の 間 で 、 高 度 地 図 デ ー タ ベー ス 等 の 多様 で 
大 容量 な 情報 に つい て 、 伝送 容量 に 限り が ある 無線 を 介し て リア ル タ イ ム で や り 取 り 可 能 な 技術 を 確立 


各種 の 自律 型 モ ビ ピリ ティ シス テム CN アデ 7 多様 な 応用 分 野 
(電動 車いす 、 ッ トワ - ク 制御 列 工 事 車 両 等 EC (自律 ロボ ッ ト 、 ド ロー ン 等 ) 
a ky 赤 】 
まき ふ 、 Mi MM 1 Sr し ミ 5 ンー 
| = に アパ | す 


| (9 


ア ピサ ルン に pg L 
自律 型 電動 車いす バ SEE a 自筆 走行 型 案 内 ロボ ッ ト 


NN - < = 荷物 


ミミ 効率 の 良い 通信 方 式 に より 、 通 拆 用 
ネッ トワ ー ク 制御 型 工事 車両 対 徐 | 高度 地図 情報 の リア ル タ イ ム 更新 ・ 配 信 | 自動 飛行 ドロ ー ン 


【 出 典 : 総 務 省 「 平 成 30 年 版 情 報 通 信 白 書 」】 
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つ 取組 を 進め る 上 で 留意 すべ き 事 項 
( 1 ) 先進 的 技術 へ の 対応 


第 2 章 で 述べ た よう に 、 社 会 ・ 経 済 の 様々 な 分 野 に お いて 、|oT や AIl、 
ブロ ッ ク チ ェ ー ン と いっ た 革新 的 な 技術 の 導入 が 急速 に 進展 し て いま す 。 


平成 30 年 (2018 年 ) に 設置 され た 、「 先 駆 的 1 CT に 関す る 懇談 会 」 や 
「1 CT イン フラ 地域 展開 戦略 検討 会 )」 な ど 、 国 の 有識者 会 議 に お いて も 、 こ 
うし た 新た な 1CT 技術 が 、 今 後 、 地 域 課 題 の 解決 の みな ら ず 、 社 会 の 仕組 み 
や 私 た ちの 生活 を 大 きく 変え る 可能 性 を 持つ こと が 指摘 され て いま す 。 


加え て 、 ス マー ト フ ォ ン や スマ ー ト スピ ー カ ー、 ウ ェ ア ラ ブル 端末 な どの 普 
及 に より 、 こ うし た 新た な 技術 は 、 よ り 私 た ちの 生活 に 身近 な も の と な っ て い 
く こ と が 考え られ ます 。 


県 に お いて も 、 各 政策 分 野 に お ける 課題 の 解決 に 向け 、 こ うし た 最新 技術 の 
動向 を 常に 把握 する と と も に 、 地 域 特 性 や 個別 ニー ズ を 踏ま え 、 既 存 の 技術 も 
適切 に 組み 合わ せな が ら 、 新 た な 技術 の 導入 を 促進 し て いく こと が 重要 で す 。 


また 、Al、|lo 時 代 に 対応 で きる 1CT 人 材 の 育成 を 、 教 育 ・ 産 業 分 野 
と 連携 し な が ら 、 横 断 的 か つ 重 層 的 に 推進 し て いく こと が 大 切 で す 。 
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今後 、 更 な る 導入 が 見 込ま れる 新た な 1CT 技 術 と 、 そ の 利 活 用 に より 実現 が 期待 


され る 県 民生 活 の イメ ー ジ 】 


【 新 た な 1CT 技 術 】 


Saar 


| 「 モ ノ の イン ター ネッ ト 」 と 呼ば れ 、 あら ゆる モノ が イ 
| ンタ ーネット に 接続 し 情報 の や り と り を する 技術 。 


esas 


| 伝送 速度 が 上 り と 下り の 両方 と も に 30M ビ ッ ト / 秒 以 


i 上 の 、 高 速 ・ 大 容量 の 情報 通信 回 線 。 


i「 超 高速 」、「 多 数 接続 」、「 超 低 遅延 」 と いっ た 特長 
; を 持つ 次 世代 の 移動 通信 シス テム 。 


デー タ を ネッ トワ ー ク 上 に ある 複数 の 端末 で 安全 に 
食 池 管理 する 保管 技術 。 


仮想 現実 ( VR)・ 拡 張 現 実 (AR ) 


aa = 


| コン ピュ ー タ 上 に 人 工 的 な 環境 を 作り 出し 、 そ の 場 
: | に いる よう に 感じ られ る 技術 (VR) 。 

i 現実 の 風景 に 場所 や モノ に 関す る 情報 を 重ね て 表 
| 示す る 技術 (AR) 。 


| 人 間 の 脳 で 行っ て いる 学習 、 推 測 、 分 析 、 判 断 な ど 
i の 知 的 な 作業 を コン ピュ ー タ ー で 実現 し た も の 。 


人 


: 様々 な 機器 が 、 言 語 や 画像 、 動 作 な ど を 認識 で き 


aa 


| スマ ー ト フォ ン 、 タブレット な ど 、 ネ ットワーク に 接続 
: し た 状態 で 携帯 され 、 い つ で も どこ で も 多種 多様 な 
: サー ビス を 享受 する こと が で きる 端末 、 機 器 。 


Caan 
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【 利 活用 の 意義 、 効 果 】 


あら ゆる も の に セン サー が 装着 され 、 イ ン 
ター ネッ ト に 接続 する こと に より 、 様 々 な 
デー タ を 収集 し 、 現 状 の 把握 や 課題 の 抽 
出 が 可能 に な る 。 


動画 や 高 精細 な 画像 な ど 、 大 容量 の デー 
タ を 高速 で 送受 信 可 能 と な り 、 遠隔 で の ス 
ムー ズ な 作業 や コミ ュ ニ ケー ショ ン が 可能 
[な る 


従来 の 移動 通信 シス テム の 100 倍 の 速 さ 
の 通信 が 可能 に な る ほか 、IoT の 基盤 と し 


て 多数 の 機器 と の 接続 や 、 
活用 で きる 。 


遠隔 操作 に も 


改ざん が で き な い 、 シ ステ ムダ ウン に 強い 
な どの 特徴 を 生か し 、 食品 の トレ ー サビ リ 
ティ や 医療 デー タ の 管理 、 行政 文書 管理 
な ど で 利 用 が 期待 。 


疑似 的 な 体験 に より 、 効 果 的 な 訓練 や 研 
修 、 製 ョ の 試作 な ど が 可能 に な る 。 
MGLZWEE: ん 9 川 し を っ で 時 Ge 
た な サー ビス の 創出 が 可能 に な る 。 





経験 と 勘 に 頼っ て きた 作業 を 、AI に 置き 

換え る こと が で きる 。 また 、 膨大 で 複雑 な 
デー タ を 短 時 間 で 解析 し 、 様 々 な 課題 の 
解決 が 可能 に 


膨大 な デー タ か ら 、 重要 な 傾向 や パタ ー 
ン を 抽出 する こと で 、 き め 細 か な サー ビス 
の 提供 や 利便 性 の 向上 が 期待 され る 。 


音声 認識 技術 に より 、 年齢 、 障がい に よ 
る デジ タル デバ イド が 解消 され る 。 

お たき 画像 認識 技術 に より 、 人 間 で は 難し 
い 個 体 の 識別 や 抽出 が 可能 に な る 。 


持ち 運び 可能 な 端末 に より 様々 な サー ビ 

ス が 利用 で きる ほか 、 端 末 を 介し て 集め 
られ た 個人 の デー タ に より 、 新た な 商品 
や サー ビス の 開発 が 可能 に 。 





【 暮 らし へ の 導入 の 可能 性 ( 例 ) 】 


健康 余 眼 

テ 高 精細 画像 を り ア ル タ イ ム に 配信 する 遠隔 診療 に 
より 、 いつでも どこ で も 専門 的 な 診断 ・ 治 療 を 受け る こ 
と が 可能 に 。 
と : 血 圧 や 心拍 数 と いっ た デー タ か ら 、 病 状 の 悪化 を 
事前 に 察知 し た り 、DNA を 分 析 す る こと で 新た な 治療 
方 法 や 楽 を 開発 し た り 、 一 人 ひと り に 最適 化し た 治 
が 提供 され る 。 

【 超 高速 ブロ ー ド バン ド 、 5G、AI、 ビ ッ グ デー タ 


教育 


テ 小学 校 か ら 高校 まで 学び の デー タ を 収集 ・ 活 用 し 、 
児童 生徒 一 人 ひと り の 状況 に 応じ た 学習 の 展開 や 効 
果 的 な 指導 の 実施 。 
シ 遠隔 地 に いる 子供 同士 が 、 同 じ 部 屋 で 学ん で いる 
か の よう な 臨場 感 の ある 遠隔 授業 の 展開 。 

【 超 高速 ブロ ー ド バン ド 、5G、 ス マー ト デ バ イス 】 


安全 


テテ ドロー ン や 消防 隊員 の 身 に 着け る ウェ アラ ブル カメ 
ラ 等 の 映像 を り ア ル タ イ ム に 伝送 する こと で 人 災害 の 状 
況 が 即時 に 把握 、 共 有 さ れ 適 切な 避難 指示 が 行わ れ 
る 。 
と AI スピー カー に より 、 個人 ご と に 最適 化し た 防災 情 
報 が 配信 され る 。 

【 超 高速 ブロ ー ド バン ド 、 5G、 ス マー ト デ バ イス 、AI】 


二 モー ショ ン キ ャ プチ ャ を 活用 し た 郷土 芸能 の 記録 ・ 

伝承 、 ネ ッ ト を 通じ た 遠隔 指導 、VR に よる 疑似 体験 。 
【 超 高速 ブロ ー ド バン ド 、5G、 ス マー ト デ バ イス 、 
VR・AR】 


社会 基盤 

シ 高度 な ノウ ハウ も ICT 建 設 機械 に より 短期 間 で 習 
得 可 能 に な り 、 労 働 負 担 が 軽減 。 
テテ 隊列 走行 に よっ て 、 一 人 の ドラ イ バ ー で も 大 量 の 
貨物 輸送 が 可能 に 。 
と ドロ ー ン を 活用 し た 個別 配送 が 一 般 化し 物流 事業 
の 負担 が 軽減 。 

【 超 高速 ブロ ー ド バン ド 、5G、 ス マー ト デ バ イス 、 AI】 


電子 行政 ・ 官 民 デ ー タ ; 


家族 ・ 子 育て 


> 位置 情報 や 移動 デー タ の 収集 や 、 顔 認証 で 個人 
を 特定 する こと に よる 安全 ・ 安 心 な 子供 の 見 守り 。 

テ 高 精 細 な 画像 に よる テレ ワー ク に より 時 間 と 場所 
を 選ば な い 柔 軟 な 働き 方 が 実現 。 


【 超 高速 ブロ ー ド バン ド 、 5G、 AI、 ビ ッ グ デー タ 】 


早 境 。 了 了 SI 二 于 1 

シ 自動 走行 バス と 移動 サー ビス が あら ゆる 地域 に 導 
入 さ れ 、 家 族 に 心配 を か けず に 外出 が で きる 。 
二 ICT に よる 時 間 や 場所 に と ら わ れ な い 働 き 方 が 浸 
透 し 、 岩 手 に いな が ら 遠 隔 地 で の ビジ ネス が 可能 に な 
る こと で 、 都 市 部 へ の 流出 が 抑制 され た り 、 岩手 へ の 
流入 が 進む 。 

【 超 高速 ブロ ー ド バン ド 、 5G、AI、 ス マー ト デ バ イス 】 


土 事 ・ 収 入 


シ 熟練 農家 の 知識 、 生 育 状 況 な どの デー タ を 駆使 し 
た 生産 性 の 向上 や 、 ア シス トス ー ツ に よる 省力 化 。 

シ IoT、AI、 ロ ボッ ト の 導入 に よる 製造 業 に お ける 自動 
化 、 省 人 化 、 受 発注 シス テム の 自動 化 。 


【 ビッ グ デ ー タ 、IoT、 AI、 超 高速 ブロ ー ド バン ド 、 
スマ ー ト デバ イス 】 


自然 环境 
と VR や AR を 活用 し た 臨場 感 あ ふれ る 自然 の 魅力 の 
発信 。 
【 超 高速 ブロ ー ド バン ド 、5G、 ス マー ト デ バ イス 、 
VR・AR】 


参画 
シ 障がい の 有無 や 国籍 に か か わら ず 、 ス マー ト 端 末 
に より コミ ュ ニ ケー ショ ン を 可能 に する 。 


シテ アシ スト スー ツ や 自動 運転 に より 、 高 齢 の 方 や 障 
が い の あ る 方 で も 自由 に 移動 が で きる 。 
【 超 高速 ブロ ー ド バン ド 、5G、 ス マー ト デ バ イス 、 
音声 等 認識 技術 】 


テ 住民 に 関す る 記録 (出生 、 婚 如 、 死 亡 ) を 、 消 えた り 、 改 ざん され る こと が な い ブ ロッ クチ ェ ー ン 上 に 記録 し 、 転 居 


な ど 各 種 手続 き を 簡素 化 。 


シテ いつ で も 、 どこで も ネッ ト 上 で 行政 手続 き が 可能 に な り 、AI の 活用 に より 、 よ り 個 人 に 寄り 添っ た 相談 対応 が 可 


能 に な る 。 


【 ブ ロッ クチ ェ ー ン 、 AI、 超 高速 ブロ ー ド バン ド 、 ス マー ト デ バ イス 】 





※ 総 務 省 IICT イ ン フ ラ 地 域 展 開戦 略 検討 会 」「 未 来 を つか む TECH 戦 略 」 の 資料 な ど を 参考 に 作成 
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(2 ) 安心 し て 利用 で きる 環境 づく り 
標的 型 メ ー ル に よる 個人 情報 の 流出 な ど 、 巧 妙 化 する サイ バー 攻撃 に より 行 
政 機関 や 企業 の 被害 が 増加 し て いま す 。 


また 、 フ ィ ッ シン グ 詐 欺 な ど イ ンタ ーネット 利用 に 起因 する 犯罪 の 増加 や 、 
中 高生 の 病 的 な イン ター ネッ ト 依 存 の 増加 な ど に 対応 する た め 、1CT の 適切 
な 利用 に 関す る 普及 ・ 啓 発 が 必 要 と な っ て いま す 。 


セキ ュ リ ティ 対策 の 強化 や 1CT リ テラ シー の 向上 な ど 県 民 誰 も が 安心 し て 
1CT を 利用 で きる 環境 づく り を 推進 し ます 。 


セキ ュ リ ティ 対策 ・ICT の 適切 な 利用 に 関す る 普及 啓発 


ファ イア ウォ ー ル 
ン 








情報 セキ ュ リ ティ ポリ シー 
必 


EE 


企業 内 LAN 








Nr 


【 シ ニア 向け ICT セ ミナ ー の 様子 】 【 小 学生 向け プロ グラ ミン グ 教 室 の 様子 】 
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計画 の 推進 体制 と 進捗 管理 





計画 の 推進 体制 と 多様 な 主体 と の 連携 ・ 協 働 
(1 ) 県 に お ける 推進 休 制 


計画 の 推進 の た め に は 、 外 部 の 有識者 な ど 様 々 な 意見 を 反映 させ る と と も に 、 
県 全体 で 取組 を 進め る 必要 が あり ます 。 


この こと か ら 、 学 識 経 験 者 、1 T 産 業 、 通 信 事 業者 、 行 政 、NP O、 産 業 分 
野 等 1C T サー ビス の 提供 側 、 利 用 者 側 そ れ ぞ れ か ら メ ン バ ー を 人 選 し た 有 識 
者 会 議 を 設置 し 、 毎 年 度 、 計 画 の 進捗 状況 の 報告 と 意見 聴取 を 行い 、 会 議 で の 
意見 を 計画 推進 に 反映 し ます 。 


また 、 県 に お いて は 各部 局 に お ける 1CT 関 連 の 取組 に 関す る 情報 共有 と 部 
局 横断 的 な 取組 を 推進 する た め の 全 庁 横断 的 な 組織 を 設置 し 、 計 画 の 着実 な 実 
行 と 、 各 施策 に お ける 継続 的 な 1CT 利 活用 を 推進 する と と も に 、1CT の 専 
門 知 識 を 有する 人 材 の 確保 ・ 育成 に 取り 組み ます 。 


(2 ) 各 主 体 に 期待 され る 役割 
目指 す 姿 の 実現 の た め に は 、 県 は も ちろ ん 、 県 民 ・NPO、 事 業者 、 国 、 市 
町 村 、 大 学 な ど 地 域 社会 を 構成 する あら ゆる 主体 が それ ぞ れ 主体 性 を 持ち な が 
ら 協 働 し て 取り 組ん で いく 必要 が あり ます 。 


県 は 、 各 主体 と の 協 働 を 進め な が ら 、 本 計画 に 掲げ た 取組 を 着実 に 推進 し て 
いき ます 。 


計画 推進 に あたっ て 、 県 の 果たす 役割 と 県 以外 の 主体 に 期待 され る 役割 を 以 
下 に 掲げ ます 。 


























く 県 民 ・NPO> 
1 CT 利 活用 に 関す る 知識 や 技能 の 向上 
{CT を 活用 し た 積極 的 な 情報 発信 






































行政 機関 が 公開 する 情報 や I CT を 活用 し た 地域 課題 の 解決 (シン ビッ ク テ ッ ク ) 
































テ 1 C 芽 利 活用 施策 に 対す る 提言 等 
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< 事業 者 > 

> 様々 な 技術 や デー タ を 活用 し た 新 サ ービス の 開発 、 提 供 
テテ 1 CT の 生産 現場 等 へ の 導入 
と 1T CT の 利 活用 に 関す る 住民 へ の 普及 啓発 
> 情報 通信 基盤 の 整備 








































































































< 大 学 > 

> 各種 デー タ の 分 析 等 に 関す る 知見 の 提供 

> 地域 の 企業 や 多様 な 主体 と 連携 し た 新た な サー ビス の 開発 
テ >I エ CT 利 活用 の 推進 を 担う 人 材 の 育成 
































< 学校 > 

> 各種 デー タ の 分 析 に よる 指導 の 工夫 ・ 改 善 

テ >I エ CT を 効果 的 に 活用 し た 授業 実践 や 校内 研修 の 実施 
テ >SNS な どの 適切 な 活用 な どの 情報 モラ ル 教 育 の 実施 と 保護 者 へ の 啓発 

















































































































< 試験 研究 機関 > 
と 先端 技術 の 生産 現場 等 へ の 導入 に 向け た 研究 開発 




















< 国 > 
テテ { C 丁 を 活用 し た 先導 的 な 取組 に 関す る 情報 提供 
> 情報 通信 基盤 の 整備 に 向け た 支援 


シテ ICT 利 活用 に 向け た 専門 家 の 派 遣 




























































































村 > 
E 民 ニー ズ を 踏ま そえ た 、 1 CT 利 活 用 に よる 地域 課題 の 解決 
>I1 エ CT を 活用 し た 住民 サー ビス 向上 

と 国 や 通信 事業 者 へ の 働き 掛け 

> { C 工 の 利 活用 に 関す る 住民 へ の 普 


























































































































町 村 教 育 委員 会 > 


学校 等 の 1 CT 環境 の 整備 



































県 > 

本 計画 に 掲げ る 具体 的 取組 
也 の 主体 と 連携 し た 利 活 
市 町 村 へ の 支援 ・ 助 言 
国 や 通信 事業 者 へ の 働き 掛 
を 1 C 芽 を 活用 し た 住民 サー ビス 向上 
> { C 工 の 利 活用 に 関す る 住民 へ の 普 










































































































































































【 計 画 の 推進 体制 】 


県 民 ・NPO 事業 者 ・ 大 学 


个 


連携 ・ 協 働 


有識者 会 議 
く 構 成 > 学 識 経験 者 


本 県 に お ける ICT 利 活用 推進 
施策 に 対す る 意見 等 





(3) 産学 官 の 連携 に よる 利 活 用 推進 
1CT に よる 地域 課題 の 解決 や 県 民 の 利便 性 の 向上 に 向け た 取組 を 効果 的 に 
進め る た め に は 、 産 学 官 の 連携 が 不可 欠 で す 。 


本 県 で は これ まで も 、 多 く の ソ フト ウェ ア 人 材 を 有する 岩手 県 立 大 学 や 岩手 
大 学 等 を 中 心 に 、「 い わ て ネッ トワ ー ク シス テム (INS)」 な どの 組織 の 構築 
や 、 福 祉 、 農 業 、 防 災 な ど 幅 広い 分 野 お ける 実証 的 研究 が 行わ れる な ど 、 活 発 
な 産学 官 の 連携 が 進め られ て きま し た 。 


今後 も 、 高 等 教育 機関 に よる 地域 課題 に 対応 で きる 人 材 の 育成 や 企業 ニー ズ 


と 研究 シー ズ と の マッ チン グ を 十分 に 行う こと が で きる よう 、 相 互 の 連携 を 深 
めで いき ます 。 
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2 計画 の 進捗 管理 


計画 の 実効 性 を 高め て いく た め に は 、 今回 策定 し た 計画 に 基づき 、 取 組 を 着実 
に 実施 し 、 そ の 進捗 や 成果 、 課 題 等 の 把握 ・ 分 析 を 通じ て 、 次 に 実施 する 取組 を 
見 直し て いく こと が 重要 で す 。 


その た め 、 本 計画 に お いて も 、 各 取組 の 工程 表 に 基づき な が ら 、PDCA サ イ 
クル に より 、 実 効 性 の ある 1CT 利 活用 推進 の 取組 を 進め て いき ます 。 


計画 の 推進 に あたっ て は 、 計 画 に 基づく 取組 の 進捗 状況 を 毎年 度 確認 し 、 有 識 
者 会 議 等 の 意見 を 伺っ た 上 で 、 県 民 に 結果 を 公表 する と と も に 、 和 社会 情勢 の 変化 
や 技術 動向 を 踏ま は え 、 必 要 な 取組 の 追加 や 見 直し を 行い ます 。 


【ICT 利 活用 推進 計画 の PDCA サ イク ル 】 


ICT 利 活用 の 推進 


(Check 


目標 の 進捗 管理 
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参考 資料 





1 県 内 の 先進 的 取組 


県 内 に お ける 1CT を 活用 し た 先進 的 取組 事例 に つい て 紹介 し ます 。 

















【 取 組 項 目 】 
くず まき 見 守り & ス マー ライ フ プ ブ プラットフォーム 推進 事業 


【 取 組 内 容 】 

マイ ナン バー カー ド 認 証 機能 を 利用 し て の TV を 活用 し た 各 サ ービス を 提供 する も の で す 。 

名 世帯 や 各地 区 公民 館 や 病 院 と 保健 セン ター を 結ん だ 健康 状態 の 管理 を 実施 し ます 。 また 、 町 か ら の 行政 情報 サー 
ビス に 、 TV と リモ コン を 活用 で きる 仕組 み を 整備 し ます 。 





①「 健康 管理 機能 」 くず まき 見 守り 1.TV を 活用 し た 健康 管理 


サー ビス ログ イン 時 に 、 家族 宛 に 自動 で 安否 メー ウッ フ 
ル を 送信 し ます 。 また 、 高齢 者 は TV の リモ コン を 通 8 
じ て 自 分 の 健康 状態 「 よ い 」「 ふつ う 」「 す こし だ る 誰 で も 使え る TV 
い T『 わ る い 」 を 入力 し 、 保健 セン ター で は アプ リ 管 理 リモ コン 
画面 で 見 守り 対象 者 の 健康 状況 の 記録 ・ 対 応 を 行 マイ ナン バー カー ド 


る 3 つの ボイン ト 

いま す 。 = 》 > ご 、 届 0O 最 も 身近 な 「TV」 を 活用 し た 
本 

"ay er 9 財 れ た 場所 に 住む の 


②「 行 政情 報 配信 機 能 」 二 - ーー ミュ ニテ イィ と の 
TV 側 で アプ リケーション を 起動 する こと で 、TV 上 トー 生生 
に 自分 の 健 診 履歴 や 検診 デー タ を 確認 で きま す 。 ま 
た 、 日 常 的 に 利用 し て も ら え る よう 、 行政 か ら 高 齢 で きる ? 
者 へ の 福祉 情報 、 健 康 増進 情報 、 検 診 予定 、 天 気 IM 
情報 等 、 高 齢 者 が 利用 メリ ッ ト を 実感 で きる 情報 の ーー 
配信 な ども 行い ます 。 一 病院 、 公 民 館 等 と の 連携 





ー 吉 lRHH 電電 部 ゴン ・ 


蒲 陣 は と | XY< コ 




















G) 行動 履歴 管理 機能 」 
高齢 者 の 通院 、 施設 利用 、 公民 館 利 用 等 の 行動 


履歴 を 保健 師 だ け で な く 、 本 人 も 確認 で きる よう に 
し ます 。 
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| 八幡 平 市 グリーン リ バー ホー ルディ ング ス (福岡 県 福岡 市 ) ・ | 


産業 、 人 づく り 





MOVIMAS (東京 都 新宿 区 ) 
【 取 組 項 目 】 
ICT を 利 活用 し た 耕作 放棄 ・ ビ ニー ル ハ ウス 再生 事業 
【 取 組 内 容 】 


八幡 平 市 で は 、 30 年 以上 前 か ら 地 熱発 電 所 か ら 供給 され る 熱 水 を 暖房 に 利用 し た ビニ ー ル ルウ ス (通称 「 熱 水 人 ハウ 
ス 」) で の 農業 が 行わ れ て きま し た 。 し か し 、 高齢 化 に よる 就農 者 離れ や 施設 の 老朽 化 等 の 問題 が あり 、 現在 は 未 活用 
に な っ て いる 施設 が 多く な っ て いま す 。 

この た め 、 未 活用 の 熱 水 ハウ ス で 縦 型 水 耕 栽培 農法 を 用 い 労 働 の 軽減 に よる ビニ ー ル ルウ ス の 高 収益 化 を 図る と と も 
に 、 ク ラウ ド で ビニ ー ル ルウ ス 内 の 環境 制御 を 行う MOVIMAS の 栽培 管理 シス テム を 導入 し 、 農業 ノウ 人 ハウ を 共有 ・ 蓄 積 
する こと で 新規 就農 者 の スタ ー ト アッ プ 支 援 を 目指 す も の で す 。 


【 八 幡 平 市 】 ーーー = 

グリ ー ン リバ ー ホ ー ル デ <e MOVIMAS ー GREEN RIVER HOLDINGS 
ィング ス に 電 培 天天 時 |。 [zm Py oo | 和 7 
の た め の 熱 水 ハ ウス を 提 “之 X 了 人 通用 新 视 、 開 地 使用 履歴 達 隊 朝 件 寂 
供し 、 稼 働 50 年 を 超え る | 本 mm "ーー [ 
松川 地熱 発電 所 か ら 供 
給 さ れる 熱 水 を 活用 し た 
豪雪 地帯 で の 周年 農業 の 
実現 化 を サポ ー ト する 。 






【MOVIMAS】 【 グ リー ン リ バー ホー ルディ ング ス 】 
loT と 水 耕 栽培 を 活用 し た スマ ー ト アグ リ シ ス テム の 開発 を 行い クラ ウド 管理 し て 、 農業 ノウ ハウ を 共 ビニ ー ル ハウ ス を 再生 レ し 水 耕 栽 
有 ・ 蓄 積 す る こと で 周年 栽培 を 実現 化し 新規 就農 者 を サポ ー ト する 。 培 装 置 を 設置 し その 設備 を レン タ 
ル し て 生産 者 を 育成 後 、 販 売 を サ 
ポー ト す る 。 
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3 大 船渡 市 暮らし ・ 安 全 、 産 業 
【 取 組 項 目 】 
ICT を 活用 し た 野生 鳥獣 被害 対策 


【 取 組 内 容 】 

大 船渡 市 で は 、 ニホン ジ カ 、 アナ グマ 、 ハク ビシ ン 、 サル 等 の 野生 鳥獣 に よる 農作物 の 食害 や 自動 車 と の 接触 事故 等 の 
生活 の 様々 な 場面 で 被害 が 深刻 化し て いま す 。 また 、 北西 部 に 位置 する 五葉 山系 で は 、 ニ ホン ジ カ の 適正 頭数 は 約 
2,000 頭 と いわ れ て いま す が 、 そ の 3 4 倍 生息 し 、 年 々 増加 傾向 に あり ます 。 

防護 網 の 設置 や 被害 防止 パト ロー ル 、 猟 友 会 等 と 連携 し た 有害 駆除 の 実施 、 農地 用 防護 ネッ ト や 電気 欄 の 設置 等 
を 実施 し て いま す が 、 狩猟 者 の 数 が 減少 し 高齢 化 も 進行 し て いる こと や 駆除 範囲 が 広く 1 回 あたり の 有害 駆除 に 限界 が 
ある こと な どか 5 従来 の 対応 だ け で は 被害 防止 は 困難 で あり 、 被害 の 拡大 が 懸念 され ます 。 

地域 特性 に 応じ した ニホン ジ カ が 農地 に 近づか な い 有 効 な 威 督 方 法 に 改善 ・ ブ ラッ シュ アッ プ 等 が な され る こと で 、 農地 用 
防護 ネッ ト 等 の 代替 防護 方 法 に な り 、 農作物 の 食害 が 減少 する と と も に 農作業 の 効率 化 が 図ら 5 れ ます 。 

また 、 セン サー 等 に よっ て 、 ニホン ジ カ の 出現 ホイ ント や 時 間 帯 、 頻度 等 を 情報 と し て 収集 する こと で 、 デ ー タ に 基づき 、 効 
率 的 に 有害 駆除 を 実施 で き 、 駆除 頭数 の 増加 と 狩猟 者 等 の 負担 軽減 が 図ら れ ま す 。 


セン シン グ 技 術 ・ ネ ットワーク 技術 ・ 動 画 中 継 技 上 
術 等 を 活用 し た ニホン ジ カ へ の 威 購 や 、 行 動 範 。 略 
囲 の 補足 ・ 特 定 に よる 有害 駆除 範囲 の 絞り 込み 人 
等 に 使用 する 監視 端末 と 、 監視 端末 か ら の 情報 











大 船渡 市 
鳥獣 被害 対策 ICT 基 般 2 
モバ イル 通信 地域 内 端末 管理 通知 (グル ー プ ・ 個 人 ) 
(大 船渡 市 市 域 地域 内 通知 先 管理 既 読 管理 可能 と する 
カメ ラ 内 無線 も 活用 グル ー プ - 個 人 ) ルー プ 内 情報 共有 可能 と する 
端末 死活 監視 
出没 デー タ 分 析 


を 農業 者 や 狩猟 者 等 に 通知 し 、 捕獲 や 有害 駆 
除 の 省力 化 を 図り ます 。 


る で 極力 廉 価 で 有効 な 端末 と する た め の 
トラ イ & エ ラー を ふる さと テレ ワー ク 
移住 者 と 行っ て いく 











産業 、 環境 整備 


【 取 組 項 目 】 
遠野 型 ふ る さと テレ ワー ク 推 進 事 業 


【 取 組 内 容 】 

ぶる さと テレ ワー ク の 基盤 と な る テレ ワー クセ ンタ ー (サテ ライ ト オ フ ィ ス ・ コ ワー キン グ ス ペ ー ス 等 ) を 閉校 と な っ た 旧 遠 野市 
立 土 淵 中 学校 (現在 「 遠 野 み らい 創り カレ ッ ジ 」 と し て 利用 ) に 整備 する こと に より 、 地方 へ の 人 や 仕事 の 流れ の 創出 、 
時 間 や 場所 に と ら わ れ な い 和 柔軟 な 働き 方 を 提案 する こと で 、 ワー クラ イフ バラ ンス の 向上 、 地域 活性 化 な ど 継 続 的 な 地方 
創 生 機会 の 創出 と 移住 促進 を 図り ます 。 


・ 閉 校 と な っ た 旧 土 淵 中 学校 (現在 「 遠 野 み ら く 内 観 > 
い 創 り カ レッ ジ 」 と し て 利用 ) に 、 サテ ライ ト オ フ 
ィ ス 及び コワ ー キ ング スペ ー ス を 備え た テレ ワー 
クセ ンタ ー を 整備 。 平成 29 年 2 月 に 「 遠 野 み 
らい 借り カレ ツジ テレ ワー クセ ンタ ー」 と し て オ 
ー プ ン 。 


サテ う 條 わ 仏 






| < HTLE る を 形 款 
・ 遠 野 み らい 創り カレ ッ ツジ の 産学 官民 ネッ トワ 
ー ク (年 間 利 用 者 約 8 千 人 ) を 活用 し 、 テレ ワ 
ー ク を PR・ 体 験 させ る こと に より 、 遠野 市 に お 
ける 継続 的 な ふる さと テレ ワー ク の 普及 促進 を 
図る 。 
吉野 45 い 創 カ ルッ ツ と は 7 
迷 野 市 と 富士 ゼロ ックス 株 式 会 社 が 協 衝 で 行う 地 坦 紗 貞 の 






険 、 


r 


《AS 

二 ラ 2 語 た め の 活 平成 26 年 から 当 で 開 計 。 地 人 KX 

・ 小 学校 ブロ グラ ミン グ 教 育 や 、 市 内 中 高校 生 | を Et 上條 4 な ど 0 > 1 
と 首都 圏 大 学生 と の Web 交流 な ど に よっ て 、 を 保 す ブロ グラ ム を 展開 iii er 電 引 RM 


新しい 地域 リー ダー と IT 人 材 の 育成 ・ 確 保 に 
も つなが っ て いる 。 
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一 覧 で 掲載 し ます 。 


計画 に 揚げ る 取組 一 覧 


計画 に 掲げ る 具体 的 取組 に つい て 、 取 組 の 方 向 性 、 官 民 デ ー タ 活用 推進 計画 の 関 
係 、 い わ て 県 民 計画 (2019~2028) アク ショ ンプ ラン と の 関係 、 指 標 等 に つい て 





「 い わ て 県 民 計 画 (20192028) 」 

















































































































































































































アク ショ ンプ ラ > 
政策 分 时 具体 的 丰 方 策 No 取組 項目 5 つの 取組 方 向 | テー タ SS 指标 
” | 政策 推進 | 復興 推進 | 行政 経営 
プラ ン 関 係 | プラ ン 関 係 | プラ ン 関 係 
1 健康 ・ 余 暇 | 健康 づく り の 推進 医療 保健 デー タ の 分 析 や 調査 研究 に よる 地域 の 健康 課題 の 「 見 える | 暮らし ・ 安 全 県 及び 地域 の 健康 課題 の 「 見 える 化 」 情 
1 | 化 」 の 推進 @ @ 陣 の ホー ムペ ー ジ で の 人 人 
質 の 高い 医療 体制 の 整備 。 CT を 活用 し た 医療 機関 間 に お ける 医療 情報 連携 の 推進 暮らし ・ 安 全 s テレ 人 マツ ステム の 運用 聞 設 牙 
県 立 病 院 に お ける 診療 情報 共有 シス テム 等 の 利 活用 に よる 医療 の 標 
3 | 準 化 及 び 地域 連携 等 の 推進 @ @ 
県 立 病院 に お ける 電子 カル テシス テム の 利 活用 に よる 医療 安全 と 患者 | 
4 | サー ビス の 向上 @ @ 
周 産 期 医療 情報 ネッ トワ ー ク シス テム を 活用 し た 安全 ・ 安 心 な 出産 環境 周 産 期 医療 情報 ネッ トワ ー ク の 参加 割 
5 | の 整備 @ @ e ho A iE 
小児 医療 遠隔 支援 シス テム を 活用 し た 小児 医療 体制 の 強化 小児 医療 遠隔 支援 シス テム 利用 回 
6 @ @ 【 】 数 (回 ) 
周 産 期 医療 関連 施設 と 地域 の 保健 ・ 福 祉 関係 機関 この ICT を 活用 し た 周 産 期 医療 機関 と 関係 機関 の 連 
7 | 連携 体制 の 整備 @ @ 携 ・ 支 援 体制 の 構築 
介護 の 質 の 維持 ・ 向 上 a 介護 ロボ ッ ト の 導入 支援 に よる 介護 労働 環境 の 改善 暮らし ・ 安 全 4 PRO 下 に 便 る 拓 
人 台 ) [累计 
高齢 者 が 安心 し て 暮らす こと が で き 多様 な 主体 に よる 見 守り シス テム の 普及 ・ 拡 大 暮らし ・ 安 全 いわ て “お げん き " み まもり シス テム 
る 環境 の 整備 9 @ @ 利用 者 数 (人 )〔 累 計 ] 
互い に 認め 合い 、 共 に 支え 合う 福 ユニ バー サル デザ イン に 対応 し た 公共 的 施設 の 情報 提供 を 行う 電子 | 暮 らし ・ 安 全 登録 施設 の 件 数 (件 )〔 果 計 ] 
祉 コミ ュ ニ ティ づく り の 推進 10 | マッ プ の 充実 le * 
文化 を めぐ る 新しい 動向 に 対応 し 「 コ ミッ ク い わ て WEB」 を 通じ た 岩手 県 ゆか り の マン ガ 等 の 情報 発信 らし ・ 安 全 | コミ ッ ク い わ て WEB 訪 問 者 数 (人 ) 
た 取組 の 推進 Ul 情報 発信 ® 
多様 な 学習 機会 の 充実 生涯 学習 情報 提供 シス テム の 運用 に よる 主体 的 な 学び や 活動 の 支援 | 暮らし ・ 安 全 生涯 学習 情報 提供 シス テム (ホー ム 
12 @ @ | ペー ジ ) 利用 件 数 (件 ) 
図書 情報 シス テム に よる 図書 等 に 関す る 情報 の 提供 図書 館 情報 シス テム (ホー ムペ ー ジ ) 
13 @ @ 利用 件 数 (件 ) 
2 家族 ・ 子 育て | 子育て 家庭 へ の 支援 「 子 育て 応援 ボー タル サイ ト 」 に よる 子育て 支援 情報 の 発信 暮らし ・ 安 全 子育て 応援 ボー タル サイ トト ッ プ ペー 
4 情報 発信 @ @ ジ の 閲覧 数 (回 ) 
結婚 ・ 家 庭 ・ 子 育て に 希望 を 持て る "いき いき 岩手 "結婚 サポ ー ト セン ター の マッ チン グ シ ステ ム を 活用 し た | 暮らし ・ 安 全 結婚 サポ ー ト セン ター 会 員 に お ける 
環境 の 整備 15 | 出会い の 場 の 創出 ® 
区 結婚 応援 パス ポー ト の 配信 等 に よる 結婚 を 応援 する 機運 の 醸成 内 
青少年 を 事件 ・ 事 故 か ら 守 る 環境 イン ター ネッ ト 上 の 有害 情報 や 有害 な 図書 類 か ら 青少年 を 守る た め の | 暮らし ・ 安 全 青少年 指導 者 等 を 対象 と し た 情報 メ 
づく り の 推進 17 取組 の 推進 環境 整備 @ (7 对 记 能 力 关 成 王座 受 请 者 娄 
3 教育 ICT を 活用 し た 新た な 学び の 推進 授業 で の ICT 利 活用 や 学校 の ICT 環 境 整備 に よる 教育 の 情報 化 の 推進 |] 人 づく り ICT 機 器 を 活用 し て 、 効果 的 な 教材 
18 @ @ 研究 や 授業 を する こと が で きる 高校 
ー | _ 教員 の 割合 (9%) _ 
総合 教育 セン ター ホー ムペ ー ジ を 活用 し た 児童 生徒 の 学習 活動 や 教員 総合 教育 セン ター ホー ムペ ー ジ アク 
19 | の 学習 指導 の 支援 @ @ セス 数 (件 ) 
特別 支援 教育 の 多様 な ニー ズ へ の 特別 支援 学校 に お ける タブ レッ ト 端 末 を 活用 し た 実践 的 効果 的 な 授業 | タブレット 端末 を 授業 に 活用 し た 特別 
対応 20 | の 推進 @ @ 支援 学校 の 教員 の 割合 (9%) 
児童 生徒 の 健全 育成 に 向け た 対策 情報 モラ ル 教 育 の 推進 と イン ター ネッ ト 利用 の ルー ル に 関す る 普及 啓 | 環境 整備 ルー ル を 守っ て 情報 機器 (スマ ー ト フォ 
の 推進 21 発 eo 6 
合 (% 
アス リー ト の 競技 力 の 向上 2 最新 の スポ ー ツ 医 ・ 科 学 に 基づい た サポ ー ト の 推進 人 づく り 5 本 tt i 
计 ] 
4 居住 環境 ・ コ | 地域 コミ ュ ニ ティ の 形成 促進 地域 コミ ュ ニ ティ を 維持 ・ 形 成す る た め の 地域 の 情報 発信 や ICT を 活用 | 暮らし ・ 安 全 | ホー ムペ ー ジ で 紹介 する 地域 コミ ュ ニ | 
ミュ ニテ ィ 23 | し た 日 常 生活 の 利便 性 の 向上 情報 発信 @ @ ティ モデ ル 数 (箇所) 累計 ] 
国内 外 の 人 々 と の つなが り の 強化 復興 支援 ボー タル サイ ト 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 」 等 に よる 復興 支援 | 暮らし ・ 安 全 | ボー タル サイ ト 等 アク セス 数 (回 ) 
24 | 情報 等 の 発信 情報 発信 ® 
ILC の 実現 を 見 据え た 外国 人 研究 者 等 の 受入 環境 の 整備 促進 地域 の 国際 化 を 担う 人 材 の 育成 に 向 
25 @ @ けた 講演 会 等 の 開催 回 数 (回 )〔 累 
= 计 ] 
移住 希望 者 の 関心 を 惹き つけ る 効果 的 な 情報 の 発信 移住 定住 交流 ホー ムペ ー ジ アク セ 
26 @ ス 数 (回 ) 
公共 交通 の 利用 促進 IC カ ー ド や スマ ー ト フォ ン ア プリ を は じ め と し た ICT の 導入 に よる 地域 公 | 暮らし ・ 安 全 交通 に よる 利便 性 向上 に 向け 
27 | 人 交通 の 利便 性 向上 ° 和 
スポ ー ツ を 生か し た 地域 づく り の 促 「 い わ て スポ ー ツ コミ ッ シ ョ ン 」 ホ ー ム ペー ジ を 通じ た スポ ー ツ 資源 等 の | 暮らし ・ 安 全 「 い わ て スポ ー ツ コミ ッ シ ョ ン 」 ホ ー ム 
进 28 | 本 報 発 信 情報 発信 @ | ペー ジ 訪 問 者 数 (人 ) 
5 安全 災害 情報 の 効果 的 な 収集 ・ 伝 達 5 災害 情報 の 効果 的 な 収集 及び 伝達 体制 の 整備 らし ・ 安 全 店 3 災害 情報 の 収集 体制 の 研究 
災害 対応 の 迅速 化 に 向け た 効果 的 災害 発生 時 に お ける 、ICT 機 器 を 活用 し た 迅速 な 被害 状況 の 把握 等 | 暮らし ・ 安 全 ドロ ー ン 配備 数 ( 機 )【 困 計 ] 
な 調査 手法 の 確立 30 @ 
震 災 の 教訓 の 伝承 避 いわ て 岩 災 津波 アー カイ ブ に よる 岩 災 関 連 資 料 の 保存 と 活用 暮らし ・ 安 全 a 2202 
ス 
東日本 大 震 災 津波 伝承 館 に お ける ICT を 活用 し た 外国 人 の 受入 態勢 2019 年 89 月 の 開館 後 の 状況 を 中 
32 | の 整備 @ まえ な が ら 適 切な 指標 を 検討 
食 の 安全 の 確保 に 向け た 迅速 か つ 適 と 畜 検 査 デー タ 処 理 シ ステ ム の 導入 に よる 迅速 か つ 適 正 な 検査 体制 の | 暮らし ・ 安 全 
正 克 上 畜 检查 体制 几 构 筑 33 @ @ 適正 な と 畜 検 査 の 推進 
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政策 分 野 具体 的 契 方 策 No 取組 項目 5 つの 取組 方 向 還 民 データ 指標 
‘ ” | 政策 推進 | 復興 推進 | 行政 経営 
プラ ン 関 係 | プラ ン 関 係 | ブラ ン 関係 
6 仕事 ・ 収 入 | 多様 な 主体 の 連携 に よる まち の に キャ ッシュ レス 化 の 推進 に よる 新た な 消費 の 拡大 と 中 小 企業 の 生産 性 | 産業 ッシュ レス 決済 の 導入 に 向け た セミ 
ON jp に * TH 
県 内 企業 の 生産 性 と 競争 力 の 向上 も の づく り loT 講 座 等 の 開催 に よる 産業 人 材 の 育成 支援 産業 IoT 関 係 の 講座 の 開催 回 数 (回 ) [累計 ] 
9 人 づく り @ @ 【 】 
研究 会 や ET ロボ コン の 開催 等 に よる 組込み ソフ トウ ェ ア 技 術 の 振興 若年 層 を 対象 と し た 取込み ソフ トウ ェ ア 
36 @ @ 技術 教育 等 の 開催 回 数 (回 ) [累計 ] 
ワー クシ ョ ッ プ 開催 等 に よる ICT を 活用 し た 生産 性 向上 の 取組 や 革新 的 生産 性 向上 や 新 製品 開発 等 の 具現 化 
37 | な 製品 、 サ ービス の 創出 の 支援 @ @ に 取り 組む グル ー プ 数 (グル ー プ ) [ 果 
对 
内 外 か ら の 観光 客 の 誘客 拡大 SNS 等 を 活用 し た 観光 情報 の 発信 と 受入 態勢 の 充実 産業 宿泊 者 数 (延べ 人 数 ・ 全 施設 ) (万 人 泊 ) 
38 情報 発信 @ @ @ 
バー チャ ル 技 術 を 活用 し た 新た な 動画 コン テン ツ に よる 岩手 ファ ン の 拡 岩手 県 公式 動画 チャ ン ネ ル (You Tube) 
39 | 大 @ の 登録 者 数 (人 )【 累 計 ] 
若者 や 女性 の 就業 支援 就職 情報 サイ ト に よる 一 元 的 な 就職 支援 情報 の 発信 産業 「 い わ て の シゴ トバ 」 新 規 掲載 企業 数 
40 情報 発信 @ e ( 社 ) [累計 ] 
人 材 の 確保 と 職業 能力 の 開発 岩手 県 り ・{ タ ー ン シス テム に よる 県 外 在 住 者 へ の 求人 企業 情報 の 発信 | 産業 U・ タ ー ン シス テム 新規 登録 者 数 (U・T 
41 人 づく り ター ン 希 望 者 ) (人) [累計 
@ @ @ | ウー ン シ ス テム 新 登 録 企 業 数 | 
(県 内 求人 企業 ) ( 社 )[ 果 计 ] 
竹 e ラ ー ニ ング に よる 離職 者 等 の 再 就職 訓練 の 実施 内 設定 コー ス 数 (コー ス )〔 困 き 
農林 水産 業 に お ける 生産 性 ・ 収 益 ICT や ロボ ッ ト 技 術 等 の 導入 に よる 生産 活動 の 省力 化 ・ 効 率 化 と 収量 ・ | 産業 環境 制御 技術 導入 経営 休 数 (経営 休 ) 
力 の 向上 43 | 品質 の 向上 人 づく り @ [累计 ] 
7 歴史 ・ 文 化 | 文化 ・ 芸 術 情報 の 発信 「 い わ て の 文化 情報 大 事典 」 を 通じ た 文化 芸術 情報 の 発信 暮らし ・ 安 全 「 い わ て の 文化 情報 大 事典 」 ホ ー ム ペー 
44 情報 発信 @ @ ジ 訪 問 者 数 (人 ) 
8 自然 環境 | 生物 多様 性 の 保全 GPS を 活用 し た ツキ ノワ グマ の 動態 調査 と 出没 メカ ニズム の 解明 暮らし ・ 安 全 
45 @ る 個体 数 の 推定 と 将来 予測 の 手法 の 開発 
良好 な 大 気 環境 の 保全 8 「 い わ て モバ イル メー ル 」 を 活用 し た 光化学 オキ シダ ント 注意 報 等 の 発 | 暮らし ・ 安 全 a いわ で イル ルル 虹 録 他人 ) 
也 
三陸 ジオ パー ク に 関す る 取組 の 推 三陸 ジオ パー ク に 関す る 多様 な 媒体 で の 情報 発信 暮らし ・ 安 全 多様 な 媒体 の 更新 件 数 (件 [累計] 
進 7 情報 発信 @ @ 
温室 効果 ガス 排出 削減 対策 の 推進 ホー ムペ ー ジ を 活用 し た 省エネ 行動 の 見 える 化 暮らし ・ 安 全 家庭 の エコ チェ ッ ク 参 加 者 数 (人 )〔 果 
と 再生 可能 エネ ルギー の 導入 促進 | 48 @ 計 
自立 ・ 分 散 型 エ ネル ギー 供給 シス テム の 導入 促進 補助 金 を 活用 し て 自立 
49 @ ギー 供給 シス テム の 導入 
る 市 町 村 等 の 数 (市 町 村 )【 累 ョ 
9 社会 基盤 |ICT 利 活用 に よる 地域 課題 解決 の a ICT を 利 活 用 し た 地域 課題 の 解決 に 向け た 取組 の 推進 環境 整備 市 町 村 ICT 利 活用 サー ビス 開始 数 (件 ) 
支援 
@ 
本 ICT 人 材 を 育成 する 取組 の 支援 | i 導 iCT フ ェ ア 来 場数 (人 ) 
@ @ iCT セ ミナ ー 受 講 者 数 (人 )〔 県 計 ) 
津波 防災 対策 の 推進 衛星 回 線 を 使用 し た 水門 ・ 陸 間 自 動 閉 鎖 シス テム 整備 の 推進 暮らし ・ 安 全 海岸 水門 等 の 遠隔 自動 化 箇 所 数 (県 管 
53 @ @ 理 )( 箇 所 )【 累 計 ] 
河川 や 道路 等 の 情報 提供 に よる 安 岩手 県 河川 情報 シス テム に よる 河川 情報 の 迅速 な 提供 暮らし ・ 安 全 水位 情報 提供 箇所 数 (県 管理 ) (箇所 ) 
全 の 確保 4 @ @ (県 
_ _ | 岩手 県 土砂 災害 警戒 情報 シス テム に よる 土 戒 情報 等 の 迅速 人 王 砂 涯 穫 情報 シス テム の 安定 し た | 
55 | な 提供 @ @ 運用 
56 岩手 県 道路 情報 提供 サー ビス に よる 道路 利用 者 の 利便 性 の 向上 a 際 上 情報 サー ビス の 安定 し 
た 運用 
建設 現場 の 生産 性 向上 に Construction の 導入 に よる 建設 現場 の 生産 性 向上 産業 ICT を 活用 し た 県 営 建 設 工事 の 実施 件 
57 @ 数 (件 )【 累 計 ] 
情報 通信 基盤 の 整備 時 携帯 電話 の 不感 地域 解消 の 取組 の 支援 環境 整備 内 携帯 電話 不感 地域 人 口 (人 ) 
| 超 高 速 ブ ロー ドバンド 環境 の 整備 等 の 取組 の 支援 二 高速 ロー ドッ 
59 @ @ @ | サー ビス 拡大 支援 エリ ア 数 (箇所 )[ 果 
計 ) 
10 参画 若者 ・ 女 性 の 活躍 支援 若者 ・ 女 性 の 活躍 を 支援 する 情報 発信 の 充実 人 づく り いわ て 若者 交流 ポー タル サイ ト ア クセ ス 
60 情報 発信 数 (回 ) 
@ いわ て 女性 の 活躍 応援 サイ ト アク セス 
数 (回 ) 
11 電子 行政 ・ | 行政 事務 の 効率 化 の 推進 テレ ワー ク 環 境 の 整備 環境 整備 サテ ライ ト オ フ ィ ス の 拠点 数 (箇所 )【 累 
官民 デー タ 活 用 61 @ e 
e @ (件 [累計 ] 
県 民 の 利便 性 の 向上 JIS X8341-3:2016 適 合 レ ベル 
@ ト 】 
@ e 
@ 率 (⑳) 
8 自動 車 保 有 関 連 手続 ワン スト ッ プ サー ビス (OSS) の 利用 促進 @ [OSS の 利用 率 (9%) 
~ | 統合 型 地理 情報 シス テム (GIS) や 情報 公開 用 Web デ ー タ ベー ス の 活用 | 統合 型 地理 情報 シス テム (GiS) や 情報 
67 | に よる 情報 提供 の 促進 @ 9 |eb デ ー タ ベー ス に ょ る 情報 の 
| 用 促 
オー プン デー タ の 推進 公開 する オー プン デー タ の 拡充 と 利 活用 の 取組 支援 環境 整備 加工 し や すい デー タ 形式 で の オー プン 
68 @ @ デー タ 公 開 項目 数 (件 )[ 累 計 〕 
安全 な 行政 情報 シス テム の 構築 ・ 運 情報 セキ ュ リ ティ 対策 の 強化 環境 整備 
用 と 県 民 の 個人 情報 の 保護 69 @ e 
__ | 学校 現場 の 特徴 を 踏ま えた 情報 セキ ュ リ ティ 対策 の 実施 県 立 高 等 学校 の セキ ュ リ ティ 体 策 に 対 | 
70 @ 応 し た 基盤 整備 率 (%) 
マイ ナン バー カー ド の 普及 啓発 と 活 マイ ナン バー カー ド の 普及 啓発 や 活用 推進 の た め の 広 報 活動 環境 整備 | マイ ナン バー カー ド を 利用 し た サー ビス 
用 推进 71 @ @ | の 周知 回 数 (回 )[ 累 計 ] 
由 全 68 記 02 あ 庁 内 シス テム の クラ ウド 化 の 推進 に よる 行政 コス ト の 削減 環境 整備 g 人馬 
最適 化 
@ 市 町 村 へ の アド バイ ザ 
(回 )〔 累 計 ] 
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3 策定 経過 


〇 有識者 会 議 の 設置 
本 県 に お ける 1 CT 利 活用 の 推進 に 関す る 計画 の 策定 及び 計画 策定 後 の 進捗 
状況 等 に つい て 、 専 門 的 な 観点 か ら 意見 及び 助言 を いた だ く こ と を 目的 に 、 平 
成 30 年 (2018 年 ) 5 月 24 日 に 「 岩 手 県 1 C 芽 利 活用 推進 計画 策定 有識者 会 議 」 






































を 設置 し まし た 。 





「 岩 手 県 CT 利 活用 推進 計画 策定 有識者 会 議 」 委 員 























(敬称 略 ) 
分 野 役職 ・ 氏 名 
本 岩手 県 立 大 学 名 准 教 授 
子 妥 経験 者 下 








柴田 義孝 【 座 長 】 

岩手 県 情報 サー ビス 産業 協会 会 

I 丁 産業 (株 式 会 社 ア イシ ー エ ス 代表 取締 役 社長 ) 
法 貴 敬 





















































東日本 電信 電話 株 式 会 社 岩手 支店 
通信 事業 者 | 副 支店 長 華 ビ ジネス イノ ベー ショ ン 部 長 




































































青柳 忍 
2 岩泉 町 政策 推進 課長 
行政 RM 
三浦 英二 
ー 毅 特定 非 営利 活動 法人 矢巾 ゆり か ご 代表 
半 澤 久枝 
岩手 医科 大 学 医学 部 教授 
下 沖 収 
株 式 会 社 小林 精機 常務 取締 役 








医療 ・ 産 業 等 吉田 寿 朗 














国立 研究 開発 法人 農業 ・ 食 品 産業 技術 総合 研究 機構 
東北 農業 研究 セン ター 生産 基盤 研究 領域 作業 技術 グル ー プ 長 
























































長坂 善 袖 
【 ア ドバイ ザー】 
氏名 役職 名 
开源 英夫 デル 株 式 会 社 公共 営業 統括 本 部 公共 ソリ ュー ショ ン 推 進 部 部 長 
※ 総務 省 地域 情報 化 ア ドバイ ザー 
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〇 岩手 県 1CT 利 活用 推進 計画 策定 有識者 会 議 の 開催 状況 





レス ミー と 
二 


内 容 





第 1 回 有識者 会 議 
平成 30 年 6 月 12 日 











計画 骨子 の 提示 








第 2 回 有識者 会 議 
平成 30 年 8 月 22 日 











計画 概要 の 検討 











第 3 回 有識者 会 議 (意見 照会 ) 
平成 30 年 9 月 18 日 9 月 28 日 























第 4 回 有識者 会 議 
平成 30 年 10 月 17 日 




















第 5 回 有識者 会 議 
平成 31 年 1 月 10 日 











計画 案 の 取 り ま と め 








〇 パブ リッ ク ・ コ メン ト の 実施 
岩手 県  C 丁 利 活用 推進 計画 ( 
30 年 11 月 20 日 か ら 平成 30 年 12 














〇 関係 機関 か ら の 意見 聴取 





素 
月 





案 ) に 対す る パブ リッ ク 





19 日 に 実施 し まし た 。 


・ コ メン ト を 平成 


市 町 村 を は じ め 、 高 等 教育 機関 、 産 業 文 援 機関 、 情 報 通信 事業 者 、 試 験 研究 











機関 等 か ら 幅 広く 御 意見 を 伺い 計画 案 策 定 の 参考 と し まし た 。 
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4 用 語 





















































(※ 本 文中 の 用 語 の 解説 ) 

ア 行 

I C カ ー 集積 回 路 を 搭載 し 、 大 量 の 情報 を 記録 で きる カー ド 。 キ ャ ッシュ 
カー ド や クレ ジッ トカ ー ド 、 交 通 系 カー ド に 利用 され る 。 

アシ スト スー 荷物 の 持ち 上 げ 、 持 ち 下 ろ し の 際 の 作業 者 の 身体 的 負担 を 軽減 す 
る た め 身 に 付け る 器具 の こと 。 

アプ リ アプ リケーション 。 ワー プロ 、 表 計算 、 画 像 編集 な ど 作 業 の 目的 
に 応じ て 使う ソフ トウ ェ ア の こと 。 

e ラー ニン グ イン ター ネッ ト を 活用 し た 教育 や 研修 の こと 。 利 用 者 は パソ コン 








等 を 使っ て 好き な と き に 学ぶ こと が で きる 。 





イン クル ー ジ ョ ン 





多様 な 人 々 を 受け 入れ る こと 。 包摂 。 





ウェ アラ ブル 端末 





腕 や 頭 部 な ど 、 身 体 に 装着 し て 利用 する I CT 端末 の こと 。 





A Ii コンシェルジュ 


A I が 人 の 話す 言葉 を 認識 し 、 そ の 内 容 に 対し て デー タベース に 
基づい た 適切 な 回 答 を 抽出 し 音声 で 回 答 す る シス テム 。 





































































































遠隔 医療 医師 と 医師 、 医 師 と 患者 と の 間 を イン ター ネッ ト や テレ ビ 電 話 な 
ど を 活用 し て 、 患 者 の 情報 や 放射 線画 像 な ど を 伝送 し 、 診 断 等 を 
人 条 の SS 

オー プン デー タ 国 や 地方 公共 団体 、 企 業 な ど が 保有 する 公共 デー タ を 、 二 次 利用 
可能 な ルー ル の も と で 、 機 械 判読 に 適し た 形式 で 公開 され た デー 
タ の こと 。 

力行 





介護 ロボ ッ ト 





介護 従事 者 の 負担 軽減 の た め に 、 日 常 生活 に お ける 、 移 乗 文 援 、 
60 排 港 支 援 、 見 守り ・ コ ミュ ニケ ーション 、 入 浴 支援 等 
に 利用 され る ロボ ッ ト 技 術 を 活用 し た 問 具 や 装置 の こと 。 




















官民 デー タ 活 用 推進 
基本 法 











平成 28 年 12 月 に 施行 され た 法律 。 官 民 デ ー タ の 適正 か つ 効 果 的 な 
活用 の 推進 に 官民 デー タ 活 用 の 推進 に 関す る 施策 を 総合 的 
か つ 効 果 的 に 推進 し 、 も っ て 国民 が 安全 で 安心 し て 暮らせ る 社会 
及び 快適 な 生活 環境 の 実現 に 寄与 する こと を 目的 と し た 法律 。 















































キャ ッシュ レス 決済 


ee 和子 マ ネー、 デ ビッ トカ ー ド な ど を 用 いる こ 
で 、 現 金 を 使わ ず に 決裁 が で きる 仕組 の こと 。 








QR コー ド 





の 8 の テーク を 履 の ラーン で だす ー と で さる っ た エー 
ー ド の 方 式 の ひと つ 。 QR は 、Quick Response の 頭 文 字 。 











組込み ソフ トウ ェ ア 











情報 機器 や 家電 製品 、 自 動車 な ど に 搭載 され て いる 、 特 定 の 機能 
を 実現 する た め の コ ンピュータ ー シ ス テム で 動作 する ソフ トウ ェ 
アプ 。 
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デー タ や ソフ トウ ェ ア が ネッ トワ ー ク 上 に ある サー バー 和 群 (クラ 
ウド ) に あり 、 利 用 者 は 自分 の コン ピュ ー タ ー に デー タ や ソフ ト 
ウェ ア を 保存 する こと な く 、 ど こ か ら で も 必要 な と き に 必要 な 機 
能 だ け 利 用 する こと が で きる コン ピュ ー タ ーネット ワー ク の 利用 
形態 の こと 。 








光化学 オキ ンダ ント 

















工場 や 自動 車 か ら 排出 され た 窒素 酸化 物 等 が 太陽 の 紫外 線 で 化学 
反応 し て 発生 する 物質 の こと 。 高 濃度 に な る と 、 頭 痛 や 吐き 気 、 
目 が チカ チカ する 等 の 症状 が 出る 。 


























航空 レー ザ 計 測 


航空 機 に 搭載 し た レー ザ ス キ ャ ナ か ら 地 上 に レー ザ 光 を 照射 し 、 

地上 か ら 反 射す る レーザ 光 と の 時 間 差 に より 得 ら れる 地上 まで の 
距離 と 航空 機 の 位置 情報 に より 、 地 上 の 標高 や 地形 の 形状 を 調べ 
る 測量 方 法 の こと 。 
























































コミ ティ サイ ト 利用 者 間 の 情報 交換 や 交流 を 主 な 機能 や コン テン ツ の 一 部 と する 
ウェ ブサ イト の 総称 。 

サ 行 

サイ バー・ フ ィ ジ カル | モノ の 生産 や サー ビス の 提供 等 に つい て 、 先 端的 な T oT に より 

シス テム イン ター ネッ ト で つなぎ 、 膨 大 な ビッ グ デ ー タ を A I で 解析 する 
こと で 高度 化 を 図る こと 。 

サテ ライ ト オ フ ィ ス 従業 員 が 出張 先 や 出先 に お いて 立ち 寄っ て 就業 で きる オフ ィ ス ス 























ペー ス の こと 。 





シェ アリ ング ・ 














空間 、 モ ノ 、 ス キル 、 お 金 な ど 個 人 等 が 保有 する 活用 可能 な 資産 































































































エコ ノミ ー 等 を イン ター ネッ ト 上 で マッ チン グ す る 仕組 み に よ っ て 他 の 個人 
等 も 利用 可能 と する 経済 活動 。 

J アラ ー ト 全国 瞬時 警報 シス テム 。 緊急 地震 速報 、 津 波 警報 な ど 、 対 処 に 時 
間 的 余裕 の な い 事 態 に 関す る 情報 を 、 携 帯電 話 等 に 配信 され る 緊 
急速 報 メ ー ル や 市町村 防 災 行 政 無線 等 に より 、 国 か ら 住 民 ま で 瞬 
時 に 伝達 する シス テム 。 

ジオ パー ク 地球 や 大 地 を 表す 「 ジ オ (Geo) 」 と 公園 を 表す 「 パ ー ク 
(Park) 」 を 組み 合わ せ た 言 葉 で 、「 大 地 の 公 園 」 を 意味 し 、 地 
球 を 学び 丸ごと 楽し な こと が で きる 場所 の こと 。 

自動 運転 人 間 が 運転 操作 を 行わ な く て も 自動 で 走行 で きる 自動 車 の こと 。 


ハン ドル 操作 や 加速 ・ 減 速 な どの いずれ か 又は 複数 の 操作 を 自動 
ee どの よう な 条件 下 で も 自動 車 が 自律 的 
こ 自動 走行 する レベル まで 複数 段階 の レベ ル が 定義 S8 れ て いる 

















車載 ネッ トワ ー ク 

















の 子 制御 装置 や エン ジン 、 ブ レー キ な どの 部 品 を つ 
な ぎ 、 部 品 の 状態 を 伝達 し た り 制 御 情報 を 送っ た りす る ネッ トワ 
ー ク 。 
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情報 リテラ シー 


(iC リテラ シー) 





情報 を 十分 に 使い こなせ る 能力 。 大 量 の 情報 の 中 か ら 必 要 な も の 
を 収集 し 、 分 析 ・ 活 用 する た め の 知 識 や 技能 。 特に 、 パ ソコ ン や 
スマ ー ト フォ ン を 正しく 使い 、 イ ンタ ーネット 等 か ら 得 ら れる 情 
報 を 有効 に 活用 する 能力 を I CT リテラ シー と 言う 。 


















































自律 ・ 分 散 型 
エネ ルギー 供給 
シス テム 




















地域 の 再生 可能 エネ ルギー を 活用 し て 、 炎 害 時 に お いて も 一 定 の 
エネ ルギー を 賭 え る 仕組 み 。 











スマ ー ト スピ ー カ ー 


Ai を 搭載 し 、 人 の 言葉 を 認識 する 音声 操作 機能 を 備え た 端末 の 
6 




















スマ ー ト デバ イス 


スマ ー ト フォ ン 、 タ ブレ ッ ト 端 末 な ど 、 ネ ットワーク に 接続 し た 
状態 で 携帯 され 、 い つ で も どこ で も 多種 多様 な サー ビス を 享受 す 
る こと が で きる 多 機 能 端末 、 機 器 の こと 。 








スマ ー ト 農業 


ロボ ッ ト 技 術 や 1 CT を 活用 し て 超 省 力 ・ 高 品質 生産 を 実現 する 
新た な 農業 の こと 。 











スマ ー ト フォ ン 














従来 の 携帯 電話 端末 の 有する 通信 機能 等 に 加え 、 高 度 な 情報 処理 
機能 が 備わっ た 携帯 電話 端末 の こと 。 従来 の 携帯 電話 端末 と は 異 
な り 、 利 用 者 が 使い た い ア プリ ケー ショ ン を 自由 に イン スト ー ル 
し て 利用 する こと が 一 般 的 。 























スマ ー ト メー ター 


家電 機器 等 や 事業 所 内 設備 系 機器 を 、 電 気 、 ガ ス 、 水 道 等 の 各種 
メー ター と 無線 通信 機能 等 に より 接続 する こと に よっ て 、 各 機器 
の 稼働 状況 な ど を 把握 ・ 管 理 する 仕組 み 。 






































3D プ リン ター 


3D の CG デ ー タ 等 を 元 に 、 3 次 元 の 立体 を 造形 する こと が で き 
る 機器 の こと 。 熱 で 溶かし た 樹脂 を ノズル か ら 押 し 出し 、 積 み 上 
げ て 造形 する 方 法 な ど 複 数 の 方 式 が ある 。 
























































セン サー ネッ トワ ー ク 





電源 と 無線 通信 機能 を 内 蔵 し た 小型 の セン サー 機器 を 分 散 し て 設 
置 し 、 そ れ ら 協調 し て 動作 させ る こと で 、 施 設 や 設備 の 監視 ・ 制 
御 や 、 環 境 や 空間 の 観測 な ど を 行なう 通信 ネッ トワ ー ク の こと 。 























ソー シャ ル メ ディ ア 





イン ター ネッ ト 上 で 展開 され る 情報 メデ ィ ア の あり 方 で 、 個 人 に 
よる 情報 発信 や 個人 間 の コミ ュ ニ ケー ショ ン 、 人 の 結び つき を 利 
用 し た 情報 流通 な ど 社 会 的 な 要素 を 含ん だ メデ ィ ア の こと 。 







































































ソフ トウ ェ ア コン ピュ ー タ ー 等 の 機器 類 を 表す ハー ドウ ェ ア に 対し 、 機 器 類 を 
作動 させ る プロ グラ ム や 多様 な デー タ の まとまり 、 コ ン テ ン ツ な 
どの こと 。 

タ 行 

第 4 次 産業 革命 水力 や 蒸気 機関 に よる 工業 化 (第 1 次 産業 革命 ) 、 電 力 を 用 いた 












































大 量 生産 (第 2 次 産業 革命 ) 、 情 報 通信 技術 革命 (第 3 次 産業 
命 ) に 続く よう な 、I oT、 ビ ッ グ デー タ 、 ム A I な どの 技術 革新 
の こと 。 


則 
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タブ レッ ト 端 末 


パソ ツ コ ン と 同じ くら い の 機 能 を 持つ 板 状 (タブ レッ ト 状 ) の 機器 
の こと 。 液晶 画面 を 指 や ペン で 操作 する タッ チ パ ネル を 搭載 し て 
いる 。 























地上 デジ タル 放送 





従来 の アナ ログ 方 式 と 比べ て より 高 品質 な 映像 と 音声 を 受信 する 
OR と 。 番組 視聴 の ほか に も 、 デ ー タ 放 

送 に より ニュ ー ス や 気象 情報 、 交 通 情報 な ど 様々 な 情報 を 得る こ 
と が で きる 。 






























































超 高 速 ブ ロー ド バ 


\ 
7 








伝送 速度 が 上 り と 下り の 両方 と も に 30M ビ ッ ト / 秒 以上 の 回 線 。 





Twitter 
(ツイ ッ タ ー) 


自分 専用 の ウェ ブ ベ ペー ジ に 、 今 し て いる こと や 感じ た こと 、 他 の 
利用 者 へ の メッ セー ジ 等 を 「 ツ イー ト 」 (tweet) と 呼ば れる 140 
文字 以内 の 短文 形式 で 投稿 する 形式 の プログ サー ビス で SNS の 
ひと っ つ 。 





デジ タル ガバ メン ト 


























国民 ・ 事 業者 の 利便 性 の 向上 に 重点 を 置き 、 行 政 の あり 方 その も 
の を デジ タル 前 提 で 見 直し た 形 に 変革 する こと 。 



































ジタル デバ イド 


イン ター ネッ ト や パソ コン 等 の I CT を 利用 で きる 人 と で き な い 
人 の 間 に 生 じ る 格差 の こと 。 利 用 者 の 年 齢 な ど 能 力 ・ 身 体 的 条件 
に よる も の や 、 超 高速 ブ プロー ドバンド の 利用 環境 な ど 地 理 的 条件 
に よる も の な ど が ある 。 


























デジ タル トラ ンス 
フォ ー メ ーション 





ウメ オ 大 学 (スウ ェ ー デ ン ) の エリ ッ ク ・ ス トル ター マン 教授 が 
2004 年 に 提唱 し た 概念 で 、 TI C 工 の 浸透 が 人 々 の 生活 を あら ゆる 


























































































































面 で より 良い 方 向 に 変化 させ る と いう 考え 。D 又 と 表記 する こと 
も ある 。 

テレ ワー ク イン ター ネッ ト や パソ コン な どの 情報 通信 機器 を 利用 し て 、 時 間 
や 場所 に 制約 され る こと な く 働 く 労 働 形 態 の こと 。 

電子 カル テ 従来 の 紙 の カル テ (診療 記録 ) を 電子 的 な シス テム に 置き 換え 、 
電子 情報 と し て 一 括 し て 編集 ・ 管 理 し デー タベース に 記録 で きる 
よう に し た も の 。 

電子 マネ ー 現金 の 代わ り に 、I C カ ー ド や スマ ー ト フォ ン 等 を 用 いて 、 あ ら 
か じ め 入 金 し て 記録 され た 金額 か ら 引 き 落 と すこ と で 電子 的 に 決 
裁 する 仕組 み 。 

動画 共有 サイ ト イン ター ネッ ト 上 の サー バ に 不 特定 多数 の 利用 者 が 投稿 し た 動画 
を 、 不 特定 多数 の 利用 者 で 共有 し て 視聴 で きる サー ビス 。 

ドロ ー 無人 で 遠隔 操作 や 自動 制御 お な ど に より 飛行 で きる 航空 機 の こと 。 

ハ 行 





バス ロケ ーション 
シス テム 





GPS 等 を 用 いて バス の 位置 情報 を 収集 し 、 バ ス 停 の 表示 板 定 携 
帯電 話 、 パ ソコン な ど に 情報 提供 する シス テム の こと 。 














光ファイバー 








電気 信号 を 光 の 強弱 に よっ て 伝送 する も の で 、 細 い ガ ラス 繊維 ま 
た は プラ スチ ッ ク か ら で き て いる 
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ビッ グ デ ー タ 


ボリ ュー ム が 膨大 で か つ 構 造 が 複雑 で や る が 、 そ の デー タ 間 の 関 
係 性 な ど を 分 析 す る こと で 新た な 価値 を 生み 出す 可能 性 の ある デ 
ー タ クタ 群 。 例 えば 、 ソ ー シ ャ ル メ ディ ア 内 の テキ スト デー タ 、 携 帯 
電話 ・ ス マー ト フ ォ ン に 組み 込ま れ た GPS ( 全 地 球 測位 シス テ 
ム ) か ら 発 生 す る 位置 情報 、 時 々 刻々 と 生成 され る セン サー デー 
タタ など が ある 。 


























標的 型 メー ル 


対象 の 組織 か ら 重 要 な 情報 を 盗む や こと な ど を 目的 と し た コン ピュ 
ー タ ー ウ イル ス が 添付 され た メー ル の こと 。 組織 の 担当 者 が 業務 
に 関係 する メー ル だ と 信じ で 開封 し て し まう よう 巧妙 に 作ら れ て 
いる 。 




















ファ イア ウォ ー ル 





コン ピュ ー タ ー や ネッ トワ ー ク と 外部 ネッ トワ ー ク の 境界 に 設置 
され 、 内 外 の 通信 を 中 継 ・ 監 視 し 、 外 部 の 攻撃 か ら 内 部 を 保護 す 
る た め の ソ フト ウェア や 機器 、 シ ステ ム な どの こと 。 


























5 G 


第 5 世代 移動 通信 シス テム 。 「 超 高速 」 だ け で な く 「 多 数 接続 」 
や 「 超 低 遅 延 」 と いっ た 新た な 特徴 を 持つ 次 世代 の 移動 通信 シス 
テム の こと 。 








フィ ッ シ ン グ 





イン ター ネッ ト 上 で の 詐欺 の ひと つ 。 不 特定 多数 の 対象 に 対し 
て 、 実 在 する 金融 機関 や 企業 等 を 偽装 し た メー ル を 送付 し 、 ク レ 
ジッ トカ ー ド 番号 や 暗証 番号 な どの 個人 情報 な ど を 盗み 出 そ う と 
する も の 。 


























































































































フィ ル タ リ ング 目 定 し た 条件 に よっ て 通信 を 許可 し た り 人 遮断 し た りす る 機能 の こ 
と 。 迷惑 メー ル な ど を 隔離 する 電子 メー ル の フィ ル タ リ ング や 有 
害 サ イト へ の アク セス を 制限 する コン テン ツ フ ィ ル タリ ング な ど 
が ある 。 

フィ ン テ ッ ク Finance (金融 ) と Technology (科学 技術 ) を 組み 合わ せ た 造 
三 五 

Facebook 代表 的 な SN S の ひと つ 。 登録 し た 個人 情報 を 利用 し て 、 関 係 者 

(フェ イス ブッ ク ) や や 同じ 趣味 を 持つ 人 な ど 、 交 流し た い 会 員 と コミ ュ ニ ケー ショ ン 
を 取る こと が 可能 と な る 。 

ブロ グ 個人 や 数 人 の グル ー プ で 運営 され 、 投 稿 され た 記事 を 主 に 時 系 列 
に 表示 する 日 記 的 な ウェ ブサ イト の 総称 。 「web」 と 「1og」 
(日 誌 ) を 組み 合わ せ た 「web1og」 (ウェ ブロ グ ) の 略 。 

プロ グラ ミン グ 教 育 コン ピュ ー タ ー に 意図 し た 処理 を 行う よう 指示 する こと が 出来 る 





























と いう こと を 、 子 ども た ち に 体験 さす せ ながら 、 将 来 ど の よう な 職 
業 に 就く と し て も 時 代 を 超え て 普遍 的 に 求め られ る 力 と し て の 
「 プ ログ ラミ ング 的 思考 」 な ど を 育む こと 。 











ブロ ッ ク チ ェ ー ン 








デー タ を ネッ トワ ー ク 上 に ある 複数 の 端末 に 書き 換え 困難 な 形 で 
安全 に 分 散 管 理 する 保管 技術 の こと 。 
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ブロ ー ド バン ド 


光ファイバー な どの よう な 、 よ り 広 帯域 で 高速 な 通信 を 提供 する 
回 線 や サー ビス の 総称 の こと 。 





ポー タル サイ ト 





「 ポ ー タ ル 」 は 「 入 口 」 の こと で 、 ユ ー ザ ー が イン ター ネッ ト に 
アク セス し て 最初 に 訪れ る ウェ ブサ イト の こと 。 





マ 行 





マイ キー プラット 
フォ ー ム 














マイ ナン バー カー ド で 、 公 共 施 設 や 商店 街 等 で の 様々 な サー ビス 
を 利用 する た め の 情 報 基盤 。 








マイ ナン バー カー ド 








| 


人 民 の 申請 に より 無料 で 交付 され る プラ スチ ッ ク 製 の カー ド で 、 
表面 に は 顔 写真 と 氏名 、 住 所 、 生 年 月 日 、 性 別 が 表示 され て お 

り 、 本 人 確認 の た め の 身 分 証明 書 と し て 、 裏 面 に は 12 桁 の 個人 番 
号 (マイ ナン バー) が 記載 され て いる 。 税 ・ 社 会 保障 ・ 災 害 対策 
等 の 法令 で 定め られ た 手続 を 行う 際 の 番号 確認 に 利用 され る 。 ま 
た 、 カ ー ド の 1 C チ ッ プ に は 電子 証明 書 な どの 機能 が 搭載 され 、 
行政 機関 に 対す る 電子 申請 な ど に 利用 で きる 。 










































































モー ショ ン キ ャ プチ ャ 


人 間 や や 物体 の 動き を 測定 し て コン ピュ ー タ ー に デジ タル 的 に 記録 
する 技術 。 

























































































モバ イル 端末 携帯 電話 や スマ ー ト フォ ン 、 タ ブレ ッ ト 端 末 な ど 、 小 型 ・ 軽 量 で 
持ち 運び に 適 し た 電子 機器 の 端末 の こと 。 

ヤ 行 

ユニ バー サル デザ イン | 文化 ・ 言 語 ・ 国 籍 の 違い 、 老 若 男 女 と いっ た 差異 、 障 が い の 有 無 
な ど を 間 わ ず に 利用 する こと が で きる こと を 目指 し た 施設 ・ 製 
品 ・ 情 報 な どの 設計 や デザ イン の こと 。 

U・ ! ターン 大 都市 圏 の 居住 者 が 地方 に 移住 する 動き の 総称 の こと 。 リ ター ン 
は 出身 地 に 戻る 形態 、I ター ン は 出身 地 以外 の 地方 へ 移住 する 形 
態 を 指す 。 

ラ 行 

リエ ゾン 現地 連絡 員 の こと 。 災害 時 に 情報 の 収集 や 伝達 を 目的 に 県 か ら 被 




















災 市 町 村 に 対し て 派遣 され る 職員 。 





リモ ー ト セン シン グ 








人 工 衛 星 や 航空 機 な ど が 搭載 し て いる 測定 器 (セン サー) に より 
遠 富 で も の を 調べ る 技術 の こと で 、 環 境 に 関す る 情報 や 地表 の 変 
化 な ど 様 々 な 地球 に 関す る 情報 を 得る こと が で きる 。 















































ロボ ティ クス 








工学 の 一 分 野 。 制 御 工学 を 中 心 に 、 セ ン サ ー 技 術 ・ 機 械 機構 学 な 
ど を 総合 し て 、 ロ ボッ ト の 設計 ・ 製 作 及 び 運 転 に 関す る 研究 を 行 
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A 





A I 【 エ ー ア イ 】 


Artificia] Intelligence の 略 。 人 工 知能 。 人 間 の 脳 で 行 
っ て いる 学習 、 推 測 、 分 析 、 判 断 な どの 知 的 な 作業 を コ 
ンピュータ ー で 実現 し た も の 。 








AP I【 エ ー ピ ー ア イ 】 


Application Programming Interface の 略 。 あ る コン ピュ 
ー タ ー プ ログ ラム の 機能 や 管理 する デー タ な ど を 、 人 外部 
の 他 の プロ グラ ム か ら 呼 び 出 し て 利用 する た め の 手 順 や 
デー タ 形 式 な ど を 定め た 規約 の こと 。 









































AR【 エ ー ア ー ル 】 








Augmented Reality の 略 。 拡 張 現 実 。 現 実 の 風景 に 場所 
や モノ に 関す る 情報 を 重ね て 表示 する 技術 。 
























































B 

BPR Business Process Re-engineering の 略 。 情報 シ ステ ム 
【 ビ ピーピー アー ル 】 改革 や 業務 見 直し の こと 。 

BYOD Bring Your Own Device の 略 。 個 人 保有 の 情報 端末 を 業務 


【 ビ ー ワ イオ ー デ ィ ー】 

















に 使用 する こと 。 





C 




















CMS Content Management System の 略 。 ホーム ページ を 構築 し 
【 シ ー エ ム エ ス 】 た り 運 用 し た りす る た め の ソ フト ウェ ア の こと 。 

G 

GIS Geographic Information System の 略 。 地 理 情報 シス テ 


【 ジ ー ア イエ ス 】 

















ム の こと 。 地図 デー タ に 文字 、 数 字 、 画 像 な ど を 利用 
た 様々 な 情報 を 結び 付け 、 視 覚 的 に 表示 し て 統合 的 に 
理 ・ 解 析 を する こと が で きる シス テム 。 











中 Cc 









































NH 











GPS 
【 ジ ー ピ ー エ ス 】 





Global Positioning System の 略 。 全 地球 無線 測位 シス 
テム の こと 。 人 工 衛星 を 利用 し て 、 利 用 者 の 地球 上 に お 
ける 現在 位置 を 正確 に 把握 する シス テム 。 





























I CT Information and Communications Technology の 略 。 情報 

【 ア イシ ー テ ィ 】 や 通信 に 関す る 科学 技術 の 総称 。 同 じ 意 味 と し て 「I 本 
(Information Technology) 」 が ある 。 

ILC International 1inear Collider の 略 。 国 際 リ ニア コラ イ 


【 ア イエ ル シ ー】 





ダー。 全長 20 キ ロメ ー ト ル か ら 50 キ ロメ ー ト ル の 地下 ト 
ン ネ ル に 建設 され る 大 規模 研究 施設 の こと 。 地 下 ト ン ネ 
ル 内 で 、 電 子 と 陽電子 を 光速 に 近い 速度 まで 加速 させ 、 
正面 衝突 を させ る こと で 現れ る 粒子 を 観測 する こと に よ 
り 、 宇 宙 や 物質 に 関す る 様々 な 研究 に 役立つ 。 












































IoT 
【 ア イオ ー テ ィ 】 





Internet of Things の 略 。 「 モ ノ の イン ター ネッ ト 」 と 
呼ば れ 、 あ ら ゆ る モノ が イン ター ネッ ト に 接続 し 情報 の 
や り と り を する 技術 。 
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L 











LAN【 ラ ン 】 Local Area Network の 略 。 建 物 内 や フロ ア 内 程度 の 範囲 
で 用 いら れる コン ピュ ー タ ーネット ワー ク の こと 。 
LPWA Low Power Wide Area の 略 。 消費 電力 を 抑え な が ら 遠 距離 


【 エ ルピー ダブ リュ ー エ ー】 











通信 を 実現 で きる 通信 方 式 の こと 。 








Robotic Process Automation の 略 。 こ れ ま で 人 が 行っ て 
いた パソ コン 上 の 定型 、 繰 り 返 し 作業 等 を ソフ トウ ェ ア 
や や 情報 シス テム で 自動 化す る 技術 や 仕組 み の こ と 。 




















S 

SNS Social Networking Service の 略 。 イ ンタ ーネット 上 の 交 

【 エ スエ ヌ エ ス 】 流 を 通じ た 人 と 人 と の つなが りや 社会 的 ネッ トワ ー ク の 
構築 を 支援 する サー ビス の こと 。 

Society5.0 I oT や ビッ グ デ ー タ 、 ム A I 技術 な ど 実 用 化 の 進展 に 伴 


【 ソ サエ ティ ゴー テン ゼロ 】 























っ て 生じ る 社会 全体 の 大 き な 変革 を 、① 狩 猟 社会 、② 農 
耕 社会 、③ 工 業 社 会 、④ 情 報社 会 に 続く 、 歴 史上 5 番目 
の 新しい 社会 の 到来 で ある と 位置 づけ た 、 サ イ バ ー 空 間 
と 現実 社会 が 高度 に 融合 し た 未来 の こと 。 






























































V 





VR【 ブ イア ー ル 】 


Virtual Reality の 略 。 「 仮 想 現実 」。 コ ンピュータ ー 上 
に 人 工 的 な 環境 を 作り 出し 、 あ た か も そこ に いる か の よ 
うな 感覚 を 体験 で きる 技術 の こと 。 




















W 








Wi 一 Fi【 ワ イフ ァ イ 】 








Wireless Fidelity の 略 。 無 線 L AN の うち 標準 規格 を 満 
た し て いる も の の 総称 。 
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平成 31 年 3 月 
岩手 県 政策 地域 部 情報 政策 課 








